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弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物

S DⅥ 194上層出土遺物 (第205～ 209図 ―Ⅵ071～ 125、 図版74)

S D Ⅵ104上層からは甕形土器、壺形土器、鉢形土器、蓋形土器のほか、棒状の上製品と縄文土器

が 1点出上 した。石器は、石庖丁 1点 と伐採斧 2点が出土 した。

奏形土器 (Ⅵ 071～090)Ⅵ 071～078は折 り曲げにより口縁部を成形する。折 り曲げが弱いもの (Ⅵ

071～077)と 、折 り曲げが強 く逆「 L」 字状を呈するもの (Ⅵ 078)と がある。口縁端面には刻目を

施すもの (Ⅵ 072～ 077)と 、刻目を施さないもの (Ⅵ 071)と がある。なお、Ⅵ078は押圧を施す。胴

部文様は、無文のもの (Ⅵ 071,078)、 沈線文だけのもの (Ⅵ 072～ 074)、 沈線文と刺突文が組み合う

もの (Ⅵ 075,076)、 沈線文と山形文、刺突文が組み合うもの (Ⅵ077)の四種類がある。なお、Ⅵ

072と Ⅵ074の沈線文及びⅥ077の山形文は 2条 1組の工具で施されている。

Ⅵ079～086は粘土紐を貼 り付けることで口縁部を成形する。口縁外面上端に接するもの (Ⅵ 079～

084)と 、日縁端部よりやや下がる位置にあるもの (Ⅵ 085・ 086)と がある。前者は、日縁部の断面

形態が三角形状を呈するもので、口縁端面に刻 目を施すもの (Ⅵ 079～ 081)、 連鎖状刻 目文を施すも

の (Ⅵ 082・ 083)、 押圧を施すもの (Ⅵ 084)がある。胴部文様は、沈線文を施すもの (Ⅵ 079・ 080・

082・ 083)、 沈線文と刺突文が組み合うもの (Ⅵ 081)、 沈線文と山形文が組み合うもの (Ⅵ 084)の三

種類がある。なお、Ⅵ081の沈線文とⅥ084の 山形文は2条 1組の工具で施されている。

口縁端部より下がる位置に凸帯をもつもの (Ⅵ 085・ 086)は、口縁上端面に刻 目を施すもの (Ⅵ

085)と 、押圧を施すもの (Ⅵ 086)と がある。Ⅵ086は凸帯上には連鎖状刻 目文を加える。

Ⅵ087・ 088は胴部片である。Ⅵ087は沈線文と刺突文が組み合うものである。Ⅵ088は沈線文と山形

文 (2条 1組)を施す。Ⅵ089・ 090は底部片で、やや上げ底になる。

壷形土器 (Ⅵ 091～ 111)Ⅵ 091は 口径35cmを測る大型品である。短 く外反する日縁部をもつ。口縁

内面には断面三角形状の凸帯と、日縁端面には刻目を施す。Ⅵ092～ 095は短 く外反する口頸部をもつ。

Ⅵ092・ 093は頸部に沈線文を施す。Ⅵ092は 口縁端面にヘラ描き沈線文と刻 目を施す。Ⅵ096～ 102は

外傾する長い口顕部をもつ。Ⅵ096を 除き、いずれも口縁部内面に凸帯をもつ。Ⅵ101は 凸帯は全周せ

ず、一部が注口状になる。口縁端面には刻 目をもつもの (Ⅵ 097・ 099。 100)と 、刻 目をもたないも

の (Ⅵ 096・ 098・ 101)と がある。Ⅵ103は頸部片である。沈線文と凸帯をもち、凸帯上に連鎖状刻目

文を施す。Ⅵ104は肩部片。沈線文 (2条 1組)と斜格子目文を施す。Ⅵ105。 106は顎胴部片である。

Ⅵ106の 肩部には突起状の浮文が付 く。Ⅵ107～ 111は底部片である。Ⅵ107～ ■0は 中央部がわずかに

凹む上げ底、Ⅵ■11ま平底 となる。

鉢形土器 (Ⅵ ■2～ 117)Ⅵ■2～ ■4は 口縁部が緩やかに外反するものであり、Ⅵ115は貼 り付けに

より口縁部を成形する。Ⅵ■6は直口口縁で、日縁端部は九 く仕上げる。沈線文と刺突文 2列 を施す。

Ⅵ l17は 底部片で、くびれをもつ上げ底になる。

コシキ形土器 (Ⅵ l18)Ⅵ l18は 所謂「コシキ」への転用品である。甕形土器の底部を焼成後に穿孔

したものである。

蓋形土器 (Ⅵ ■9。 120)Ⅵ ■9。 1201ま 蓋形土器である。口縁部は緩やかに開き、口縁端部は九 く仕

上げる。Ⅵ l19は 天丼部の中央部がわずかに凹む。

不明品 (Ⅵ 121)Ⅵ 1211よ用途不明の上製品である。両端は久損する。断面形態は長方形を呈する。

縄文土器 (Ⅵ 122)Ⅵ 122は縄文時代晩期の深鉢である。口縁端部に刻日、口縁部に2条の平行沈線

を施す。
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石庖丁 (Ⅵ 123)Ⅵ 123は緑色片岩製の石庖丁である。平面形態は隅丸長方形を呈するものと思われ

る。 a面は鏑が明瞭であるが、 b面はわずかにみられるだけで、偏両刃である。

伐採斧 (Ⅵ 124・ 125)Ⅵ 124・ 125は伐採斧である。Ⅵ124は小型の伐採斧で、刃部は破損 している。

基部の一部に敲打痕が認められることから、破損 した後、くさびとして使用されたものと推測される。

Ⅵ125は変成岩製の伐採斧である。断面形態は楕円形を呈するものと考えられる。

M078

0cm

(S=1:4)

DⅥ 104上層出土遺物実測図(1)
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物
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第207図 S DⅥ 104上層出土遺物実測図(3)
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物
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第209図 S DⅥ 104上層出土遺物実測図(5)

S D Ⅵ104地点不明出土遺物 (第210図 ―Ⅵ126～ 131)

S DⅥ 104か らは、溝掘 り下げ時に設定 した トレンチ内より遺物が出上 した。ただし、層位や出土

地点が不明であるため、ここでは地点不明出土遺物として扱っている。

奏形土器 (Ⅵ 126～ 128)Ⅵ 126は 折 り曲げにより口縁部を成形するものである。胴部に沈線文 (2

条 1組)を施す。Ⅵ127は小型品。内外面共に煤が付着する。Ⅵ128は底部片である。 くびれをもつ上

げ底である (弥生中期 )。

壺形土器 (Ⅵ 129。 130)Ⅵ 129は 短 く外反する口縁部をもつもので、顎部に削 り出し状の凸帯をも

つ。Ⅵ1301よ胴部片である。内外面共に丁寧なヨコ方向のミガキ調整を施す。

高郭形土器 (Ⅵ 131)Ⅵ 131は高杯形土器の脚部片である。上げ底で、杯部接合部付近に断面三角形

状の凸帯を貼 り付ける。

時期 :出土 した遺物の特徴 より、 S DⅥ 104は弥生時代前期末～中期初頭の溝とする。

ぐ
=つ
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物
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第210図  S D Ⅵ104地点不明出土遺物実測図

S DⅥ 105(第 211。 212図、図版61・ 62)

第 1地区の南側、D3～ F5で検出した溝である。第Ⅶ層上面での検出であり、第Ⅵ層が一部覆う。

溝の北側壁体は、前期末～中期初頭の上坑 SKⅥ ■9。 122。 132(土坑 A)、 南側壁体はSKⅥ ■4

(土坑A)、 弥生時代中期後半の上坑 S KⅥ l151こ それぞれ切られている。また、溝の南側壁面にてS

K Ⅵ 160。 162・ 163(土坑C)を 、西側基底面にてS KⅥ 125(土坑D)を検出した。ここでは、発掘

調査時の工程をふまえて、S DⅥ 104同様、溝の構造や溝内から出土した遺物の説明を行う。

① 調査工程

調査ではS DⅥ 104と 同様、第Ⅶ層上面にて溝の平面プランを確認した。

まず、調査区東西壁沿いに幅50cmの トレンチと、溝の中央部付近に、溝に対して直交するような南

北方向のトレンチ (幅50cm)を 設定した。東西壁及び南北 トレンチの土層観察の結果、溝の埋土を26

層に細分した (①～④層)。 さらに、土色や土質の違い、堆積状況などから上層 。中層・下層に大別

し、層ごとに掘り下げと遺物の取り上げを行った。掘り下げでは、中央部に南北方向の幅50cmの ベル

トを設定し、ベルトを残した状態で上層部分の掘り下げをした。続いて、中層部分の掘り下げでは、

炭化物が層をなして検出された地点があった。ただし、時間的に余裕がなく、炭化物の広がりは図化

せず、掘り下げを進めた。

中層の掘り下げが終え、下層上面を検出した。下層は溝全域に堆積がみられた。下層掘り下げ時に

も中層と同様、炭化物が一部検出された。ただし、時間的な余裕がなく、図化せず、掘り下げを進め

た。下層の掘り下げを終了し、溝の壁体及び基底面を検出した。溝の壁体中位付近から基底面にかけ

ては、第Ⅶ層ではなく第Ⅷ層力S検出された。
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A   A′

弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物

H。 37.300m

0～0:分析試料番号

B   B´ H.37.300m

C   C′ H.37.300m

※東藍土層図は反転図

1        2m

(S=1:60)

【上 層】               【下 層】

① 黒掲色 〔7 5YR3/2〕 土      ③ オリーブ色 〔5Y5/4〕 上十責色土    ⑦ オリーブ色 〔5Y4/4〕 土

② 黒掲色 〔7 5YR3/2〕 土+黄色土  ◎ ォリーブ褐色 〔25Y4/6〕 土       ⑬ 暗オリーブ色 〔5Y4/3〕 土+黄色土

【中 層】              ⑩ オリーブ色 〔5Y5/4〕 土        ⑩ オリーブ色 〔5Y5/6〕 土

③ 褐色 〔7 5YR4/6〕土       ① 灰オリーブ色 〔5Y5/3〕 土       ⑩ オリーブ褐色 〔25Y4/3〕 土(小レキ混入)

① 暗オリーブ色 〔5Y4/3〕土     ⑫ 明責掲色 (10Y6/8〕土         ④ 灰色 (10Y5/1)土

⑤ 暗オリーブ褐色 〔5Y3/3〕 土    ○ 浅黄色 〔5Y3/4〕土(砂混入)      ② 灰色 (10Y4/1)と (砂混入)

⑥ オリープ色 〔5Y5/6〕 上十黄色土  ⑭ 灰オリーブ色 〔5Y5/3〕 粘質土     ⑬ 暗オリーブ色 〔5Y4/3〕 上十黄色土

⑦ オリープ色 〔5Y3/6〕 土(黄色上が斑 ⑮ 灰オリーブ色 〔5Y6/8〕 土        ② オリーブ色 〔5Y6/6〕土+黄色土  鬱 炭化物
点状に混入)④ 暗オリーブ色 〔5Y4/4〕 土(黄色上が斑点 ④ オリーブ色 〔5Y6/8〕土+黄色土  ○ 粘 土

状に混入)  ④ オリーブ色 〔5Y5/4〕土+責色土

第212図  S DⅥ 105土層図 〔上 :西壁、中 :ベルト、下 :東壁〕
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区

溝中央のベルトを残した状態で、完掘状況の写真撮影を行った。平成10年 2月 21日 、現地説明会を

行う。その後、溝埋土のサンプルを採取し、(株 )古環境研究所に土壌分析を依頼した。また、溝の

西壁土層の剥ぎ取りを行った。

② 概  略

S D Ⅵ105検出時の平面形状は、やや北側へ向けて湾曲する。規模は最大幅6.Om、 最小幅5.5m、 深

さは検出面下135～ 1.40mで ある。壁体上位は第Ⅶ層、壁体下位及び基底面は第Ⅷ層に達する。断面

形態は緩やかな「U」 字状を呈し、壁面の傾斜角は25～ 30° を測る。

溝の埋土は、前述 したとお り26層 (①～④層)に細分される。このうち、① o②層を「上層」、③

～⑦層を「中層」、③～④層を「下層」 として、掘 り下げや遺物の取 り上げを行った。上層は、色調

が黒掲色を呈 し、粘性の強い土壌である。上層上面では検出幅3.0～ 5,Om、 層厚10～ 30cmを測 り、北

西―南東方向に堆積する。中層は、色調が掲色～オリーブ色を呈 し、粘性の強い土壌で、土壌内に黄

色土が班点状に混入する。中層中位では、厚さ 5 cna前後の炭化物の堆積がみられた。下層は、色調が

灰オリーブ色～オリーブ色を呈する。土壌内には責色上がブロック状や班点状に混入する。下層中に

おいても、中層と同様に、厚さ 5 cm前後の炭化物の堆積がみられた。このほか、東壁にて灰色の粘土

が厚さ3～ 5 cmみ られた。滞の基底面は東から西へ向けてやや傾斜 し、比高差は 7 cmを 測る。土層の

堆積状況は、溝の南側壁体側から土砂が流入 し、その後、両壁体から傾斜堆積をなしている。 SDⅥ

104と 比較すると、埋土中に砂の流入が少ない。

各層における遺物の出土状況は、下層中からは土器の破片が、溝中央部付近に散在 して出土 した。

中層では大型の上器片が多数出上 し、復元すると完形品になるものが多数ある。中層中からは、貝殻

施文土器や搬入土器も出土 している。石器類は中層からの出上が大半で、石庖丁や扁平片刃石斧のほ

か、石剣の破片が 1点出土 している。上層では、溝東半部に遺物が集中しているが、大半は破片であ

る。出土量は中 ,下層に比べるとやや少ない。このほか、地点は不明であるが、 S DⅥ 105内 より分

銅形土製品が 1点出土 している。

遺物は上 。中・下層から土製品や石製品が出土 している。土製品は弥生時代前期末～中期初頭に時

期比定されるものである。土器を観察すると、上 。中・下層で時期差はあまり認められない。土器の

器種構成は、甕形土器、壺形土器、鉢形土器、高杯形土器、蓋形土器、ミニチュア土器がある。器種

構成比は、甕形土器42%、 壺形土器330/O、 鉢形土器210/O、 蓋形土器 2%、 高杯形土器 l°/。 、ミニチュ

ア品 l°/。 である。また、山口県からの搬入品や外来系土器 (東北部九州)の出土もある。

S D Ⅵ105下層出土遺物 (第213・ 214図 ―Ⅵ132～ 158、 図版75)

S DⅥ 105下層からは甕形土器、壼形土器、鉢形土器、高郭形土器、ミニチュア品が出土 した。

甕形土器 (Ⅵ 132～ 142)Ⅵ 132～ 134は 折 り曲げ、Ⅵ135～ 137は貼 り付けにより口縁部を成形する。

口縁端面には刻 目を施すもの (Ⅵ 132・ 134～ 137)と 刻 目を施さないもの (Ⅵ 133)と がある。なお、

Ⅵ137は 連鎖状刻 目文 2列 を施すものである。胴部文様は、無文のもの (Ⅵ 132)、 沈線文だけのもの

(Ⅵ 133～ 135)、 沈線文と刺突文が組み合うもの (Ⅵ 136。 137)の三種類がある。なお、Ⅵ1371ま 5条

1組の工具による沈線文10条 を施す。

Ⅵ138～ 141は胴部片である。文様は沈線文と刺突文が組み合うものであり、Ⅵ140は 2条 1組の山

形文、Ⅵ141は弧文を加えるものである。Ⅵ142は底部片で、平底 となる。
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物

壺形土器 (Ⅵ 143～ 152)Ⅵ 143は 大型品で、短 く外反する口縁部 をもつ。口縁部内面 には断面三角

形状の凸帯 をもつ。口縁端面 にはヘラ描 き沈線文 を 1条施す。Ⅵ144～ 146イま外反する口頸部 をもつ。

Ⅵ145は顕部にヘラ描 き沈線文 と刺突文を施す。Ⅵ146は 口縁部内面に凸帯 をもち、頸部には沈線文 と

凸帯文 2条 (連鎖状刻 目文)を施す。Ⅵ147～ 149は 胴部片である。Ⅵ1471よ 頸胴部境 に段 をもつ。Ⅵ

148は肩部に輪状の浮文 を 3ケ貼 り付 ける。Ⅵ149は沈線文 と弧文が組み合 う。
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物

Ⅵ150は 顕～底部である。頸部内面には凸帯を貼 り付けるが全周せず、一部分が注口状になる。顎

部と胴部にはヘラ描き沈線文を施す。底部には径1.5× 2.5cmの 楕円形の孔を穿つ (焼成後穿孔)。 コシ

キヘの転用品である。Ⅵ151。 152は底部片。わずかに上げ底となる。

高不形土器 (Ⅵ 153)杯脚部接合部に、断面三角形の凸帯を貼 り付ける。脚部に径4.5nun大の孔を2

ケ穿つ (焼成前穿子L)。

鉢形土器 (Ⅵ 154)河 型ヽ品。口縁部は内湾 し、端部は九 く仕上げる。

コシキ形土器 (Ⅵ 155～ 157)Ⅵ 155～ 157は所謂「コシキ」への転用品である。Ⅵ155は奏形土器、

Ⅵ156。 157は壼形土器の底部を焼成後に穿孔したものである。

ミニチュア土器 (Ⅵ 158)Ⅵ 158は上げ底の底部。器壁は厚い。

S DⅥ 105中層出土遺物 (第215～ 221図―Ⅵ159～ 234、 図版75～ 77)

S DⅥ 105中層からは甕形土器、壷形土器、鉢形土器、蓋形土器、用途不明品のほか、石庖丁 2点、

石斧 2′点、石剣 1点、独鈷石 1,点が出土した。このうち、搬入品 (山 口県)と 外来系土器 (東北部九

州地方)が出土している。また、壺形土器に貝殻施文を施したものが 3点ある。

甕形土器 (Ⅵ 159～ 188)Ⅵ 159～ 166は折り曲げにより口縁部を成形する。折り曲げが弱いもの (Ⅵ

159,161～ 166)と 、折り曲げが強く逆「 L」 字状を呈するもの (Ⅵ 160)がある。口縁端面には刻目

を施すもの (Ⅵ 159。 160。 163・ 165)と 、刻目を施さないもの (Ⅵ 161・ 162・ 164・ 166)と がある。

胴部文様は、無文のもの (Ⅵ 161)、 沈線文だけのもの (Ⅵ 159・ 160・ 162・ 165)、 沈線文と刺突文が

組み合うもの (Ⅵ 163・ 164)、 沈線文と山形文が組み合うもの (Ⅵ 166)の 四種類がある。なお、Ⅵ

166の沈線文と山形文は2条 1組の工具による。

Ⅵ167～ 181は粘土紐を貼 り付けることで口縁部を成形する。口縁部の外面上端に接するもの (Ⅵ

167～ 178)と 、口縁端部よりやや下がる位置にあるもの (Ⅵ 179～ 181)と がある。前者は日縁部の断

面形態が三角形状を呈するもの (Ⅵ 167～ 169・ 172～ 178)と 、方形状を呈するもの (Ⅵ 170・ 171)と

がある。口縁端面には刻目を施すもの (Ⅵ 167～ 170。 173～ 176・ 178)と 、刻目を施さないもの (Ⅵ

171・ 172・ 177)と がある。なお、Ⅵ1741ま連鎖状刻目文2列 を施す。胴部文様は、無文のもの (Ⅵ

171・ 172)、 沈線文だけのもの (Ⅵ 167～ 170)、 沈線文と刺突文が組み合うもの (Ⅵ 173～ 176)、 沈線

文と刺突文、山形文が組み合うもの (Ⅵ 177)、 沈線文と凸帯文が組み合うもの (Ⅵ 178)の五種類が

ある。なお、Ⅵ1761ま 所謂「コシキ」への転用品であり、底部に径1.6cm大の孔を穿つ。このうち、Ⅵ

168。 177は 2条 1組、Ⅵ167・ 169・ 1761ま 3条 1組、Ⅵ173は 4条 1組の工具による沈線文を施す。口

縁端部より下がった位置に凸帯をもつもの (Ⅵ 179～ 181)は、凸帯上に刻目を施す。口縁端面は面を

もつもの (Ⅵ 179)と 、九く仕上げるもの (Ⅵ 180・ 181)と がある。

Ⅵ182・ 183は 胴部片で、Ⅵ1821ま 沈線文と竹管文、Ⅵ1831ま 沈線文間に山形文 (3条 1組)を施す。

Ⅵ184～ 188は底部片で、Ⅵ184・ 185は平底、Ⅵ186～ 1881ま 上げ底となる。

重形土器 (Ⅵ 189～ 214)Ⅵ 189は 口径35cmを越える大型品である。短く外反する口縁部をもつ。口

縁部内面に断面三角形状の凸帯をもつ。頸部には沈線文 5条、口縁端面にはヘラ描き沈線文 1条 と刻

目を施す。Ⅵ190～ 1971ま外反する口頸部をもつものである。Ⅵ192～ 196は頸部に沈線文を施す。Ⅵ

197は 口縁部の内面上端に断面三角形状の凸帯をもつ。搬入品 (山 口地方)。

Ⅵ198～ 202は外傾する長い口頸部をもつ。いずれも口縁内面に凸帯をもち、Ⅵ198。 200・ 201は凸
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帯が全周せず、一部が注口状になるものである。Ⅵ199。 202は 凸帯上に刻 目、Ⅵ201は 押圧を施す。

Ⅵ202は横方向の凸帯に加え、縦方向の凸帯を2条施 し、日縁端面上端と下端にそれぞれ刻目を施す。

Ⅵ203・ 204は頸部片である。沈線文と凸帯文を施す。

Ⅵ205～210は胴部片である。Ⅵ206・ 207は貝殻腹縁による弧文、Ⅵ208は貝殻腹縁による木葉文を

施す。Ⅵ209・ 210は幅広の凸帯をもち、Ⅵ209は凸帯上にヘラ描きのヨコ沈線文と刻 目を施す。Ⅵ210

はM字状凸帯の下段のみに連鎖状刻目文 2列 を施す。

Ⅵ211～ 2141よ 底部片で、Ⅵ2111ま 平底、Ⅵ212～ 214は やや上げ底となる。

鉢形土器 (Ⅵ 215～ 224)Ⅵ 215・ 216は 口径40硼前後の法量の大 きなものである。Ⅵ216は 口縁部の

折 り曲げが強 く、東北部九州地方に同じ形態がみられる (外来系 )。 Ⅵ217～220は 口縁部が緩やかに

外反するものである。Ⅵ219は 口縁端面に刻目を施す。Ⅵ221・ 2221よ粘土紐を貼 り付けることで口縁

部を成形するものである。Ⅵ223・ 224は直口口縁の鉢である。Ⅵ223の 回縁端部はやや内側に肥厚する。

コンキ形土器 (Ⅵ 225)Ⅵ 225は所謂「コシキ」への転用品である。壺形土器の底部を焼成後に穿孔

したものである。

蓋形土器 (Ⅵ 226)Ⅵ 226は蓋形土器の口縁部片である。日縁部は緩やかに開き、端部は「コ」字状

に仕上げる。

不明品 (Ⅵ 227・ 228)Ⅵ 227。 2281ま用途不明品である。Ⅵ227は把手と思われるものが貼 り付けら

れる。Ⅵ228は円盤状の上製品。甕形土器の胴部の転用品と思われる。

石庖丁 (Ⅵ 229・ 230)Ⅵ 229・ 230は緑色片岩製の石庖丁である。Ⅵ2291ま大型品で、平面形態は外

湾刃半月形態を呈する。厚みがあり、径 54m大の孔が 2個、敲打により両面から穿孔される。刃部に

植物珪酸体が付着する。Ⅵ230は平面形態は隅九長方形を呈するものと考えられ、河原石を打裂なし

で、そのまま研磨 している。,高 はあまい。

扁平片刃石斧 (Ⅵ 231)Ⅵ 231は緑色片岩製の扁平片刃石斧。断面長方形状を呈 し、鏑は明瞭である。

全面に丁寧な研磨を施す。比較的厚手の仕上げである。

石剣 (Ⅵ 232)Ⅵ 232は石剣である。 a面は自然面、 b面 には初子↓離面を残す。 b面に剖離面を残す

ことや、 a面に敲打痕がみられることから製作途中に破損 し、石庖丁に転用 した可能性がある。

柱状片刃石斧 (Ⅵ 233)Ⅵ 233は緑色片岩製の柱状片刃石斧で、刃部、基部共に大きく破損 している。

独鈷石 (Ⅵ 234)Ⅵ 234は 安山岩製の独鈷石である。中央に節をもたず、帯状に敲打により凹ませて、

突起状の高まりを作っている。

S DⅥ 105上層出土遺物 (第222～ 224図 ―Ⅵ235～ 262、 図版77)

S DⅥ 105上層からは甕形土器、重形土器、鉢形土器、蓋形土器が出土 した。

甕形土器 (Ⅵ 235～ 242)Ⅵ 235～239は折 り曲げにより口縁部を成形する。折 り曲げが弱いもの (Ⅵ

235～ 238)と 、折 り曲げが強 く逆「 L」 字状を呈するもの (Ⅵ 239)と がある。口縁端面には刻 目を

施すもの (Ⅵ 236～ 238)と 、刻目を施さないもの (Ⅵ 235,239)と がある。胴部文様は、無文のもの

(Ⅵ 235)、 沈線文を施すもの (Ⅵ 236・ 237・ 239)、 沈線文と刺突文が組み合うもの (Ⅵ 238)の 三種類

がある。なお、Ⅵ239は クシ描きによる沈線文12条 を施す (単位不明)。

Ⅵ240・ 241は粘土紐を貼 り付けることにより口縁部を成形する。胴部文様は、無文のもの (Ⅵ 240)

と、沈線文と刺突文が組み合うもの (Ⅵ 241)と がある。Ⅵ242は 底部片で、わずかに上げ底となる。

Ⅵ
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第215回 SD■10S中唐出上遺物実測図(1)
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物

第217図 S DⅥ 105中層出土遺物実測図(3)
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物
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第221図 S DⅥ 105中層出土遺物実測図(7)

壺形土器 (Ⅵ 243～252)Ⅵ 243～245は大型品で、短 く外反する口縁部をもつ。口縁部内面には断面

三角形状の凸帯を貼 り付け、口縁端面には刻 目を施すもの (Ⅵ 243)、 ヘラ描 き沈線文を施すもの (Ⅵ

244)、 羽状文を施すもの (Ⅵ245)がある。なお、Ⅵ孵5は 凸帯上に刻 目を施す。

Ⅵ246～ 248は短 く外反する口頚部をもつ。Ⅵ246は顕部に沈線文を施す。Ⅵ248は 口縁端面が沈線状

に凹む。Ⅵ249はタト傾する口顕部をもつもので、頸部には沈線文を施す。Ⅵ250。 251は頸部片で、沈

線文と凸帯文を施す。Ⅵ250は 凸帯上に刻 日、Ⅵ251は押圧を加える。Ⅵ252は底部片で、やや上げ底

となる。内外面共に丁寧なヨコ方向のミガキ調整を施す。

鉢形土器 (Ⅵ 253～258)Ⅵ 253～ 255は折 り曲げにより口縁部を成形する。日縁端面には刻 目を施す

もの (Ⅵ 255)と 、刻 目を施さないもの (Ⅵ 253・ 2y)と がぁる。Ⅵ253は台付鉢の可能性がある。Ⅵ

256～ 258は粘土紐を貼 り付けることにより口縁部を成形する。Ⅵ256。 257は 口縁端面に刻目を施す。

コシキ形土器 (Ⅵ 259～261)Ⅵ 259～261は所謂「コシキ」への転用品である。Ⅵ259。 260は甕形土

器、Ⅵ261は壷形土器の底部を焼成後に穿孔 したものである。

蓋形土器 (Ⅵ 262)Ⅵ 2621よ 蓋形土器である。日縁部は緩やかに開き、端部は丸 く仕上げる。口縁部

内外面共に煤が付着する。

Ⅵ229
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物

S D Ⅵ105地点不明出土遺物 (第225図 ―Ⅵ263～ 270、 図版77)

S D Ⅵ105か らは、掘 り下げ時に設定 した トレンチ内より遺物が出土 している。ただし、層位や出

土地点が不明のため、ここでは地点不明出土遺物として扱っている。この中には、分銅形土製品が 1

点含まれている。

甕形土器 (Ⅵ 263～265)Ⅵ 263は粘土紐を貼 り付けることで口縁部を成形するものである。Ⅵ264・

265は胴部片で、Ⅵ264は沈線文と山形文 (2条 1組)が組み合うものである。

壷形土器 (Ⅵ 266。 267)Ⅵ 266は胴部片である。幅広の凸帯を貼 り付け、凸帯上に連鎖状刻 目文を

施す。Ⅵ267は肩部片で、ヘラ描きの弧文を3条施す。

鉢形土器 (Ⅵ 268・ 269)Ⅵ 268は直口口縁の鉢形土器である。小型品。底部はわずかに上げ底であ

る。Ⅵ269は三角形状の浮文を貼 り付ける。

分銅形土製品 (Ⅵ270)Ⅵ 2701よ分銅形土製品である。顔面表現がないため、下半部と考えられる。

平面形態は円形を呈 し、 くびれ部をもつ。表・裏面共に手捏ねであり、厚みは1.Ocmを 測る。文京遺

跡■次調査出上の分銅形土製品に、形状や法量が類似 している。

時期 :出土した遺物の特徴より、 S D Ⅵ105は弥生時代前期末～中期初頭の溝とする。

(2)土  坑

Ⅵ区で検出した弥生時代前期末～中期初頭の上坑は85基である。内訳は第 1地区で80基、第 2地区

で 3基、第 3地区で 2基となる。平面形態で分類すると、円形が35基、精円形が28基、方形が 6基、

長方形が16基 となる。断面形態では7種類に分類され、逆台形状力滋0基、皿状力謝0基、舟底状が 4基、

フラスコ状が 3基、袋状が 3基、筒状が 4基、指鉢状が 1基 となる。また、堆積状況では単一層で埋

まるもの (単一堆積)76基、 2層以上の上層が水平に堆積するもの (水平堆積)1基、放物線を描 く

ように堆積するもの (放物線型凹堆積)7基、土層が盛 り上がるもの (凸堆積)1基の 5種類に分類

される。

土坑埋土は表25の とおりに 5種類に分類される。本稿では、埋土がEである土坑を「土坑 E」 とし、

Dか らAの埋土をもつ土坑 も、土坑Dや土坑Aと 呼称する。発掘調査時の切 り合い関係 と、埋上の色

調より、土坑の新旧関係は時期の古いものから順に、土坑E→土坑D→土坑 C→土坑B→土坑Aと な

り、土坑Aが最 も新 しい時期 (段階)の上坑 となる。

ただし、2基以上の重複がみられる土坑や、土坑の基底面から別の上坑を検出した場合などもあり、

出土 した遺物は取 り上げの際に混在 している可能性がある。前節で説明した溝 S DⅥ 105と 、これら

の上坑 との関係は、土坑A・ C・ DoEと 溝とが切 り合い関係にあ り、溝が土坑 C・ D・ Eを切 り、

土坑Aに切られている。ただし、土坑 Bと の切 り合いはない。つまり、少なくとも土坑 C・ D・ Eは

溝 S D Ⅵ105が掘削される以前に構築されたものであり、土坑Aは S DⅥ 105埋没以降に構築されたも

のと考えられる。

本稿では土坑埋土と切 り合い関係を考慮 し、埋土別に土坑 Eか ら土坑Aの順で、それぞれの遺構 と

出土遺物の説明を行うことにする。また、埋土別に土坑を説明するが、貯蔵穴の形態をなす土坑 と、

それ以外の上坑 とは区別して報告する。後者の説明では、平面形態別に円形・楕円形・方形 。長方形

の順で、測量図と遺物実測図を掲載 している。
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表25 埋土別土坑一覧

埋土 色 調 土 質

検 出 個   数 (基 )

第 1地区 第 2地区 第 3地区 計

A
黒褐色 (7.5Y R3/2)+

明黄褐色 (10Y R6/8)
粘質土 18 0 0 18

B 掲色 (7.5Y R4/3) 粘質土 23 1 0 24

C
オリーブ褐色 (2.5Y4/4)十

明黄褐色 (10YR6/8)
粘質土 19 0 20

D オリーブ褐色 (2.5Y4/4) 粘質土 14 ９

， 17

E
灰オリーブ色 (5Y5/2)+

明黄褐色 (10YR6/8)
粘質土 6 0 0 6

計 80 3 ９

】 85

1)土 坑 E(第226図、表26)

上坑Eは 6基あり、すべて第 1地区の第Ⅶ層上面で検出した。平面形態では円形 4基、長方形 2基

の二種類がある。ここでは、4基の上坑の測量図と3基の上坑から出上した遺物の実測図を掲載した。

なお、S KⅥ 172は貯蔵穴の形態をなす土坑である。

表26 土坑 E一覧

SK番号 平面形態 断面形態 堆積状況 遺構測量図 遺物実測図 グリット 備 考

S KⅥ 129 円形 逆台形 単一 ○ O E2・ 3

S KⅥ 135 円形 皿 単一 E・F5

S KⅥ 136 円形 逆台形 単一 F5

S KⅥ 172 円形 筒(一部フラスコ) 凸 ○ ○ DoE4 貯蔵穴

S KⅥ 174 長方形 逆台形 単一 ○ D5

S K M193 長方形 逆台形 水平 ○ ○ E・ F3
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Y‐66000

|

SKⅥ 174

SKⅥ 172

|

第226図 Ⅵ区 土坑 E分布図

形

SKW1135

SKWl136

X93800-―一

0:貯蔵穴
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① 貯蔵穴

SKⅥ ]72(第227図 )

第 1地区の中央部、DoE4区 に位置する。遺構の西側はS KⅥ 122(土坑A)に切られる。平面

形態は円形を呈し、規模は南北長100m、 東西検出長0.94m、 深さ63cmを測る。断面形態は筒状を呈

するが、東側壁体はフラスコ状となる。掘り方最終面は第Ⅶ層になる。埋土は大きく4層 (①～④層)

に分けられる。②・③層は茶褐色土に責色土が混入するものであり、④層は黒色土を基調として、黄

色上がブロック状に混入するものである。遺構東側の③層中にて径 5× 20cm、 厚さ3 cmの 炭化物のブ

ロックを検出した。堆積状況は③層にて、一部凸堆積がみられるが、① o②層は水平堆積であること

から、人為的に埋め戻されたものと考えられる。基底面は遺構北側が南側に比べ20cm高 く、二段掘り

構造となっている。また、基底面中央やや南寄りに径 5 cm、 深さ5 cmの小ピット1基 (SP①)を検

出した。ピット埋土は土坑埋土と同様である。遺物は埋土中から弥生土器片が少量出上した。このう

ちの 1点 を図化し、掲載した。

出土遺物

Ⅵ271は甕形土器である。貼 り付けにより口縁部を成形するもので、胴部に沈線文 5条 と刺突文を

施し、日縁端面には押圧文を施す。

② その他の上坑

i)円形土坑

S KⅥ 129(第228図 )

第 1地区の南部、E2・ 3区 に位置する。 S KⅥ 189と S KⅥ 190(土坑 B)、 S KⅥ 192(土坑A)

に切られる。平面形態は円形を呈し、規模は東西長1.60m、 南北長1.30m、 深さ42cmを 測る。断面形

態は逆台形状を呈する。埋土は単一層で埋まることから、人為的に埋め戻されたものと考えられる。

H,36800m

工

　

ω
ρ
∞
ｏ
ｏ
ヨ

① 灰オリーブ色土+黄色土
② 茶掲色土 (黄色土が斑点状に混入)

③ 茶褐色土 (責色土ブロック混入)

④ 黒色土 (責色土ブロック混入)

⑤ 掲色土+黄色土 〔SKⅥ 122埋土〕

□ 炭化物

0                   1o                   20cm

(S=1:4)

(S=1:30)

第227図  S K Ⅵ172測量図・出土遺物実測図

回 炭化物
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H.36,700m

① 灰オリーブ色上十黄色土
② 灰オリーブ色土

0              1m

(S=1:30)

第228図  S K Ⅵ129測量図・ 出土遺物実測図

掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。基底面は西から東に向かって緩傾斜する (比高差 3 cm)。 基底面南

西部を除 く地域からは径 5～ 15cm、 深さ5～ 20cmの大小15基のピットを検出した。ピット埋土はいず

れも灰オリーブ色上である。遺物は埋土中から、弥生土器片が少量出上 した。

出土遺物

Ⅵ272は折 り曲げにより口縁部を成形する甕形土器。胴部に沈線文を施す。Ⅵ273は重形土器。頸部

に沈線文 4条以上と断面三角形の凸帯を施 し、凸帯上に連鎖状刻目文を施す。日縁端面には刻目。

�)長方形土坑

S KⅥ 193(第229図 )

第 1地区の南部、 E・ F3区に位置する。遺構の東側は S KⅥ 192(土坑 A)、 南側は S KⅥ 190

(土坑B)に切られる。平面形態は長方形を呈 し、規模は東西検出長1.50m、 南北長0.96m、 深さ36cm

を測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は大きく2層 (① o②層)に分けられる。②層は①層に

比べ、やや暗い色調の灰オリーブ色上である。遺構西側の①層下面にて、③層を検出した。黒褐色を

呈するブロック状の土壌である。掘り方最終面は第Ⅶ②層になる。堆積状況は水平堆積である。基底

面の中央部はほぼ平坦であるが、西側はやや凹む (比高差 5 cm)。 基底面南西部では径10～ 15cm、 深

さ5 cmの ピット2基を検出した (SP①・②)。 ピット埋土は土坑埋土と同様である。遺物は埋土中

から弥生土器片が少量出上した。

Ⅵ273
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出土遺物

Ⅵ274は貼 り付けにより口縁部を成形する甕形土器。

胴部片。凸帯を2条貼 り付け、凸帯上に押圧を加える。

胴部に沈線文 5条 を施す。Ⅵ275は壷形土器の

凸帯上位に貝殻腹縁による直線文 3条を施す。

＼

恥

■

Ⅵ

① 灰オリーブ色土十責色土
② 灰オリーブ色土
③ 黒褐色土
0褐色上十黄色土 〔SKⅥ 192埋土〕

と_T_¬__「_T―当離――_____― ――境

OCm

(S=1:4)]m

(S=1:30)

第229図  S K Ⅵ193測量図・ 出土遺物実測図

Ｅ

ｏ
ｏ
ｏ

卜
∞

．
ェ

SKW1121

(S=1:30)
① 灰オリーブ色土+黄色土

② 褐色土 〔SKⅥ 128'SKⅥ 121埋土〕
③ オリーブ褐色土 〔SKⅥ 126埋土〕

第230図  S K Ⅵ174測量図
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S KⅥ 174(第230図 )

第 1地区の中央部、D5区 に位置する。遺構の南側は S KⅥ 121(土坑 B)、 西側と中央部はそれぞ

れ S K Ⅵ126(土坑 D)。 S KⅥ 128(土坑 B)、 東側は トレンチに切られる。平面形態は長方形を呈

し、規模は東西検出長2.00m、 南北長1.20m、 深さ35cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土

は単一層である。掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。基底面の中央やや西寄 りと、西壁沿いから径 5～ 10

cm、 深さ5 cmの小ピット2基 (SP① o②)を検出した。また、土坑南西隅の基底面にて径20× 40cm、

深さ5 cmの楕円形状のピット (SP③)と 、径40cm前後、深さ3 cmの ピット (SP④)を検出した。

ピット埋土は、いずれも土坑埋土と同様である。土坑内からの遺物の出土はない。

2)土 坑 D(第231図、表27)

土坑Dは 17基ある。第1地区で14基、第2地区で1基、第3地区で2基を検出した。すべて第Ⅶ層

上面での検出である。平面形態では円形 6基、楕円形 1基、方形 2基、長方形 8基の四種類がある。

このうち10基 の上坑の測量図と6基の上坑から出上した遺物の実測図を掲載した。なお、SKⅥ

143・ S KⅥ 178・ S K Ⅵ202の 3基は、貯蔵穴の形態をなすものである。

表27 土坑 D一覧

SK番号 平面形態 断面形態 堆積状況 遺構測量図 遺物実測図 グリット 備考

S K M120 方形 皿 単一 D4

SKヽ1123 不整円形 皿 単一 ○ E・F3

S K W1125 円形 皿 単一 F4

S KⅥ 126 下整長方形 舟底 単一 ○ ○ D5

S K W1134 長方形 皿 水平 ○ E・F5

S K W1137 円形 皿 単一 DoE5

S KⅥ 139 長方形 皿 単一 ○ ○ E5。 6

S K Ⅵ143 円形 筒(一部フラスコ) 単一 ○ E・F2 貯蔵穴

S KⅥ 148 長方形 皿 単一 E6

S KⅥ 149 円形 皿 単一 E・F6

S K M152 長方形 逆台形 単一 E6

S KⅥ 170 方形 皿 単一 F3。 4

S KⅥ 178 精円形 フラスコ(一部逆台形) 単一 ○ ○ D2 貯蔵穴

S KW1195 長方形 逆台形 単一 ○ ○ E・F2

SKヽ1202 円形 フラスコ(一部袋) 単一 O Ell 貯蔵穴

S KW1305 長方形 皿 単一 ○ ○ E14

S KW1308 長方形 逆台形 単一 ○ ○ E15
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X93850-

SKM152

SKⅥ

SKM148

SKM139

SKM197

SKM126

SKM120

SKM194

X93800___

SKM125 20m
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０
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|

土坑 D分布図第231図 Ⅵ区

0:貯蔵穴
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① 貯蔵穴

S KⅥ 143(第232図、図版63)

第 1地区の南西部、E・ F2区 に位置する。遺構の東側はS KⅥ 190(土坑 B)、 S KⅥ 191(土坑

A)に切られる。平面形態は円形を呈し、規模は径1.24～ 1.30m、 深さ60cmを測る。断面形態は筒状

を呈するが、北壁はフラスコ状となる。埋土は単一層であることから、人為的に埋め戻されたものと

考えられる。掘 り方最終面は第Ⅶ②層になる。基底面はほぼ平坦である。基底面の南側から径10× 40

cm、 深さ5 cmの楕円形ピット3基 (SP①～③)と 、径10cm、 深さ3 cmの小ピット2基 (SP④・⑤)

を検出した。ピット埋土は土坑埋土と同様である。遺物は埋土中にて、弥生土器片が数点出上したが、

図化しうるものはない。

S KⅥ 202(第 232図 )

第 2地区の北部、E■区に位置する。遺構の南側はS D Ⅵ201(中 世)、 北東部はS P Ⅵ069に切ら

れる。平面形態は円形を呈し、規模は東西長1.17m、 南北検出長1.16m、 深さ40cmを 測る。断面形態

はフラスコ状を呈し、北壁に限り袋状となる。埋土は単一層である。掘り方最終面は第Ⅶ層になる。

基底面は南側がわずかに凹む (比高差 4 cm)。 西側の基底面から10cm上の地点で、径10～30cm大の角

礫が出上した。遺物は埋土中にて、弥生土器片が数点出上したが、図化しうるものはない。

① オリーブ掲色土
② 灰色砂質土 〔SDⅥ 201〕

ヒ

Ｈ
・

３７
．
０００ｍ

一
‐

SKⅥ 202

SKⅥ 143

第232図  S K Ⅵ143・ 202測量図

(S=1:30)

∝酔

イ

① オリーブ掲色土
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S KⅥ 178(第233図 )

第 1地区の南東隅、D2区 に位置する。遺

構南側は S K Ⅵ179(土坑B)に切 られる。平

面形態は楕円形を呈 し、規模は東西長0.90m、

南北検出長0,70m、 深さ35cmを測る。断面形態

はフラスコ状を呈する。埋土は単一層である。

掘 り方最終面は第Ⅶ②層になる。基底面はほ

ぼ平坦である。遺物は埋土中から弥生土器片

が少量出土した。

出土遺物

Ⅵ276は折 り曲げにより口縁部を成形する甕

形土器。胴部に沈線文 2条以上、日縁端面に

は刻目を施す。

② その他の上坑

i)円形土坑

S KⅥ 123(第234図 )

第 1地区の南西部、E・ F3区 に位置する。

遺構の上部は S K Ⅵ194(土坑A)に切られる。

平面形態は不整円形を呈 し、規模は径1,30m、

深 さ15cmを 測る。断面形態は皿状 を呈する。

埋土は単一層である。掘 り方最終面は第Ⅶ層

になる。基底面はほぼ平坦である。基底面の

中央部付近にて径 6～ 15cm、 深 さ 8 clllの 小 ピ

ット10基 を検出した。ピット埋土は土坑埋土

と同様である。遺物は埋土中にて、弥生土器

片が数点出上したが、図化 しうるものはない。

H.37.000m

① オリーブ褐色土
0              1m

(S=1:30)

M276
20cm

(S=1:4)

第233図 S KⅥ 178測量図・出土遺物実測図

① オリーブ掲色土

0              1m

(S=1130)

第234図  S K Ⅵ123測量図

区

診

記
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�)長方形土坑

S KⅥ 126(第235図 )

第 1地 区の中央部、D5区 に位置する。遺構の東側 は S KⅥ 121(土坑 B)、 西側は S KⅥ 128(土

坑 B)に切 られる。平面形態は不整の長方形 を呈 し、規模は東西検出長 1.30m、 南北長 1.80m、 深 さ

30clnを測る。断面形態は舟底状を呈する。坦土は単一層である。掘り方最終面は第Ⅶ②層になる。基

底面の北側は幅30cmの テラス状の段をなし、二段掘り構造になっている (比高差12cm)。 基底面中央

部はわずかに凹凸がみられ、北側と南側からは径5～ 10cm、 深さ5 cmの小ピット2基 (SP① o②
)

を検出した。ピット埋土は土坑埋土と同様である。遺物は埋土中から、弥生土器片が少量出上した。

出土遺物

Ⅵ277は折り曲げにより口縁部を成形する甕形土器。胴部には沈線文 5条、日縁端面には刻目を施

す。Ⅵ278・ 279は貼り付けにより口縁部を成形する甕形土器。Ⅵ278は 口縁端面に達鎖状刻目文、Ⅵ

279は胴部にヘラ描き沈線文4条 を施す。

S KⅥ 134(第236図 )

第 1地区の中央部、E・ F5区に位置する。遺構の南側はS KⅥ 133(土坑B)に切られる。平面

形態は長方形を呈し、規模は長さ1.70m、 幅1.30m、 深さ30cmを測る。断面形態は皿状を呈する。埋

土は上下2層 (① o②層)に分層され、②層には炭化物が混入する。掘り方最終面は第Ⅶ層になる。

堆積状況は水平堆積である。基底面の中央部からは径25cm、 深さ6 cmの ピット1基 (SP①)と 、北

西隅及び南側で径4～ 10cm、 深さ5 cmの小ピット5基 (SP②～⑥)を検出した。ピット埋土は②層

と同様である。遺物は埋土中にて、弥生土器片が数点出上したが、図化しうるものはない。また、遺

構北西隅の②層上面付近にて、径10× 20cm大の円礫が1点出土した。

0              1m

(S=1:30)
(S=1:4)

第235図  S K Ⅵ126測量図・出土遣物実測図

Ⅵ279

0cm

① オリーブ掲色土
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SKⅥ ]39(第237図 )

第 1地区の中央部、E5。 6区 に位

置する。遺構の西側は S K Ⅵ140。 SK
Ⅵ147(土坑C)に切 られる。平面形態

は長方形 を呈 し、規模 は長 さ1.90m、

幅1.50m、 深 さ50cmを 測る。断面形態

は皿状を呈する。埋土は単一層である。

掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。基底面

中央部はほぼ平坦であるが、北側はや

や凹む (比高差 4 cm)。 基底面からは径

10～ 40cm、 深さ 5～ 20cmの 大小のピッ

ト4基 (SP①～④)を検出した。ピ

ット埋土は土坑埋土と同様である。遺

物は埋土中から石器片が 1,点 出土した。

出土遺物

Ⅵ280は 使用痕の残る横長剖片であ

る。サヌカイト製。

① オリーブ掲色土 (炭化物混入)

仁

① オリープ褐色土
② ①に炭化物混入

H.37.100m

(S=1:30)

第237図  S K Ⅵ139測量図・出土遺物実測図

0              1m

(S=1:30)

S K Ⅵ134測量図

ー

(S=2:3)

笥

H.36.900m

洲

‐十

日

Ｎ

Ⅵ280

② オリーブ掲色土+責色±    9
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物

S KⅥ 195(第238図、図版63)

第 1地区の南西部、 E・ F2区 に位置する。遺構の南西部はS KⅥ 196(土坑A)に、北壁はSP

Ⅵ184。 191(中世)に切 られる。平面形態は長方形を呈 し、規模は長さ1.80m、 幅1.20m、 深さ34cm

を測る。断面形態は逆台形状を呈する。東西及び北側壁体は垂直に近 く立ち上がるが、南側壁体はや

や緩やかに立ち上がる。坦土は単一層である。掘 り方最終面は第Ⅷ層におよぶ。基底面からは径10～

20cm、 深さ5～ 10cmの 小ピット5基 (SP①～⑤)を検出した。ピット埋土は土坑埋土と同様である。

遺物は埋土中から、弥生土器片が数点出上した。

出土遺物

Ⅵ281・ 282は貼 り付け、Ⅵ283は折り曲げにより口縁部を成形する甕形土器。Ⅵ281・ 283は胴部に

沈線文を施す。Ⅵ282は口縁端面に刺突文を施す。Ⅵ284は壷形土器で、胴部中位に凸帯文 3条 を貼り

付け、凸帯上に連鎖状刻目文 1列 を施す。

S K Ⅵ305(第 239図、図版63)

第 3地区の中央部、E14区に位置する。遺構の北壁はS P Ⅵ045(中 世)、 西壁はS P Ⅵ054(中 世)、

南壁はS P Ⅵ046(中 世)、 中央部北寄りはS D Ⅵ301(中 世)に切られている。平面形態は長方形を

呈し、規模は長さ1.57m、 幅1.00m、 深さ15cmを 測る。断面形態は皿状を呈する。埋土は単一層であ

る。基底面は北側から南側に向かって緩傾斜する (比高差 8 cm)。 掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。基

底面からは径18～ 22cm、 深さ5～ 16cmの ピット3基 (SP①～③)を検出した。ピット埋土は土坑埋

土と同様である。遺物は埋土中から、弥生土器片が少量と、南側から径10cm大の角礫が 1点出土 した。

P
M281

H.37000m

舶

①

ｓＰⅥ

、

葡
Ｅ
ｏ
ｏ
ｏ
．卜
∞
　
ェ

Ocm

(S=1:4)

9              1m

(S=1:30)

第238図  S K Ⅵ195測量図・出土退物実測図

① オリーブ褐色土
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出土遺物

Ⅵ285は貼 り付けにより口縁部を成形する奏形土器。胴部には沈線文 (3条 1組 )、 口縁端面には刻

目を施す。

S K Ⅵ308(第 240図、図版64)

第 3地区の北部、E15区 に位置する。遺構の東壁は S P Ⅵ022(中 世 )、 西壁は S P Ⅵ071に切られ

る。平面形態は不整の長方形を呈 し、規模は東西長0.36m、 南北長1.32m、 深さ36cmを測る。断面形

態は逆台形状を呈する。埋土は2層 (① o②層)あ り、②層は黄色上が班点状に混入する。掘り方最

終面は第Ⅶ層になる。基底面は南側が高く、二段掘り構造となる。検出状況から、 2基の上坑が重複

している可能性がある。遺物は埋土中から、弥生土器片が少量出土した。

出土遺物

Ⅵ286は只占り付けにより口縁部を成形する甕形土器b胴部には沈線文 2条以上を施す。

|´

コ
① オリーブ掲色土

② オリーブ掲色土十黄色土
0              1m

(S=1:30)

H.37.200m

′

0          1 0cm

(S=1:4)

第240図  S K Ⅵ308測量図・出土遺物実測図
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① オリーブ掲色土

② 灰色土

③ 灰黄色土

0              1m

(S==1:30)

２８

０ｃｍ

Ⅵ

２

『

(S=1:4)

第239図  S K Ⅵ305測量図・出土遺物実測図
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物

3)土 坑 C(第241図、表28)

土坑Cは 20基ある。第 1地区で19基、第 2地区で 1基を検出した。すべて第Ⅶ層上面での検出であ

る。第 3地区では未検出であった。平面形態には円形が10基、楕円形が 7基、方形が 2基、長方形が

1基の四種類がある。■基の土坑の測量図と、 8基の上坑から出上した遺物の実測図を掲載した。こ

のうち、 S K Ⅵ140。 S K Ⅵ144・ S KⅥ 160。 S KⅥ 1621ま貯蔵穴の形態をなす土坑である。

表28 土坑C一覧

SK番号 平面形態 断面形態 堆積状況 遺構測量図 遺物実測図 グリット 備 考

S KⅥ l16 楕円形 逆台形 単一 E3

S KⅥ l18 長方形 皿 単 一 F3

S KⅥ 130 円形 舟底 単一 ○ ○ E5

S KⅥ 140 不整円形 袋 単一 ○ E5。 6 貯蔵穴

S K W1144 不整円形 筒(一部フラスコ) 単一 ○ ○ E3 貯蔵穴

S KM146 円形 皿 単一 E6

S KⅥ 147 方形 逆台形 単一 E6

S KⅥ 151 楕円形 皿 単一 E2

S K W1153 円形 逆台形 単 一 ○ ○ D2・ 3

S K W1155 楕円形 逆台形 単一 E6～F7

S K M160 不整円形 袋 単一 O ○ DoE3 貯蔵穴

S K W1162 円形 袋(一部逆台形) 放物線型凹 ○ E3～F4 貯蔵穴

S K W1163 楕円形 悟鉢 単一 ○ F4

S KⅥ 165 円形 皿 単 一 F7

S KⅥ 166 精円形 舟底 単一 ○ ○ E6,7

S KⅥ 171 方形 皿 単 一 E3。 4

S KⅥ 181 楕円形 皿 単 一 E2

S KⅥ 182 円形 皿 単一 ○ ○ E2

S KⅥ 187 楕円形 逆台形 単 一 ○ ○ E2

S K Ⅵ205 円形 逆台形 放物線型凹 ○ ○ E・ F9
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物

① 貯蔵穴

S KⅥ 144(第242図 )

第 1地区の南部、E3区 に位置する。遺構の南側はS KⅥ 189(土坑B)に切られる。平面形態は

不整円形を呈し、規模は径0.80～ 0.90m、 深さ70cmを 測る。断面形態は筒状を呈し、埋土は単一層で

ある。基底面はほlF平坦である。掘り方最終面は第Ⅶ②層になる。遺物は埋土中から、弥生土器片と

石器が出土した。

出土遺物 (図版78)

Ⅵ287は折り曲げにより口縁部を成形する甕形土器。胴部には沈線文 4条以上、口縁端面には刻目

を施す。Ⅵ288・ 289は壷形土器である。Ⅵ289は胴部に凸帯を3条貼 り付け、凸帯上・下段には指頭

押圧、中段には連鎖状刻目文を施す。Ⅵ290は ノミ形石斧である。偏両刃で刃部はやや九味を帯びる。

断面形態は台形状を呈する。前主面と後主面の幅が異なる。基部に研磨を施すことから、製作途中に

折れて、そのまま研磨に移行したものとみられる。緑色片岩製。

S KⅥ 160(第243図、図版64)

第 1地区の南部、DoE3区 に位置する。 S DⅥ 105完掘後、溝の南側壁面で検出したもので、遺

構上部はS DⅥ 105に 削平されている。平面形態は不整円形を呈し、規模は径0.90～ 1.00m、 深さ90cm

を測る。断面形態は袋状を呈するが、東西壁体に比べて南北壁体が大きく袋状になる。基底面はほぼ

平坦である。掘り方最終面は第Ⅶ②層になる。 S K Ⅵ160の埋土はS DⅥ 105の埋土と類似していたこ

義
M289

H.36.600m

① オリーブ褐色上十責色土

0              1m

同
――――
同
国
Ч

一

(S=1:4)

耐
―キーキ
ーーー‐
旧
悧
）
Δ

(S=1:30)                          Ⅵ290

第242図  S K Ⅵ144測量図・ 出土遺物実測図
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①

仁

区

オ リーブ褐色上十黄色土

(炭化物混入 )

0              1m

(S=1:30)

第243図 S K Ⅵ160測量図・出土遺物実測図

とから、 S DⅥ 105と 認識 して S K Ⅵ160の掘 り下げを行ったため、埋土上位部分の確認ができなかっ

た。埋土は、現状では単一層である。埋上下位に炭化物が混入することや、後述するS KⅥ 162と 検

出状況が類似することから、土坑内で火を使用 した可能性がある。遺物は埋土中から、弥生土器片が

少量出土 した。

出土遺物

Ⅵ291は壼形土器の口頸部片。頸部内面には断面三角形状の凸帯を貼 り付け、頚部タト面には沈線文

9条 (2～ 3条 1組)を施す。Ⅵ292は蓋形土器の口縁部片である。内外面共に煤が付着する。

S KⅥ 140(第 244図、図版64・ 65)

第 1地区の中央部、E5。 6区 に位置する。遺構の西側はS KⅥ 141(土坑B)に切 られる。平面

形態は不整円形を呈 し、規模は東西検出長1.30m、 南北長1.40m、 深さ60cmを測る。断面形態は袋状

を呈する。北側壁体は基底面付近でやや袋状を呈 した後、垂直に立ち上がるが、東・南側壁体は大 き

く袋状を呈 した後、緩やかに立ち上がる。埋土は単一層である。基底面はほぼ平坦である。基底面南

側からは焼土と炭を検出した。基底面が焼けて炭が覆った状態であったことから、土坑内で火を使用

した可能性がある。掘り方最終面は第Ⅶ②層になる。遺物は弥生土器の小片が少量出土したが、図化

しうるものはない。
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物

H.37.000m

① オリーブ褐色土+責色土

② 掲色土 〔SKⅥ 141埋土〕
観 炭化物

一

Ｅ

ｏ
ｏ
ｏ
．卜
∞

．
エ

SKⅥ 140

① オリーブ掲色上十黄色土(炭化物混入)

② 茶掲色土(炭化物混入)

③ 黒掲色土(炭化物を多量に合む)

熙 炭化物

0              1m

(S=1:30)

第244図 S KⅥ 140・ 162測量図

°
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祭 基 尚 |

SKⅥ 162
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区Ⅵ

S KⅥ 162(第 244図、図版65)

第 1地区の南部、E3～ F4区に位置する。 S D Ⅵ105完掘後、溝の南側壁面で検出したもので、

遺構上部はS D Ⅵ1051こ 削平されている。平面形態は円形を呈し、規模は径1.0～ 1.2m、 深さ80cmを 測

る。断面形態は袋状を呈する。基底面は中央部がやや凹む (比高差 4 cm)。 掘り方最終面は第Ⅶ②層

になる。埋土は3層 (①～③層)に分層され、②層は茶褐色上に炭化物が混入する。②層は西方向か

らの上砂の流入がみられ、やや放物線型凹堆積を呈する。炭化物が混入することから人為的に投げ込

まれた土層の可能性がある。①層と②層の間には炭化物を多量に含む③層が薄く堆積し、②層堆積後

に、再度底面として火を使用したものとみられる。遺物は、弥生土器の小片が少量と、径15cm大の河

原石が出土した。ただし、図化しうるものはない。

② その他の土坑

i)円形土坑

S KⅥ 130(第245図 )

第 1地区の中央部、E5区に位置する。遺構の北側はS KⅥ 131(土坑 B)、 南東側はS KⅥ 167

(土坑A)に切られる。平面形態は円形を呈し、規模は東西検出長1.60m、 南北長1.70m、 深さ87cmを

測る。断面形態は舟底状を呈する。掘り方最終面は第Ⅶ②層になる。埋土は単一層で埋まる。基底面

北側は幅25cmの 平坦面をなし、二段掘 り構造である (比高差25cm)。 遺物は埋土上位から弥生土器片

と、径10～ 20cmの河原石が出土した。

H.37000m

(s=1:4)

● 土器

▲ 石

① オリーブ掲色土十黄色土
② 掲色土〔SKⅥ 131〕

0              1m

(S=1:30)

第245図  S KⅥ 130測量図 。出土遺物実測図
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物

出土遺物 (図版78)

Ⅵ293。 294は折り曲げにより口縁部を成形する甕形土器。胴部には、Ⅵ298はヘラ描き沈線文 1条

と3条 1組の工具による沈線文、Ⅵ294は 2条 1組の工具による沈線文を施す。

S KⅥ 153(第246図 )

第 1地区の南部、D2・ 3区 に位置する。遺構の南側はS KⅥ 176(土坑A)、 S P Ⅵ093に切られ

る。平面形態は円形を呈するものと考えられ、規模は東西長1.94m、 南北検出長1.86m、 深さ50cmを

測る。断面形態は逆台形状を呈するが、東側壁体は垂直に立ち上がる。掘り方最終面は第Ⅶ②層にな

る。埋土は単一層であることから、人為的に埋め戻された可能性がある。基底面はほぼ平坦である。

遺物は埋土中にて、弥生土器片が数点出上した。図化しうるものを4点掲載した。

出土遺物

Ⅵ295は折り曲げ口縁の奏形土器、Ⅵ296・ 297は壺形土器である。Ⅵ297は 3条の凸帯を貼 り付け、

凸帯上に工具による押圧を施す。Ⅵ298は凹線文期の壺形土器、もしくは鉢形土器で、混入品である。

S KⅥ 182(第247図 )

第 1地区の南部、E2区 に位置する。遺構の西側はS K Ⅵ188(土坑 B)、 東側はS K Ⅵ183(土坑

B)に切られる。平面形態は円形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長0,70m、 南北長1.00m、

深さ34cmを測る。断面形態は皿状を呈する。埋土は上下2層 (① o②層)に分層され、②層は暗褐色

土である。堆積状況は水平堆積である。基底面はほlr平坦である。掘り方最終面は第Ⅶ②層になる。

遺物は、遺構中央部付近の①層中にまとまって出上した。

H.37000m

華
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0              1m

(S=1:30)

第246図  S KⅥ 153測量図

0                   10                   20cm
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・出土遺物実測図

① オリーブ褐色土+黄色土

-355-



Ⅵ 区

H.37.000m

0              1m

(S=1:30)

フ竃∽芹筆―《＼

(S=1:4)

・出土遺物実測図

Ⅵ301

① オリーブ褐色上十責色土

② 暗褐色土

③ 褐色土

第247図  S K Ⅵ182測量図
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物

出土遺物

Ⅵ299は貼 り付けにより口縁部を成形する奏形土器。胴部には沈線文 7条を施す。Ⅵ300～302は壷

形土器。Ⅵ301は 凸帯上に連鎖状刻 目文を施す。Ⅵ302は沈線文とM字状の凸帯文が組み合うもので、

凸帯上段のみ連鎖状刻 目文を施す。Ⅵ303は 大型の鉢形土器。内外面共に丁寧なミガキ調整を施す。

Ⅵ304は甕形土器、Ⅵ305は壷形土器の底部である。Ⅵ304は上げ底、Ⅵ305は平底となる。

S K Ⅵ205(第 248図 )

第 2地区の中央部、 E・ F9区に位置する。遺構の東側は S K Ⅵ204(土坑 B)、 南側は近現代坑に

切 られる。平面形態は円形を呈するものと考えられ、規模は東西長1.40m、 南北検出長1.10m、 深さ

20cmを測る。断面形態は逆台形状を呈するが、東側壁体は緩やかに立ち上がる。埋土は単一層で埋ま

る。基底面はほぼ平坦である。掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。基底面からは径5～ 14cm、 深さ 5 cmの

小ピット3基 (SP①～③)を検出した。ピット埋土は土坑埋土と同様である。そのほか、径40cm前

後の上坑SK①を基底面にて検出した。土坑埋土は、褐色上に責色土が混入するものである。SK①

が本土坑に伴うものかは不明である。遺物は埋土中から、弥生土器片が数点出土した。

出土遺物

Ⅵ306は鉢形土器で、粘土紐を貼 り付けることにより口縁部を成形する。Ⅵ307～ 3111ま壺形土器で、

Ⅵ307は 口縁部内面と顎部外面に断面三角形状の凸帯を貼 り付け、凸帯上に指頭押圧を加える。口縁

端面に羽状文を施す。Ⅵ308は肩部片で、頚部と胴都中位には沈線文を施し、胴部上半部にはヨコ方

向のミガキ調整を施す。Ⅵ309～ 3111よ 底部片で、上げ底となる。

�)楕円形土坑

S KⅥ 166(第249図 )

第 1地区の中央部、E6。 7区に位置する。遺構の南側はS KⅥ 168(弥生中～後期)に切られる。

平面形態は楕円形を呈し、規模は長径2.10m、 短径1.00m、 深さ90cmを測る。断面形態は舟底状を呈

する。掘り方最終面は第Ⅶ②層になる。埋土は単一層で埋まる。南側の基底面付近では炭化物と焼土

を検出した。基底面南東部からは径 5 cm、 深さ6 cmの小ピット1基 (SP①)を検出した。ピット埋

土は土坑埋土と同様である。遺物は壺形土器の口縁部 (Ⅵ 312)が伏せた状態で出土したほか、南側

基底面から10cm浮いた地点で、径10cm大の円礫が 1点出上した。

出土遺物 (図版78)

Ⅵ312は壺形土器で、日縁部内面に断面三角形状の凸帯を貼 り付ける。凸帯は全周せず、一部が注

口状になる。頸部には断面三角形状の凸帯を貼 り付け、凸帯上に指頭押圧を加える。口縁端面はヘラ

描き沈線文を施した後、刻目を施す。

S KⅥ 163(第250図 )

第 1地区の南部、F4区に位置する。S KⅥ 1631よ S DⅥ 105を完掘後、溝の南側基底面付近で検出

したもので、遺構上部はS D Ⅵ105に 削平されている。平面形態は楕円形を呈し、規模は東西長0。96

m、 南北検出長0.34m、 深さ42cmを測る。断面形態は悟鉢状を呈し、単一層で埋まる。掘り方最終面

は第Ⅶ②層になる。遺物は埋土中にて、弥生土器の細片が数点出上したが、図化しうるものはない。
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物

⑥円2

91け

10

(S=1:4)

◎ 炭化物

O焼土

① オリーブ掲色上十黄色土

0

(S=1:30)

S K Ⅵ166測量図・出土遺物実測図

」 :|

① オリーブ掲色上十黄色土

② 黄色土

0              1m

(S=1:30)

第250図 S KⅥ 163測量図

lm

H.36300m
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区

SKⅥ ]87(第251図 )

第 1地区の南部、E2区 に位置する。遺構の南側は S P Ⅵ174に 切られ、調査区外に続 く。平面形

態は楕円形を呈するものと考えられ、規模は東西長1.75m、 南北検出長2.10m、 深さ60cmを測る。断

面形態は逆台形状を呈するが、東側壁体は垂直に立ち上がる。掘 り方最終面は第Ⅷ層の砂礫層に達す

る。埋土は単一層である。基底面は東側から西側に向かって傾斜する (比高差10cm)。 基底面からは

径5～ 20cm、 深さ 5 cmの大小21基のピットを検出した。ピット埋土はいずれも土坑埋土と同様である。

遺物は埋土中から、弥生土器片が少量と、石庖丁が 1点出上 した。

出土遺物 (図版78)

Ⅵ313は壼形土器である。頸部に沈線文 3条を施す。Ⅵ314は石庖丁である。平面形態は長方形を呈

するものとみられ、偏両刃である。穿孔は両面から2ヶ 所に穿つ。緑色片岩製。

① オリーブ褐色上十黄色土
(炭化物混入)

② 黒掲色土〔SP174埋 土〕

0              1m

(S==1:30)

Ⅵ313
0                   10                   20cm

|

◎

|

(S=1:3)

第251図  S K Ⅵ187測量図・出土遺物実測図

Ⅵ

笥
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5            1 0Cm
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物

4)土 坑 B(第252図、表29)

上坑Bは24基ある。第 1地区で23基、第 2地区で 1基を検出し、すべて第Ⅶ層上面での検出である。

第 3地区では未検出であった。平面形態では円形が 7基、楕円形が 5基、方形が 2基、長方形が10基

である。12基 の上坑の測量図と、8基の上坑から出土した遺物の実測図を掲載した。このうち、SK
Ⅵ183は貯蔵穴の形態をなす土坑である。

表29 土坑 B一覧

SK番号 平画形態 断面形態 堆積状況 遺構測量図 遺物実測図 グリット 備考

S KⅥ l17 長方形 逆台形 単一 ○ E・ F3

S K Ⅵ121 長方形 逆台形 単 一 ○ D4・ 5

S KⅥ 128 長方形 皿 単一 D・E5

S KⅥ 131 円形 逆台形 放物線型凹 E5

SKヽ1133 長方形 皿 単一 ○ E・F5

S K W1138 長方形 逆台形 単一 O D5～E6

S K Ⅵ141 長方形 逆台形 単一 ○ ○ E5～F6

S K Ⅵ145 不整方形 皿 単 一 D・E6

S KⅥ 150 楕円形 逆台形 単一 F6

S K Ⅵ154 長方形 皿 単一 ○ E6～F7

SKヽ1156 楕円形 皿 単一 E・ F7

S KⅥ 158 楕円形 皿 単一 ○ ○ DoE7

S KⅥ 169 円形 皿 単一 E5

S KⅥ 179 円形 逆台形 単一 ○ D2

S KW1180 長方形 皿 単一 ○ ○ DoE2

S KW1183 円形 筒(一部フラスコ) 単一 ○ ○ E2 貯蔵穴

S K Ⅵ184 円形 逆台形 単一 DoE2

S K W1186 円形 逆台形 単一 E2

S K W1188 方形 逆台形 単一 E2

S K W1189 長方形 逆台形 放物線型凹 ○ ○ E2。 3

S K Ⅵ190 長方形 逆台形 単一 ○ O E2・ 3

S KⅥ 197 精円形 皿 単一 F2

S KⅥ 198 円形 逆台形 単一 D2

S K Ⅵ204 楕円形 逆台形 放物線型凹 ○ ○ E9。 10
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第252図 Ⅵ区 土坑 B分布図
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物

① 貯蔵穴

S KⅥ 183(第253図 )

第 1地区の南部、E2区 に位置する。 S P Ⅵ071,S P Ⅵ196・ S P Ⅵ202に切られ、 S KⅥ 182(土

坑C)を切る。平面形態は円形を呈 し、規模は径0.90～ 1.00m、 深さ56cmを 測る。断面形態は筒状を

呈するが、東側壁体は一部フラスコ状 となる。掘 り方最終面は第Ⅶ②層になる。埋土は単一層である。

基底面からは径 5～ 18cm、 深さ5～ 8 cmの 小 ピット5基 (SP①～⑤)を検出した。ピット埋土は、

土坑埋土と同様である。遺物は基底面及び埋土上位から、弥生土器と石器がまとまって出土した。

出土遺物 (第254図、図版78)

Ⅵ315～317は基底面、その他は埋土上位からの出土品である。Ⅵ315は粘土紐を貼 り付けることに

より口縁部を成形する甕形土器。胴部に沈線文 9条 (3条 1組)を施す。Ⅵ316・ 317は壺形土器。Ⅵ

316,317共 に口縁部内面に凸帯を貼 り付ける。Ⅵ3161ま凸帯が一部注口状 となる。顎部には凸帯を貼

り付け、凸帯上に連鎖状刻 目文 2列 を施す。日縁部には径 4411n大 の円孔を4ケ 穿つ。Ⅵ317は頸部に

沈線文とM字状の凸帯を貼 り付け、凸帯上に連鎖状刻 目文 2列 を施す。口縁内面には貝殻腹縁による

直線文と山形文を施す。Ⅵ318は 折 り曲げにより口縁部を成形する甕形土器。胴部には沈線文 7条、

口縁端面には刻 目を施す。Ⅵ319は 口縁端面に刺突文を施す。Ⅵ320～322は壺形土器。Ⅵ320は 日縁内

面に凸帯を2条貼 り付け、凸帯上に押圧を施す。頸部には沈線文と凸帯 (押圧)を施す。Ⅵ321。 322

は胴部片である。Ⅵ321は沈線文と凸帯文 (連鎖状刻 目文)、 貝殻腹縁による弧文を施す。Ⅵ322は貝

殻腹縁による弧文を施す。Ⅵ323は蓋形土器で、つまみ上端面はわずかに凹む。Ⅵ324は伐採斧である。

刃部は欠損 し、基部は折れている。刃部に比べ基部が細 く、断面形態は楕円形状を呈する。表面には

成形時の傷が深 く、研磨が及んでいない。緑色片岩製。

① 掲色土

● 土器

▲ 石

0              1m

(s=1:30)

第253図  S K Ⅵ183測量図

SPM202

H.37.000m
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物

② その他の上坑

i)円形土坑

S KⅥ 179(第255図 )

第 1地区の南端、D2区 に位置する。遺構の北側はS KⅥ 178(上坑D)を切 り、南側は トレンチ

に切 られる。平面形態は円形を呈するものとみられ、規模は東西検出長1.20m、 南北検出長0.60m、

深さ41cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。埋土は単一層である。

基底面はほぼ平坦である。遺物は埋土中より、弥生土器片が少量出土 した。

出土遺物

Ⅵ325～327は甕形土器である。Ⅵ325は貼 り付け、Ⅵ326。 327は折 り曲げにより口縁部を成形する。

胴部文様はⅥ325は沈線文、Ⅵ327は クシ描き沈線文 (7条 1組)と 刺突文2列が組み合う。Ⅵ328は壷

形土器の胴部片である。山形文 (5条 1組)と 沈線文を施す。Ⅵ329は蓋形土器である。口縁部は緩

やかに外反し、端部は九 くおさめる。日縁部内タト面共に煤が付着する。

�)楕円形土坑

S KⅥ 158(第256図 )

第 1地区の北部、DoE7区 に位置する。遺構の西側はS KⅥ 157(土坑A)に切られる。平面形

態は楕円形を呈 し、規模は東西検出長1.80m、 南北長1.70m、 深さ50cmを測る。断面形態は皿状を呈

する。

『
M325

雲 雲齢

H 37000m

M328

第255図 S KⅥ 179測量図・出土遺物実測図

ヽ

．

(S=1:30)
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南側壁体は垂直に立ち上がる。掘 り方最終面は第Ⅷ層の砂礫層に達する。埋土は単一層である。基底

面北側 と東側は幅95cmの テラス状の平坦面があり、二段掘 り構造になっている (比高差14cm)。 基底

面からは径20～ 40cm、 深さ15clnの ピット2基 (SP① o②)を検出した。ピット埋土は土坑埋土と同

様である。遺物は埋土中から、弥生土器片が数点と石器が 1点出土した。

出土遺物

Ⅵ330は奏形土器である。胴部に沈線文と山形文 (5条 1組)を施す。Ⅵ331は壷形土器である。胴

部にM字状の凸帯を貼り付け、凸帯上には連鎖状刻目文 1列 を施す。Ⅵ332は扁平片刃石斧である。

① 掲色土

② 帽色上十黄色土 〔SKⅥ 157埋土〕

0              1m

(S=1:30)

Ⅵ331

0                    10                   20cm

(S=1:4)

第256図  S K Ⅵ158測量図・出土遺物実測図

∞     Ⅵ332

0             5            1 0Cn

(S=1:3)
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物

製作途中で基部と基部寄りの側面は折れているが、

が狭 く、刃もしっかりとr/Fり 出されていないため、

部、敲打痕を残す。緑色片岩製。

そのまま研磨を施 している。刃部に比べ基部の幅

鏑がみられない。全体に研磨はあまく、側面に一

S K Ⅵ204(第257図 )

第 2地区の中央部、E9。 10区 に位置し、 S KⅥ 205(土坑 C)を切る。平面形態は楕円形を呈 し、

規模は長径2.28m、 短径1.08m、 深さ68cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。掘 り方最終面は第

Ⅶ層になる。埋土は上下 2層 (① o②層)に分層され、②層はオリーブ褐色土である。堆積状況は放

物線型凹堆積である。遺物は①層上位にて、底部を欠損した壷形土器 (Ⅵ 333)が横倒しの状態で出

上した。この壼形土器の下部では、猪の歯が列をなして出上し、北側の埋土中位でも猪の歯が出土し

た。このほか、遺構の長軸に沿って、径 5 cm大 の小礫が埋土上位付近に直線的に点在していた。

出土遺物

Ⅵ333は壺形土器である。日縁端面に斜格子目文、胴部にクシ描き沈線文 (4条 1組)と波状文を

施す。胴部内外面共にヘラミガキ調整を施す。

�)長方形土坑

S KⅥ l17(第258図 )

第 1地区の南西部、E・ F3区 に位置する。遺構の南側は一部 トレンチに切られ、SKⅥ■8(土

坑C)を切る。平面形態は長方形を呈し、規模は長さ1.76m、 幅1.20m、 深さ47cmを測る。断面形態

は逆台形状を呈する。掘り方最終面は第Ⅶ②層になる。埋土は単一層である。基底面はほぼ平坦であ

る。遺物は弥生土器の小片が数点出上したが、図化しうるものはない。

S KⅥ 133(第258図 )

第 1地区の中央部、E・ F5区 に位置する。遺構の北西隅はS K Ⅵ132(土坑A)に切られ、北東

隅はS K Ⅵ134(土坑D)を切る。平面形態は長方形を呈し、規模は長さ1.30m、 幅0.86m、 深さ25cm

を測る。掘り方最終面は第Ⅶ層になる。断面形態は皿状を呈するが、南 。東・西壁体は垂直に立ち上

がる。埋土は単一層である。基底面はほぼ平坦である。基底面の中央部からは径 5～ 8 cm、 深さ5 cm

の小ピット2基 (SP① o②)を検出した。ピット埋土は土坑埋土と類似する。遺物は埋土中にて、

弥生土器′↓ヽ片が数点出上したが、図化しうるものはない。

S KⅥ 138(第258図 )

第 1地区の中央部、D5～ E6区 に位置する。遺構の東部はS K Ⅵ142(土坑A)に切られ、SK
Ⅵ137(土坑D)を切る。平面形態は長方形を呈し、規模は東西長1.60m、 南北長2.00m、 深さ50cmを

測る。断面形態は逆台形状を呈する。掘り方最終面は第Ⅶ層になる。埋土は単一層である。基底面は

ほぼ平坦である。基底面からは径 8～ 50cm、 深さ6 cmの大小のピット4基 (SP①～④)を検出した。

ピット埋土はすべて土坑埋土と類似する。土坑内からの遺物の出土はない。

-367-



区Ⅵ

勘《
s

骨 が

R 慰_

● 土器

▲ 石

■ 骨

① 褐色土

② オリーブ掲色土

0:分析試料番号

0              1m

(S==1:30)

M333

0                   10                   20cm

第257図  S K Ⅵ204測量図・出土進物実測図
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SKMl17

第258図  S KⅥ l17・ 193・ 138測量図

H.36.900m

① 掲色土

② 掲色二十責色土

0              1m
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区Ⅵ

S KⅥ141(第 259図 )

第 1地区の中央部、E5～ F6区に位置する。遺構の北西部は S P Ⅵ1531こ 切られ、 S KⅥ 140,S

K Ⅵ 147(土坑 C)を切る。平面形態は長方形を呈 し、規模は長さ2.40m、 幅1.50m、 深さ56cmを測る。

断面形態は逆台形状を呈する。掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。埋土は単一層である。基底面は南側か

ら北側に向かって傾斜する (比高差16cm)。 基底面からは、径20～ 25cm、 深さ10cmの ピッ ト2基 (S

P① o②)と 径 5～ 10cm、 深さ5 cmの小ピット10基 を検出した。ピット埋土は、すべて土坑埋土と類

似する。遺物は埋土中から、弥生土器片が少量出上した。

出土遺物

Ⅵ334は 甕形土器で、粘土紐を貼 り付けることにより口縁部を成形する。胴部には沈線文と刺突文

を施す。Ⅵ335は鉢形土器の底部と判断した。脚台部は上げ底を呈する。

Ⅵ335

20cm

(s=1:4)

① 褐色土 0              1m

(S=1:30)

第259図  SKⅥ 呵41測量図・出土遺物実測図
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物

S KⅥ 190(第260図 )

第 1地区の南部、E2。 3区 に位置する。遺構の北側は S KⅥ 129(土坑 E)を切 り、 S KⅥ 191

(上坑 A)、 S P Ⅵ2691こ 切 られる。平面形態は長方形を呈 し、規模は長さ1.68m、 幅1.04m、 深さ38cm

を測る。断面形態は逆台形状を呈するが、西側壁体は緩やかに立ち上がる。掘 り方最終面は第Ⅶ層に

なる。埋土は単一層であるが、少量の炭化物が混入する。基底面はほぼ平坦である。基底面中央部及

び南東部では径 5～ 10cm、 深さ3～ 5 cmの小ピット6基を検出した。ピット埋土は土坑埋上に類似す

る。遺物は基底面から、弥生土器片が数点と、石鏃が 1点出上 した。

出土遺物

Ⅵ336・ 337は奏形土器。Ⅵ386は胴部に沈線文と凸帯文 (連鎖状刻 目文)を施す。Ⅵ338はサヌカイ

ト製の平基無茎石鏃である。基部は一部破損 している。平面形態は二等辺三角形を呈する。

S KⅥ 180(第261図 )

第 1地区の南部、DoE2区 に位置する。遺構の東側はS KⅥ 179(土坑 B)、 南西部は S P Ⅵ072

に、南側は トレンチに切られる。平面形態は長方形を呈するものとみられ、規模は東西長2.00m、 南

北検出長1.10m、 深さ18cmを 測る。断面形態は皿状を呈する。掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。埋土は

単一層で、基底面はほぼ平坦である。北西部基底面にて大小 2基のピット (SP① o②)を検出した。

ピットは径10～ 30cm、 深さ5 clnで、埋土は土坑埋上に類似する。遺物は基底面から、弥生土器片が数

点と、砥石 1点が出上した。また、北西隅からは径20cmの河原石が 1点出土した。

國
Ⅵ

ＷＨ

山［

① 褐色土 (炭化物混入)

② 灰オリーブ色土 〔SKⅥ 129埋土〕

―凸瑚凸
0              1m

(S=1:30)

第260図  S K Ⅵ190測量図・出土遺物実測図

M338

0               3cm

―

(S=2:3)
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出土遺物

Ⅵ339は貼 り付け口縁の甕形土器。胴部には沈線文 2条以上、日縁端面には沈線文 1条 と刻 目を施

す。Ⅵ3401ま壺形土器の頸部片で、内面には断面三角形状の凸帯を貼 り付ける。Ⅵ341は 円盤状の土製

品で、壷形土器の転用品か。Ⅵ342は石英粗面岩製の砥石である。四面を使用面とし、そのうち l面

は 1～ 2 Hull大 の溝力S2条認められる。

(D掲色土

判
Ⅷ
別

~Ⅵ
341

0                   10                   20cm

(S=1:4)

第261図  S K Ⅵ180測量図・出土遺物実測図

0           5          10cm

(S=1:3)
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物

S KⅥ 189(第262図 )

第 1地区の南部、 E2・ 3区 に位置する。 S B Ⅵ101(弥生時代後期前半)。 S KⅥ 192(土坑 A)

に切 られ、 S K Ⅵ190(土坑 B)と 重複する。平面形態は長方形 を呈するもの とみ られ、規模は東西

検出長2.50m、 南北1.30m、 深さ40cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。掘り方最終面は第Ⅶ②層

になる。埋土は単一層である。基底面はほぼ平坦で、基底面からは径10～ 24cm、 深さ5 cmの大小ピッ

ト10基 (SP①～⑩)を検出した。ピット埋土は土坑埋土と類似する。基底面の中央部付近からは径

40× 80cm、 深さ10cmの上坑SK①を検出した。SK①埋土は暗褐色上であり、S KⅥ 189に 伴うかは

判断しえない。遺物は基底面北側中央部より、弥生土器片と石庖丁 1点が出上したほか、縄文土器の

破片が 1点出土した。

出土遺物 (第263図 )

Ⅵ343～345は奏形土器である。Ⅵ343は折り曲げ、Ⅵ344は粘土組を貼 り付けることにより口縁部を

成形する。胴部文様はⅥ343は無文、Ⅵ344・ 345は沈線文を施す。Ⅵ344は口縁端部の内面に指頭押圧

を加える。Ⅵ346～ 350は壼形土器である。Ⅵ346。 3481ま 内傾する頸部に、短く外反する口縁部をもつ。

顎部には沈線文 (2条 1組)を施す。Ⅵ347・ 349は外傾する長い口頸部をもつ。Ⅵ347の頸部及び胴

部には凸帯文 (連鎖状刻目文)、 貝殻腹縁による直線文と山形文を施している。Ⅵ350は底部片で、平

底となる。Ⅵ351は縄文時代後期の深鉢である。Ⅵ352は 石庖丁の未製品である。背部は面取りされる。

打裂が終了しない段階で、 a面の背部寄りには、穿孔のための敲打を施している。緑色片岩製。

S KⅥ 121(第264図 )

第 1地区の中央部、D4・ 5区 に位置する。遺構の東側はトレンチに切られ、 S K Ⅵ174(土坑

E)。 S KⅥ 126(土坑D)を切る。平面形態は長方形を呈するものとみられ、規模は東西検出長1.10

m、 南北長1.20m、 深さ45cmを 測る。掘り方最終面は第Ⅶ層になる。断面形態は逆台形状を呈する。

埋土は単一層である。基底面はほぼ平坦である。基底面北側からは径 5～ 10cm、 深さ5 cmの小ピット

3基 (SP①～③)を検出した。ピット埋土は、土坑埋土と同様である。遺物は埋土中から、弥生土

器片が少量と、基底面からは径20cmの河原石が 1点出土した。図化しうるものはない。

|

① 褐色土
m  8名

雹皇幸黄色土
(S=1:30)         〔SKⅥ 192埋土〕

第262図  S K Ⅵ189測量図

Ｅ
ｏ
ｏ
ｏ
．卜
∞

．
エ

コ

-373-



区

b面

0             5            1 ocm

(S=1:3)

第263図  S K Ⅵ189出土遺物実測図
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M351

0                     10                    20cm

(s=1:4)
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物

S KⅥ 154(第264図 )

第 1地区の北部、E6～ F7区に位置する。遺構の東部は S K Ⅵ168(弥生中～後期)と SPⅥ

152に切 られ、 S KⅥ 155(土坑C)を切る。平面形態は長方形を呈するものとみられ、規模は東西

検出長2.10m、 南北長1.50m、 深さ50cmを 測る。断面形態は皿状を呈する。掘 り方最終面は第Ⅶ層に

なる。埋土は単一層である。基底面はほぼ平坦である。遺物は埋土中にて、弥生土器片が数点出土

した。また、遺構北東部と南側では径5～ 10cm大の円礫が 3点出上したが、図化 しうるものはない。

仁

H.37.100m

て

臨

／
　
　
　
′
ｒ
ｌ
ヽ
１

0              1m

(S=1:30)

SKⅥ 121 ① 掲色土
② 黒褐色土

SKV1154

S K Ⅵ 121・ 154測量図

H.36.900m
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Ⅵ     区

5)土 坑 A(第265図、表0
土坑Aは 18基 ある。すべて第 1地区で検出したものであり、第Ⅶ層上面での検出である。平面形態

では円形が 9基、楕円形が 5基、長方形が 4基である。10基の上坑の測量図と9基の上坑から出上し

た遺物の実測図を掲載した。このうち、S KⅥ 167は貯蔵穴の形態をなす土坑である。

表30 土坑A一覧

SK番号 平面形態 断面形態 堆積状況 遺構測量図 遺物実測図 グリット 備 考

SKⅥ ■4 円形 逆台形 単一 D3

SKⅥ ■9 不整円形 逆台形 放物線型凹 ○ D4

S KⅥ 122 楕円形 逆台形 単一 ○ ○ E4・ 5

S K W1124 円形 逆台形 単一 ○ ○ E4

S KⅥ 127 長方形 皿 単一 DoE5

S K Ⅵ132 楕円形 逆台形 単 一 F5

S KⅥ 142 円形 皿 単一 D5～E6

S KⅥ 157 円形 舟底 単一 ○ E・ F7

S K M164 円形 逆台形 単一 ○ ○ D2・ 3

S K W1167 不整円形 フラス コ 単一 ○ E4・ 5 貯蔵穴

S KⅥ 176 楕円形 逆台形 単一 ○ ○ D2

S KⅥ 177 楕円形 逆台形 単一 ○ D2

S K W1185 円形 皿 単一 E2

S KⅥ 191 円形 逆台形 単一 ○ ○ E・F2

S KM192 長方形 逆台形 放物線型凹 ○ O E2・ 3

S K Ⅵ194 不整楕円形 逆台形 単一 ○ E3～F3

S KⅥ 196 長方形 逆台形 単一 F2

S KⅥ 199 長方形 逆台形 単一 ○ ○ D2～E3
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物
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第265図 Ⅵ区 土坑A分布図
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Ⅵ

① 貯蔵穴

S KⅥ 167(第266図 )

第 1地区の中央部、E4・ 5区に位置し、SKⅥ

130(土坑C)を切る。平面形態は不整の円形を

呈し、規模は径0.90～ ■00m、 深さ90cmを 測る。

断面形態はフラスコ状を呈する。とりわけ、西側

壁体は大きくフラスコ状になる。掘り方最終面は

第Ⅶ②層になる。基底面はほぼ平坦である。遺物

は埋土中にて、弥生土器小片が数点出土したが、

図化しうるものはない。

① 掲色上十黄色土

0              1m

(S=1:30)

第266図  S K Ⅵ167測量図

② その他の土坑

i)円形土坑

S KⅥ l19(第267図 )

第 1地区の中央部、D4区 に位置し、S DⅥ 105の下層部分を切る。平面形態は不整の円形を呈し、

径1,05～ 1.10m、 深さ70ctlを測る。断面形態は逆台形状を呈する。掘り方最終面は第Ⅶ層になる。埋

土は上下 2層 (① o②層)に分層され、②層は褐色上に黒褐色上が混入するものである。①層中から

は、え化物が少量検出された。堆積状況は放物線型凹堆積である。基底面からは径40cm、 深さ20cmの

ピット1基 (SP①)を検出した。ピット埋土は②層である。遺物は②層中から弥生土器片が少量出

上したが、図化しうるものはない。

S KⅥ 124(第268図 )

第 1地区の中央部、E4区に位置し、 S D Ⅵ105の下層部分を切る。平面形態は円形を呈し、径

0.74～ 0.78m、 深さ70cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。埋土

は単一層である。基底面はほぼ平坦である。遺物は埋土中から、弥生土器片が少量出上した。

出土遺物

Ⅵ353は折り曲げ口縁の甕形土器。口縁端面には刻日、胴部には沈線文 5条以上を施す。

区

一̈一‐
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物

① 掲色上十黄色土 (炭化物混入)

② 掲色土+黒褐色土

m

(s‐ 1:30)

第267図 S KⅥ l19測量図

・　
　
　
Ⅵ

畏覇
① 褐色上十責色土

(S=1:30)

第268図  S K Ⅵ124測量図・出土遺物実測図
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区

S KⅥ 157(第269図 )

第 1地区の北部、EoF7区 に位置し、

S K Ⅵ158(土坑 B)を切る。平面形態

は円形 を呈 し、規模は径1.35～ 1.45m、

深さ76cmを測る。断面形態は舟底状を呈

する。掘 り方最終面は第Ⅷ層の砂礫層に

達する。埋土は単一層である。基底面は

中央部が くぼみ、壁際との比高差 6 cmを

測る。土坑内からの遺物の出土はない。

① 掲色上十黄色土

0              1m

(S=1:30)

第269図  S K Ⅵ157測量図

S KⅥ 191(第270図 )

第 1地区の南部、 E・ F2区 に位置する。遺構の北西側は S K Ⅵ143(土坑 D)、 東側はS KⅥ 190

(土坑B)を切る。平面形態は楕円形を呈 し、規模は長径1.64m、 短径1.28m、 深さ30cmを測る。断面

形態は逆台形状を呈する。掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。埋土は単一層である。基底面はほぼ平坦で

ある。遺物は埋土中にて、弥生土器片が出上 した。

出土遺物

Ⅵ354は貼 り付け口縁の鉢形土器。無文。

S KⅥ 164(第271図 )

第 1地区の南部、D2・ 3区 に位置する。遺構の上部は S B Ⅵ101(弥生後期前半)に切られ、 S

K Ⅵ 153(土坑 C)を切る。平面形態は楕円形を呈 し、規模は長径1.60m、 短径1.38m、 深さ42cmを測

る。断面形態は逆台形状を呈する。掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。埋土は単一層である。基底面はほ

ぼ平坦である。遺物は、基底面南側からは径10～20cmの河原石が密集して出上 し、埋土中からは弥生

土器片が数点出上 した。

Ⅵ

Ｈ
・

３７
．
３００ｍ

一
′

-380-



弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物

券弁を舘悧中ぷ

仁

① 掲色土+黄色土
② 褐色土
③ オリーブ掲色土

0              1m

(S=1:30)

H.37.000m

0              1m

(S=1:30)

第270図  S K Ⅵ191測量図 。出土遺物実測図

」

H.36.500m

M354

Cm

(S=1:4)

(S=114)

第271図  S K Ⅵ164測量図 。出土遺物実測図

π
ｒ
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＼

M357

Ⅵ358

M359 Ⅵ360

① 掲色土十黄色土
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出土遺物

Ⅵ355は貼 り付け口縁の甕形土器。胴部には沈線文 2条以上を施す。Ⅵ356は壷形土器。口縁内面に

断面長方形状の凸帯を只占り付け、凸帯端面と側面に竹管文を施す。日縁端面はヘラ描き沈線文と刻 目

を施す。頸部には凸帯の剥落痕が残る (弥生後期 )。 Ⅵ357は鉢形土器で、口縁端面に刻 目を施す。Ⅵ

358,359は 甕形土器、Ⅵ360は壷形土器の底部で、わずかに上げ底 となる。外面にミガキ調整を施す。

① 褐色土十黄色土 (炭化物混入)

(s=1:30)

0                     10                    20cm

(s=1:4)

第272図  S K Ⅵ122測量図・出土遺物実測図
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物

�)楕円形土坑

S KⅥ 122(第272図 )

第 1地区の中央部、E4・ 5区 に位置し、 S DⅥ 105の下層部分とS KⅥ 172(土坑 E)を切る。平

面形態は楕円形を呈 し、規模は長径2.18m、 短径1.34m、 深さ78cmを測る。断面形態は逆台形状を呈

する。掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。埋土は単一層であるが、炭化物が少量混入する。基底面は北側

から南側に向かって緩やかに傾斜する (比高差10cm)。 基底面からは径24～ 50cm、 深さ15cmの ピット

3基 (SP①～③)を検出した。ピット埋土は土坑埋土と同様である。遺物は埋土下位から、弥生土

器片が数点出土した。

出土遺物

Ⅵ361は折り曲げ、Ⅵ362・ 363イま貼り付けにより口縁部を成形する甕形土器。Ⅵ361は胴部に沈線文、

Ⅵ363は クシ描き沈線文を施す。Ⅵ364は壼形土器の口縁部片で、日縁端面はナデ凹む。

S KⅥ 176(第273図 )

第 1地区の南部、D2区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、 S KⅥ 153(土坑C)を切る。規

模は長径1.50m、 短径0.80m、 深さ35cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。掘り方最終面は第Ⅶ

②層になる。埋土は単一層である。基底面はほぼ平坦である。基底面からは大小13基のピットを検出

した。ピット埋土はすべて土坑埋土と同様である。

仁 」

① 褐色上十黄色土

o              lm

(S=1:30) 0            5           10cm

(S=1:3)

第273図  S K Ⅵ176測量図 。出土遺物実測図
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区Ⅵ

遺物は埋土中から、弥生土器片が数点と石庖丁 1点が出土 した。

出土遺物

Ⅵ365～367は壼形土器。Ⅵ365は 口縁端部を上方に拡張 し、口縁端面に刻目を施す。Ⅵ367は長顕の

もので、口縁端部は平坦面をなす。Ⅵ368は緑色片岩製の石庖丁の未製品である。平面形態は杏仁形

を呈するものとみられ、刃部のみ研磨を施す。おそらく、刃部を作 り出した後に、敲打段階で破損 し

たものと推浪1さ れる。

このほか、楕円形を呈する土坑 S KⅥ 177と 、 S KⅥ 194か ら出上 した遺物を第274図 に掲載 した。

S K Ⅵ194出土遺物 (第274図 ―Ⅵ369～ 374)

Ⅵ369。 370は粘土紐を貼 り付けることで口縁部を成形する甕形土器。Ⅵ369は 口縁端面に刻 目を施

す。Ⅵ370は胴部に沈線文10条 を施す。Ⅵ371は直口口縁の鉢形土器。胴部に沈線文 (4条 1組か ?)

0           5          1 0cm

(S=1:3)

第274図  S K Ⅵ177・ 194出土遺物実測図

Ⅵ371

M369

F
Ⅵ370

Ⅷ

Ⅵ

ヽ

、 ‐

(」

M375
3cm

Ⅵ373

―△到乙

SKⅥ 177:Ⅵ375     (3=2:3)
SKⅥ 194:Ⅵ 369～374
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弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物

と刺突文を4段組み合わせて施す。Ⅵ372は壼形土器の肩部片で、ヘラ描 きによる有軸の木葉文を施

す。Ⅵ373は所謂「コシキ」形土器で、壷形土器の転用品である。径1 6cm大の孔を焼成後に穿つ。Ⅵ

374は石庖丁である。平面形態は長方形を呈するものとみられ、刃部は使用によりす り減っている。

穿孔は両面からlヶ 所に穿つ。刃部寄 りの両面に敲打痕を残す。

S K Ⅵ177出土遺物 (第274図 ―Ⅵ375)

Ⅵ375はサヌカイ ト製の凹基無茎石鏃。平面形態は正三角形状を呈する。

�)長方形土坑

S KⅥ 192(第275図 )

第 1地区の南部、E2。 3区 に位置する。遺構の北側は トレンチに切 られ、南西部はS K Ⅵ129

(土坑E)。 S K Ⅵ189(土坑B)を切つている。平面形態は長方形を呈 し、規模は東西長1.68m、 南

北検出長1.25m、 深さ30cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。埋

土は上下 2層 (① o②層)に分層され、②層は①層に比べ、やや明るい褐色土で炭化物が混入する。

基底面は西側から東側に向かって傾斜する (比高差17cm)。 基底面北西及び北東部では径 5～ 25cm、

深さ3～ 15cmの ピット5基 (SP①～⑤)を検出した。ピット埋土は土坑埋上の②層に類似する。遺

物は埋土中から、弥生土器片が数点出土した。

出土遺物

Ⅵ376・ 377は甕形土器である。Ⅵ376は粘土紐を貼 り付けることにより口縁部を成形する。胴部文

様は、Ⅵ376が無文、Ⅵ377は沈線文と刺突文が組み合う。Ⅵ378は三形土器である。口縁部内面に断

面三角形状の凸帯を貼 り付ける。頸部にはM字状の凸帯を只占り付け、凸帯上に連鎖状刻 目文を施す。

Ⅵ379は高杯形土器。脚柱部にヘラ描き沈線文 5条を施す。混入品。弥生中期後半。Ⅵ380は ミニチュ

ア土器の底部で、平底 となる。

S KⅥ 199(第276図 )

調査区の第 1地区に南部、D2～ E3区に位置する。遺構の南側は S KⅥ 184。 S KⅥ 186(土坑 B)

を切 り、 S KⅥ 185と 重複する。平面形態は長方形を呈 し、規模は長さ2.50m、 幅2.00m、 深さ47cmを

測る。断面形態は逆台形状を呈する。掘 り方最終面は第Ⅶ②層になる。埋土は単一層である。基底面

はほぼ平坦である。基底面からは径 5～ 15cm、 深さ 5 cmの ピットを多数検出した。ピット埋土は土坑

埋土に類似する。遺物は埋土中から、弥生土器片が数点と、石庖丁 1点が出土 した。このほか、縄文

土器の小片が 1点出上 している。

出土遺物

Ⅵ381～ 383は甕形土器である。Ⅵ381は粘土紐の貼 り付け、Ⅵ382は折 り曲げにより口縁部を成形す

る。Ⅵ381,382は 胴部に沈線文、口縁端面に刻 目を施す。Ⅵ383は沈線文を施 し、沈線文間に山形文

(2条 1組 )を施す。Ⅵ384。 385は壺形土器である。Ⅵ3841ま 口縁部内面に断面三角形状の凸帯を貼 り

付ける。日縁端面 と頚部には沈線文を施す。Ⅵ385は 口縁端面に連鎖状刻 目文2列 を施す。Ⅵ386イよ鉢

形土器である。断面三角形状の粘土紐を貼 り付けることにより口縁部を成形する。Ⅵ3871ま縄文時代

晩期の浅鉢である。Ⅵ388は 石庖丁である。平面形態は、直線刃半月形態を呈するものとみられる。

側面は面取 りされ、刃部を作 り出す前に穿孔 している。緑色片岩製。
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区

(3)土器溜ま り (SX)
Ⅵ区では、第 1地区の南側、D2区で弥生時代前期末～中期初頭の遺物がまとまって出土した地点

がある。 S KⅥ 176(土坑A)の上面で検出した遺物集中地点は、径 2mの範囲に破片が散在 してい

た。ただし、明確な遺構プランは検出されず、ここでは土器溜まりS XⅥ 101と して取 り扱っている。

S XⅥ 101の範囲は第195図 に図化 し、実測図は第277図 に掲載 した。

S X Ⅵ101出土遺物 (第277図 )

Ⅵ389～391は甕形土器である。いずれも粘土紐を貼 り付けることにより口縁部を成形する。胴部文

様は沈線文を施 し、Ⅵ389は沈線文と刺突文が組み合う。いずれも口縁端面に刻 目を施す。Ⅵ391は 3

条 1組の工具によるタテ方向の沈線文を施す。Ⅵ3921ま壷形土器の胴部片で、クシ描 きの沈線文 と波

状文を施す。

① ＼

」
 :|

瓢

① 掲色土+黄色土
② ①に炭化物混入
③ 掲色土 〔SKⅥ 189埋土〕
④ 灰オリーブ色土 〔sKⅥ 129埋土〕

im

(S=1:30)

ツヽ
Ⅵ380

第275図  S K Ⅵ192測量図・出土遺物実測図
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Ｈ
川
閂
Ｈ
叫
‐　
Ⅵ

M378

-386-



弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物

」

H.36.900m

① 褐色土+責色土

0             1m

(S=1:30)

‖
M383

Ocm
|

K Ⅵ199測量図・出土遺惨実測図

0            5           10cm

(S=1:3)

第276図  S
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爾
M392

Ⅵ389

『
Ⅵ391

Ocm

(s=1:4)

第277図  S X Ⅵ101出土遺物実測図

(4)第Ⅵ層出土遺物 (第278・ 279図 )

Ⅵ区の調査では、第Ⅵ層中より弥生時代前期末～中期初頭に時期比定される遺物が出上 した。発掘

調査時は第V層 と混同して遺物を取 り上げている可能性 もあるが、ここでは調査時の状況を考慮 し、

第Ⅵ層として取 り上げた遺物として掲載する。

Ⅵ393～400は甕形土器である。Ⅵ393～395は折 り曲げ、Ⅵ396～400は粘土紐を貼 り付けることによ

り口縁部を成形する。Ⅵ4001ま 口縁端部からやや下がった位置に断面三角形状の凸帯を貼 り付けるも

のである。胴部文様は、沈線文を施すもの (Ⅵ 395・ 397・ 398)、 沈線文と刺突文・山形文が組み合う

もの (Ⅵ 399)、 無文のもの (Ⅵ 393・ 394,396)がある。Ⅵ398は 口縁端面に刺突文、Ⅵ395・ 399・

400は刻 目を施す。Ⅵ401～413は重形土器である。Ⅵ401～405は 口縁部片である。Ⅵ401は 口縁端部を

上下方に肥厚 し、羽状文を施す。Ⅵ402は 口縁部内面に断面三角形状の凸帯を貼 り付け、凸帯上には

刻目を施す。Ⅵ403は 口縁部内面に竹管文を施す。Ⅵ404は 口縁端面にヘラ描き沈線文を施 した後、刻

目を施す。口縁上面には竹管文を施す。Ⅵ405は 口縁部内面に断面三角形状の凸帯 4条 を只占り付ける。

口縁端面には沈線文 2条 を施 した後、刻 目を施す。Ⅵ406は頸部片、Ⅵ407～ 4131ま胴部片である。Ⅵ

406は沈線文と刺突文が組み合 う。弥生中期後半。Ⅵ407は頸部にクシ描 き沈線文 3条 を施す。Ⅵ408

はクシ描 き波状文、Ⅵ409は クシ描き沈線文と波状文を施す。Ⅵ4101よ刺突文を施 し、Ⅵ4111ま竹管文

3列 を施す。Ⅵ412。 4131ま貝殻腹縁により文様を施 したもので、Ⅵ4121よ弧文、Ⅵ4131ま直線文と無軸

の木葉文を施す。Ⅵ414～ 4171ま鉢形土器である。Ⅵ414・ 4151ま直口口縁を呈 し、Ⅵ415は径0.5cmの 孔

を穿つ。Ⅵ416,417は 粘土紐を貼 り付けることにより口縁部を成形する。Ⅵ4171よ刺突文6列 と沈線文

(2条 1組)を施す。Ⅵ418,4191ま 蓋形土器である。Ⅵ419は つまみが角状に分かれる。Ⅵ420は甕形

土器の底部で、やや上げ底になる。Ⅵ421は コンキで、壷形土器からの転用品である。径1.4cmの 子しを

焼成後に穿つ。Ⅵ422・ 423は ミニチュア土器で、Ⅵ4221ま壷形土器の模倣品、Ⅵ423は底部片である。

Ⅵ424は縄文土器の深鉢である。縄文後期。Ⅵ425～427は石器である。Ⅵ425は 凹基無茎石鏃である。

サヌカイト製。Ⅵ426は石庖丁である。刃部の錦は甘い。穿孔は金属によるものである。Ⅵ427は柱状

片刃石斧である。刃部の鏑は九味を帯びる。断面形態は長方形状を呈する。緑色片岩製。

Ⅵ

-388-



弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物

第278図 第Ⅵ層出土造物実測図(1)
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弥生時代中期～後期の遺構と遺物
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区

4.弥生時代中期～後期の遺構と遺物

Ⅵ区で検出した弥生時代中期から後期の遺構は、竪穴式住居址 3棟、溝 3条、土坑 4基である。内

訳は第 2地区から土坑 1基、その他はすべて第 1地区からの検出である。遺構検出面は、第Ⅵ層上面

と第Ⅶ層上面である (第280図、図版66)。

(1)竪穴式住居址

S BⅥ 10](第281図、図版67,68)

第 1地区の南部、D2～ E3区に位置する。第Ⅵ層上面での検出である。住居址中央部と東側はト

レンチに切られる。後述するが、炉の検出状況から改築 (貼床)が施された住居址になる。

平面形態は円形を呈し、規模は径5.00～ 5.45m、 深さは第Ⅶ層上面下20cmを測る。床面は東から西

に緩傾斜する (比高差10cm)。 埋土は、黒褐色上に白色砂粒が混入する。主柱穴はSP①～④の4本

を検出した。柱穴は方形の配置をとる。各柱穴は円形を呈し、規模は径24～ 42cm、 深さ28～ 30cmを 測

る。柱穴間隔はSP①―②間2.6m、 SP②―③間2.3m、 SP③―④間2.5m、 SP④―①間2.4mであ

る。柱穴埋土は暗褐色土単層である。

炉は、住居址のほぼ中央部で2基を検出した。断面観察の結果、炉①は住居址床面、炉②は埋土上

面から掘り込まれたものである。よって、住居址埋上の①層は貼床土と考えられる。

炉①は住居址の中央部からやや西側に位置する。改築前に使用された炉で、平面形態は不整楕円形

を呈するものとみられ、規模は径50× 70cm、 深さ26cmである。埋土は暗褐色土単層であるが、埋土中

には、炭化物と焼土が少量が混入する。

炉②は住居址のほぼ中央に位置する。改築後に使用された炉で、平面形態は不整楕円形を呈するも

のとみられ、規模は径50× 70cm、 深さ34cmを 測る。埋土は、黒褐色土に炭化物と焼上が混入している。

炉内からの遺物の出土はない。

住居址内からは、①層中より弥生土器片が数点出土した。住居址改築後の床面に、炭と焼上が散在

して検出されたことから、焼失家屋の可能性がある。住居址床面にて大小10基のピットを検出したが、

住居に伴うものかは判断しえない。住居址北側では周壁溝を検出した。規模は幅14～ 24cm、 深さ6 cm

を測る。また、住居址の南東側では径 8～ 12cm、 深さ3～ 5 cmの小ピット9基が壁体に沿って点在し

ている。周壁溝とピットの埋土は暗褐色土単層である。

出土遺物 (第282図 )

Ⅵ428～ 431・ 434は 甕形土器である。Ⅵ428～ 430は 口縁部片である。Ⅵ428,429は 口縁部が「く」

の字状、Ⅵ430は逆「 L」 字状を呈する。Ⅵ428・ 429は口縁端部が面をなす。Ⅵ430は口縁部を上方に

つまみ上げて、口縁端面はナデにより凹む。弥生後期前半。Ⅵ431は胴部片で、沈線文と竹管文が組

み合う。弥生前期末。Ⅵ432・ 433は鉢形土器である。Ⅵ432は沈線文 2条を施す。Ⅵ433は クシ描き沈

線文と波状文を施す。弥生前期末。Ⅵ434は底部で、上げ底となる。外面にミガキ調整を施す。Ⅵ435

はミニチュア土器の底部で、上げ底となる。Ⅵ436は高郭形土器である。脚部中位にヘラ描き沈線文

3条、その上下に矢羽根透かし (未完通)を施す。Ⅵ437は用途不明の上製品である。

時期 :出上した甕形土器は、弥生時代後期前半の特徴を示している。よって、本住居址の廃棄、埋

没時期も弥生時代後期前半とする。
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第282図  S BⅥ 101出土遺物実測図

S BⅥ 102(第283図、図版68)

第 1地区の南西壁付近、F3・ 4区 に位置し、一部 S DⅥ 105を 切る。遺構の西側は調査区外に続

く。平面形態は円形もしくは方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長1.12m、 南北長4.95m、

深さ18cmを 測る。埋土は第V層の黒褐色土になる。床面から径30cm、 深さ16cmの小ピット2基 (SP

① o②)を検出した。両者共に、埋土は粘性の強い黒色土である。SP① ,②は本住居址に伴うもの

かは不明である。遺物は埋土中から、弥生土器片が数点出上した。

出土遺物

Ⅵ438,439は 甕形土器である。折り曲げにより口縁部を成形する。Ⅵ438は 口縁端面に凹線文 1条を

施す。弥生中期後半。Ⅵ4391ま胴部に沈線文 6条以上を施す。弥生前期末。Ⅵ440・ 441は壺形土器で

ある。Ⅵ440は 口縁端面に刻目を施す。Ⅵ441は 口縁端部をわずかに上方につまみ上げる。弥生中期中

葉。Ⅵ442は鉢形土器である。断面三角形状の凸帯を貼 り付けることにより、口縁部を成形する。弥

生前期か。

時期 :出土した遺物は多少の時期幅が認められるが、第V層で埋没することと、Ⅵ438の甕形土器

の特徴から、 S B Ⅵ1021ま 弥生時代中期後半の住居址としておく。

S BⅥ 103(第 284図、図版69。 70)

第 1地区の中央部、D4～ E5区に位置する。S DⅥ 105と S KⅥ 122(土坑A)を切る。平面形態

は長方形を呈し、規模は長さ3.90m、 幅2.85m、 壁高38cmを 測る。 S B Ⅵ103は 断面観察の結果、改築

(貼床)が施された住居址である。住居址埋土は黒褐色上である。ここでは、改築前と改築後とに分

けて住居址構造と出土遺物の説明を行う。

1)改築前

S B Ⅵ103は 改築前、つまり構築当初は住居址のほぼ中央部に炉①を付設する。炉①は、平面形態

は不整の楕円形を呈し、規模は長径1.00m、 短径0.60m、 深さ30～ 40cmを測る。埋土は灰茶褐色上で、

炭化物が少量混入する。住居址西壁中央部と南西部では径30cm前後、深さ5 cmの ピット2基 (SP
① ,②)を検出した。ピット埋土は両者共に黒色上である。住居址中央部では径10cm、 深さ5 cmの ピ

ット (SP③)を検出した。ピット埋土は黒褐色土である。検出状況からは、SP①～③は改築後の
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弥生時代中期～後期の遺構と遺物

Ⅵ442

o                     10                     20cm

(S=1:4)

① 黒褐色土
② 黒色土

(S=1:50)

第283図  S B Ⅵ102測量図・出土遺物実測図

住居址に伴う可能性をもつ。住居址南西隅の壁体沿いには溝 SD①があり、規模は幅15～ 20cm、 深さ

3～ 5 cmで ある。埋土は黒褐色上で、黄色上が班点状に混入するものである。

主柱穴は特定できなかった。住居址北東コーナー付近の壁体に沿って径 4～ 8 cm、 深さ3 cmの小ピ

ットを検出した。おそらく住居址の周壁杭の痕跡と考えられる。

2)改築後

S B Ⅵ103改築後、つまり⑥層を貼床として使用し、床面を構築したものである。改築前と同様、

主柱穴となりうる柱穴は未検出である。炉は住居址ほぼ中央部に付設されている (炉②)。 平面形態

は不整の楕円形を呈し、規模は長径90cm、 短径50cm、 深さ20cmを測る。炉①に比べるとやや小型化し

ている。埋土は、暗褐色土と茶褐色土とが互層堆積をなし、炉上面には炭化物や焼土が広がっている。

炉の東側には径40× 80cmの範囲で、炭化物が検出されている。
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区Ⅵ

床面では土坑を3基検出した。住居址床面北西部にて土坑SK①、東壁中央部にて土坑SK②、西

壁中央部にて土坑 SK③をそれぞれ検出した。SK①は楕円形を呈し、規模は長径80cm、 短径70cm、

深さ8 cmを 測る。埋土は茶褐色土単層である。SK②は不整の円形を呈し、断面形態は舟底状を呈す

る。規模は径70～ 75cm、 深さ30cmを 測る。埋土はSK②と同様の茶褐色上の単層である。

SK③は不整の長方形を呈し、東西長60cm、 南北検出長90cm、 深さ10cmを 測る。埋土は粘性の強い

黒色上である。いずれの上坑内からも遺物は出上していない。

このほか、住居址北壁中央付近には径20cm大のピット (SP④)を検出している。SP④埋土は粘

性の強い黒褐色上である。住居址北壁及び南東壁コーナー沿いに径 3～ 5 cm、 深さ3 cm程度の小ピッ

トが列をなして点在している。周壁抗の痕跡と考えられる。

遺物は⑥層である貼床土内と⑤層中からの出上であり、弥生土器片、石器、鉄器が出上した。

出土遺物 (第285図 )

Ⅵ445は⑥層貼床土内、その他は⑤層出土品である。Ⅵ443。 444は甕形土器である。Ⅵ443は頸部に

刺突列点文を施す。Ⅵ444は 口縁部をわずかに下方に肥厚し、日縁端面に凹線文 2条 を施す。Ⅵ445は

鉢形土器である。口縁端部は「コ」字状を呈する。Ⅵ446は 高杯形土器で、柱部が三角錐状を呈し、

裾部は内面に稜をもって折り曲げられる。Ⅵ4471ま器台形土器で、柱部に径1.6cmの 孔を穿つ。Ⅵ448

は鉢形土器、Ⅵ449は壼形土器の底部である。Ⅵ450。 451は石庖丁で、Ⅵ450は刃部の鏑が明確である。

使用後、何回も研磨されたため、刃部がやや内湾している。穿孔は金属による。緑色片岩製。Ⅵ451

は平面形態が長方形を呈し、刃部の鏑は明確である。穿子しは敲打後、両面から子とを穿つ。Ⅵ452は ス

クレイパーである。ほぼ完形品で、刃部に自然面が残る。サヌカイト製。Ⅵ453は手持ちの砥石であ

る。変成岩製。Ⅵ454は 鏑の身の破片で、現存長4.Ocm、 幅1.1～ 1.2cmで ある。先端部に向けて厚さが

薄くなり、先端部の断面形態がレンズ状を呈することから、鈍の切先に近い部分とみられる。器表

面には石をとりこんだ錆が薄く付着する。

時期 :出土した遺物には、多少の時期幅が認められる。Ⅵ447の器台形土器の特徴より、S B Ⅵ103

は弥生時代後期後半までに埋没したものとする。

(2)溝
Ⅵ区第 1地区にて溝 3条を検出した。遺構検出面は第Ⅵ層上面である。

S DⅥ 101(第 195図 )

第 1地区の中央部、E3区で検出した。北東から南方向の溝である。溝の東端はS DⅥ 102と 重複

する。規模は検出長4,00m、 幅60cm、 深さ10cmを 測る。溝基底面は南から北東に緩傾斜する (比高差

2 cm)。 断面形態は皿状を呈する。埋土は第V層 と同様の黒褐色上の単層である。遺物は、埋土中か

ら弥生土器片が数点出土した。

出土遺物 (第286図 ―Ⅵ455,456)

Ⅵ455は鉢形土器の口縁部片。直口口縁を呈し、内外面共に細かなハケメ調整を施す。Ⅵ456は高杯

形土器。杯部と脚部の接合は組み合わせ式である。

時期 :第 V層で埋没することと、出土遺物の特徴から、S DⅥ 101は弥生時代後期前半の溝として

おく。
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区

Ⅵ455

Ⅵ456

Ⅵ457

Ⅵ459                             Ⅵ461                        
Ⅵ464

0                     1o                    20cm

(S=1:4)

第286図 S DⅥ 101・ 102出土遺物実測図

Ⅵ

ヽ
，

／

SOⅥ 101:Ⅵ 455。 456

SDⅥ 102:Ⅵ 457～ 464

S DⅥ 102(第 195図 )

第 1地区の中央部、E3～ D4で検出した東西方向の溝である。規模は検出長6.30m、 幅1.80m、

深さ29cmを測る。溝基底面は東から西に傾斜する (比高差20cm)。 断面形態は皿状を呈する。埋土は

第V層 と同様の黒褐色上である。遺物は、埋土中から弥生土器片が数点出土した。

出土遺物 (第286図 一Ⅵ457～464)

Ⅵ457・ 458は甕形土器である。日縁端部を上下方に肥厚 し、口縁端面に凹線文を施す。Ⅵ459～462

は壼形土器である。Ⅵ459,460は広口壼で、Ⅵ459は 口縁端部を下方にやや肥厚 し、凹線文 3条 を施

す。Ⅵ460は 口縁端面に円形浮文を施す。Ⅵ461は複合口縁壷で、口縁拡張部にヘラ描 き波状文を施す。

Ⅵ462は胴底部片で、胴部中位に張 りをもち、底部は平底 となる。Ⅵ463・ 464は 高杯形土器である。

Ⅵ463は柱部と裾部に山形文を施す。Ⅵ4641ま低脚になる。

時期 :出上 した遺物には、多少の時期幅が認められる。Ⅵ461の壼形土器の特徴から、 S D Ⅵ1021ま

弥生時代後期中葉までに埋没 した溝 としておく。

S DⅥ 103(第287図、図版7o)

第 1地区の北部、D～ F8区で検出した東西方向の溝である。 S DⅥ 104上面での検出であり、第

M462

Ⅵ459

-400-



弥生時代中期～後期の遺構 と遺物

V層が覆う。規模は検出長8.20m、 幅1.20m、 深さ24cmを測る。溝基底面は東から西に傾斜する (比

高差 7 cm)。 断面形態はレンズ状を呈する。埋土は上下2層 (① o②層)に分層され、①層は灰色砂

礫、②層は灰色粗砂である。遺物は① o②層中からそれぞれ出土した。

出土遺物 (第288,289図 )

Ⅵ465。 473は①層、その他は②層出土品。Ⅵ465～ 471。 481は奏形土器で、Ⅵ465～468は折り曲げ、

Ⅵ469～471は粘土紐を貼り付けることにより口縁部を成形する。Ⅵ470は 口縁端部から下がった位置

に断面三角形状の凸帯を貼り付ける。胴部文様は、沈線文を施すもの (Ⅵ 471)、 沈線文と刺突文が組

み合うもの (Ⅵ 466,469)、 無文のもの (Ⅵ 467・ 468)、 断面三角形状の凸帯を貼り付けるもの (Ⅵ

465)がある。

① 灰色砂礫
② 灰色粗砂 (3～5cm大のレキを少量含む)

● 土器

▲ 石器

第287図  S D Ⅵ103測量図

H.37.300m
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区

口縁端面には刻 目を施すもの (Ⅵ 465。 466・ 469。 470)と 、刻 目を施さないもの (Ⅵ 467。 468)と

がある。Ⅵ472～478は壺形土器である。Ⅵ472～476は広口壷で、Ⅵ472は 口縁端面に斜格子 目文、Ⅵ

473・ 475,476は 口縁端面に刻 目を施す。Ⅵ474は 口縁端部はナデによりわずかに凹む。Ⅵ476は 口縁

内面に凸帯を貼 り付け、凸帯上に押圧を施す。日縁端部は上下方に肥厚 し、日縁端面に沈線文 3条 を

施す。Ⅵ477は無頸壼である。断面三角形状の凸帯を貼 り付け、波状文と竹管文を施す。Ⅵ478は沈線

文 4条を施す。

Ⅵ

『
Ⅵ469

Ⅵ470

Ⅵ474
辞
Ｈ
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Ｈ
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Ｈ
日
ヽ
・
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囲
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Ⅵ (｀ヽ

藻
―                                     Ⅵ476

75

o                     10                     20cm

(S=1:4)

S D Ⅵ103出土遺物実測図(1)
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弥生時代中期～後期の遺構 と遺物

(::::::)    M484

Ⅵ485

0       5      10cm

(S=1:3)

第239図  S D Ⅵ103出土遺物実測図(2)

Ⅵ479。 480は鉢形土器である。Ⅵ479は折 り曲げ口縁で、Ⅵ480は 口縁内面に断面三角形状の凸帯を

貼 り付ける。Ⅵ481は奏形土器、Ⅵ482は壺形土器の底部片。Ⅵ481は上げ底、Ⅵ4821よ平底 となる。Ⅵ

483は扁平片刃石斧で、基部は欠損する。刃部の鏑は明確である。緑色片岩製。Ⅵ484・ 485は柱状片

刃石斧で、Ⅵ484は断面形態が方形状を呈する。変成岩製。

時期 :出土 した遺物には時期幅が認められる。 S DⅥ 104上面での検出であり、本来は S D Ⅵ104に

伴う遺物も多数ある。①層出土の甕形土器 (Ⅵ 465)と 壼形土器 (Ⅵ473)が弥生時代中期中葉の特徴

を示すことから、 S D Ⅵ1031ま 弥生時代中期中葉の溝 とする。

(3)土  坑

Ⅵ区の調査では、第 1地区にて土坑 3基、第 2地区にて土坑 1基を検出した。

SKⅥ■5(第290図 )

第 1地区の南部、E3区に位置し、 S KⅥ l16(土坑 C)を切 り、 S B Ⅵ1011こ切 られる。遺構中央

部は S P Ⅵ103、 南側は トレンチに切られる。平面形態は楕円形を呈するものとみられ、規模は東西

長1.80m、 南北検出長1.10m、 深さ50cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈するが、西壁のみ一部袋状

となる。掘り方最終面は第Ⅶ②層になる。埋土は黒褐色土の単層である。基底面は中央部に向かい傾

斜する (比高差10～ 16cm)。 遺物は埋土中にて弥生土器片が数点出上した。図化しうるものを 1点掲

載した。

７

噂

Ⅵ ４

Ⅵ478

Ⅵ481                     Ⅵ41

0                   10                   20cm

(S=1:4)

Ⅵ482
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区Ⅵ

① 黒褐色土

0              1m

(s=1:30)

(S=1:4)

第290図  S KⅥ l15測量図・出土遺物実測図

出土遺物

Ⅵ486は壷形土器。口縁部は上下方に拡張 し、口縁端面に凹線文 3条 を施す。

時期 :出土 した遺物の特徴から、 SKⅥ ■5は 弥生時代中期後半の遺構 とする。

S KⅥ 159(第291図 )

第 1地区の南部、D2区に位置する。遺構の東側は調査区外に続 く。平面形態は不整の円形を呈す

るものと考えられ、規模は東西検出長30cm、 南北長90cm、 深さ35cmを測る。断面形態は逆台形状を呈

する。掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。埋土は黒褐色土単層で、戊化物が少量混入する。基底面からは

径16cm、 深さ 5 cmの小ピット1基 (SP①)を検出したが、本土坑に伴うものかは不明である。遺物

は埋土中から、弥生土器片が少量出土 した。

出土遺物

Ⅵ487は 壺形土器。口縁部は短 く外反 し、口縁端面にはヘラ描 き沈線文を施 した後、刻 目を施す。

胴部上位に沈線文 4条、下位に沈線文 l条 を施す。

時期 :遺物が僅少で、明確な時期判断はしかねる。埋土と出上 した遺物の特徴から、 S KⅥ 159は

弥生時代後期の遺構 とする。

-404-



弥生時代中期～後期の遺構と遺物

S K Ⅵ207(第 291図 )

第 2地区の北部、 E・ F■区に位置する。遺構の南側は S P Ⅵ066。 Ⅵ092(褐色土)に切 られる。

平面形態は楕円形を呈するものとみられ、規模は東西検出長0.90m、 南北長130m、 深さ40cmを 測る。

断面形態は逆台形状を呈する。埋土は黒褐色上の単層である。掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。基底面

は中央部に向かって傾斜する (比高差10cm)。 遺物は埋土中にて、弥生土器片が少量出上 したが、図

イとしうるものはない。

時期 :出土した遺物が僅少で、明確な時期判断はしかねる。S KⅥ 207埋上がS KⅥ l15と 酷似する

ことから、 S K Ⅵ207は弥生時代中期後半の遺構とする。

S KⅥ 168(第292図 )

第 1地 区の中央部、F4・ 5区に位置する。遺構北壁はS K Ⅵ166(土坑 C)、 遺構南壁はSKⅥ

148(土坑D)を切っている。遺構の南東部はS P Ⅵ158(褐色土)に切られている。平面形態は長楕

円形を呈し、規模は長径3.90m、 短径2.20m、 深さ26cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。掘り

方最終面は第Ⅶ層になる。埋土は黒褐色上の単層である。基底面の南東部では、土坑 SK①を検出し

た。SK①は不整の楕円形を呈し、規模は東西長0.96m、 南北長1.40m、 深さ14cmを測る。埋土は、

黒褐色土に責色上がブロック状に混入するものである。SK①は、本土坑に伴うものかは不明である。

基底面からは径10cm、 深さ6 cmの 小ピットを多数検出した。ピット埋土は、土坑埋土と同様である。

遺物は埋土中にて、弥生土器片が少量出上したが、図化しうるものはない。

時期 :出土した遺物が僅少で、明確な時期判断はしかねる。第V層 と同様の埋土で埋没することか

ら、S KⅥ 168は弥生時代中～後期の遺構としておく。
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ｏ
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H.36700m

① 黒掲色土 (炭化物混入)

0              1m

(S=1:30)
SKM159

① 黒褐色土
② 褐色土 〔SPⅥ 092〕

SKM207

Ⅵ487

10

(S=1:4)

第291図  S K Ⅵ159・ 207測量図及び出土遺物実測図
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第292図  S K Ⅵ168測量図
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(4)第 V層出土遺物 (第293～ 298図 )

Ⅵ区では、第V層中より主に弥生時代中期中葉から後期の遺物が出土 した。このうち、搬入品 (讃

岐地方)や外来系土器 (吉備地方・山陰地方)の出土がある。また、分銅形土製品と紡錘車が 1点ず

つ出土 している。このほか、猪の歯が出土している。

Ⅵ488～ 513は 弥生時代中期中葉、Ⅵ514～ 528は 弥生時代中期後半、Ⅵ529～ 538は 弥生時代後期前半、

Ⅵ539～ 570は 弥生時代後期後半に時期比定される土製品である。Ⅵ571～ 5731よ 時期の特定 しえない土

製品である。

1)弥生時代中期中葉 (第293・ 294図 )

Ⅵ488～491は甕形土器である。Ⅵ488・ 489は粘土紐を貼 り付け、Ⅵ490・ 491は折 り曲げることによ

り口縁部を成形する。Ⅵ488～ 490は頚部に断面三角形状の凸帯を貼 り付け、凸帯上に指頭押圧を施す。

Ⅵ491は内外面共にミガキ調整を施す。Ⅵ492～ 504は 壺形土器である。Ⅵ492は頸部に断面三角形状の

凸帯を貼 り付け、凸帯上に刻 目を施す。Ⅵ493は 筒状の頸部から大 きく外反する口縁部をもつ。頸部

には凸帯を貼 り付け、凸帯上には押圧を加える。Ⅵ494～ 5001ま 口縁部片である。いずれも口縁部は上

下方、又は下方に肥厚 し、口縁端面には文様を施す。Ⅵ495。 497・ 499・ 500は斜格子目文、Ⅵ496・

498は 山形文、Ⅵ494は刻 目を施す。Ⅵ501は頸部に断面三角形状の凸帯を貼 り付け、凸帯上に指頭押

圧を加える。Ⅵ502～ 504は 胴部片である。Ⅵ502は クシ描き沈線文と斜格子目文、Ⅵ503は 沈線文、Ⅵ

504は クシ描 き沈線文と波状文を施す。Ⅵ505・ 506は 鉢形土器で、直口口縁を呈する。Ⅵ505は 回縁上

端面に円形浮文を貼 り付ける。Ⅵ5061よ 口縁内端部に、断面三角形状の凸帯を貼 り付ける。外面には

ミガキ調整を施す。Ⅵ507～ 5111よ 高郭形土器である。Ⅵ507～510は郭部片で、Ⅵ507・ 509・ 510は 口

縁タト面に刻 目を施す。Ⅵ511は 脚部片である。長方形状の透かしをもつ。脚端部に沈線文 2条を施す。

Ⅵ512・ 513は 台形状土製品の底部である。厚みのある平底 となる。

2)弥生時代中期後半 (第295図 )

Ⅵ514～ 516・ 527・ 528は 甕形土器である。Ⅵ514～ 516は 口縁部片で、Ⅵ514・ 515は 口縁端部をわず

かに拡張 し、Ⅵ5161よ 上方につまみ上げ、口縁端面には凹線文を施す。Ⅵ527・ 528は底部である。 く

びれの上げ底を呈 し、外面にミガキ調整を施す。Ⅵ517～ 520は 壺形土器で、いずれも口縁部を上下方

に拡張 し、口縁端面には 2～ 3条の凹線文を施す。Ⅵ521～ 5261よ 高杯形土器である。Ⅵ521～ 523は 杯

部片で、Ⅵ521・ 523は 回縁部が内傾 し、Ⅵ5221よ 直立気味に立ち上がる。口縁部には凹線文を3～ 7

条施す。Ⅵ524～ 526は 脚部片である。Ⅵ524・ 525は柱部で、Ⅵ524は 凹線文 7条、Ⅵ525は ヘラ描 き沈

線文と矢羽根透かし (未完通)を 施す。Ⅵ526は 脚端部に凹線文 1条 と柱部に矢羽根透かし (未完通)

を施す。形態は吉備地方のものに類似する (外来系 )。

3)弥生時代後期前半 (第296図、図版79)

Ⅵ529～531は奏形土器で、口縁部は緩やかに外反する。Ⅵ529は 回縁端部を上下方に拡張 し、口縁

端面には凹線文を2条施す。Ⅵ530は 強いヨコナデにより口縁端部はやや凹み、Ⅵ5311ま 「コ」字状を

なす。Ⅵ532～ 536は 壼形土器である。Ⅵ532～ 535は 回縁部片で、Ⅵ532・ 534は 口縁部を上下方に拡張

し、日縁端面に凹線文を施す。Ⅵ5331ま 口縁部が大 きく外反 し、日縁端部は強いヨコナデによりわず

かに凹む。Ⅵ535は 口縁部が直立気味に立ち上が り、ヘラ描きによる山形文を施す。Ⅵ536は胴部片で、

沈線文と刺突文を施す。Ⅵ537・ 538は 高郭形土器で、Ⅵ537は 口縁端部は外方に肥厚する。Ⅵ538は 回

縁部は内湾気味に立ち上がり、口縁端部は内側に肥厚する。
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第294図 第V層出土遺物実測図(2)

4)弥生時代後期後半 (第297・ 298図、図版79)

Ⅵ539～ 542は甕形土器である。Ⅵ539～ 541は 口縁部が「 く」の字状を呈 し、Ⅵ539・ 540は 口縁部内

面に明瞭な稜をもつ。Ⅵ542は 口縁部が上外方に直線的に延びる。口縁端部は上方につまみ上げる。

Ⅵ543～555は壷形土器である。Ⅵ5431ま 細長顎壷の肩部片で、外面に沈線文を施す。胎土や形状より

讃岐地方からの搬入品とみられる。Ⅵ544～553は複合口縁壷で、Ⅵ544・ 545は 口縁拡張部が内傾 し、

無文である。Ⅵ546～548は 口縁接合部が曖味な面となる。Ⅵ546は 口縁拡張部と顎部とにヘラ描き沈

線文を施す。Ⅵ5471よ クシ描 き波状文を施す。Ⅵ548は形態の特徴 より、山陰地方のものに類似する。

Ⅵ551・ 553は 口縁接合部がタガ状をなす。Ⅵ552は 日縁部外面に沈線文、波状文と半裁竹管文を施す。

Ⅵ553は沈線文と山形文を施す。Ⅵ5541ま長顎壺で、鋸歯文と細沈線文とが組み合う。Ⅵ555は渦巻き

状の浮文に半裁竹管文を施す。

Ⅵ556は鉢形土器である。直口口縁を呈 し、口縁端部は尖る。Ⅵ557～559は高不形土器である。Ⅵ

557は大 きく外反する口縁部で、郭部と口縁部の境界に稜をもつ。口縁端部は丸い。Ⅵ558。 559は脚

部片である。Ⅵ5581ま 裾端部に半裁竹管文 (S字状)を施す。Ⅵ559は柱部に径0,8cm大の円孔を穿つ。

Ⅵ560～ 565は 器台形土器である。Ⅵ560。 561は 口縁部片で、Ⅵ5601ま 口縁端面に沈線文 3条、Ⅵ561は

波状文を施す。Ⅵ562は顕部片で、沈線文を施す。Ⅵ563・ 564は柱部である。Ⅵ563は径 1,7cm、 Ⅵ564

は径1.3cmの 円孔が 2段穿たれる。Ⅵ565は脚部片である。脚端面はヨコナデによりわずかに凹む。Ⅵ

566・ 567は 支脚形土器である。中空で、内外面共に指頭痕が残る。Ⅵ568・ 5691ま 甕形土器の底部であ

る。Ⅵ568は 平底を呈 し、外面にタタキ痕がみられる。Ⅵ5691ま 平底を呈 し、外面にミガキ調整を施す。

M507

Ⅵ509

M508
Ⅵ510
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第295図 第V層出土遺物実測図(3)

Ⅵ570は 壷形土器の底部で、平底となる。底面に「×」印の記号あり。

5)時期不明 (第298図、図版79)

Ⅵ571は ミニチュア土器で、鉢形土器の形態をもつ。Ⅵ572は紡錘車である。径0.6cmの 円孔を焼成

前に穿つ。Ⅵ573は分銅形土製品である。裏面に刺突文3ケ 、頭頂部に2ヶ を施し、表面に細沈線文を

施す。

(5)第 V・ Ⅵ層出土遺物 (第299・ 300図、図版79)

このほか、発掘調査時に第V層 もしくは第Ⅵ層で遺物を取り上げたが、明確な時期判断をしかねる

石製品や鉄製品があり、ここでは第V・ Ⅵ層出土遺物としてこれらの遺物を掲載している。

Ⅵ574～ 581は石鏃である。Ⅵ574は平基無茎石鏃で、平面形は二等辺三角形を呈する。赤色チャー

ト製。Ⅵ575～ 581は 凹基無茎石鏃である。Ⅵ575・ 578は 平面形が三角形、Ⅵ576・ 577・ 579・ 580は 二

等辺三角形を呈する。サヌカイト製。Ⅵ581は九味のある二等辺三角形状となる。赤色チャート製。

Ⅵ582・ 583は 石庖丁で、Ⅵ582は 両面を丁寧に研磨する。刃部の鏑は明確である。Ⅵ583は 刃部の鏑は

甘い。緑色片岩製。
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Ⅵ520

M522

l1526

M523
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第296図 第V層出土遺物実測図(4)

Ⅵ584は扁平片刃石斧である。平面形態は、基部から刃部にかけてやや幅が広 くなる。両面は研磨

され、刃部は明確である。Ⅵ585は伐採斧である。基部は欠損する。断面形態は楕円形を呈する。緑

色片岩製。Ⅵ586・ 587は砥石である。Ⅵ588。 589は鉄器である。Ⅵ588は器種不明品で、鋳造品の破

損品の可能性が高い。X線写真では、上辺部以外は破損 している。器表面には、石を取 り組んだ錆が

厚 く付着する。Ⅵ5891ま板状鉄器とみられるもので、現存長7.3～ 7.4cm、 刃部幅2.Ocmで ある。周辺部

にはコブ状の錆が厚 く付着する。中央部付近は錆が薄 く、厚さ2.0～ 2.3cmを 測る。

M532

M535

M537
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古墳時代～古代の遺構 と遺物

ー

(S=2:3)

第300図 第V・ Ⅵ層出土遺物実測図(2)

5.古墳時代～古代の遺構と遺物

Ⅵ区で検出した古墳時代の遺構には溝 1条 と土坑 3基、古代の遺構には溝 l条 と土坑 7基がある。

内訳は第 1地区から土坑 9基、第 2地区から溝 1条、第 3地区からは溝 1条 と土坑 1基である。

(1)溝
Ⅵ区では、第 2地区と第 3地区からそれぞれ溝 1条を検出した。

S D Ⅵ202(第 195図 )

第 2地区の南部、DoE9区 で検出した東西方向に延びる溝である。溝の上面は第Ⅳ層が覆う。溝

の西側は近現代坑に切られる。規模は検出長3.30m、 幅1.10m、 深さ 4 cmを 測る。溝基底面は西から

東に緩傾斜する (比高差 6 cm)。 断面形態は皿状を呈 し、埋土は灰色の砂礫である。溝内からの遺物

の出土はない。

時期 :溝内からの遺物の出土はなく、明確な時期判断はしかねるが、第Ⅳ層が覆うことから、SD

Ⅵ202は 古墳時代の遺構 とする。

S D Ⅵ303(第 196図 )

第 3地区の南部、D13～ E14で検出した東西方向に廷びる溝である。溝の南側はS D Ⅵ302(中世 )、

西側は近現代坑にそれぞれ切られる。規模は検出長560m、 検出幅2.50m、 深さ36cmを測る。溝基底

面は東から西に傾斜する (比高差23cm)。 断面形態はレンズ状を呈する。埋土は黄褐色上の単層であ

る。

遺物は埋土中から土師器片と須恵器片、瓦片 2点が出土 した。

出土遺物 (第301図、図版80)

Ⅵ590～593は須恵器である。Ⅵ590は杯蓋で、天丼部と口縁部とを分ける稜は凹線による。口縁端

部は内傾する面をなす。口唇部外面に刻 目を施す。Ⅵ591は杯身で、たちあが りは内傾する。受部は

短 く上外方に廷びる。Ⅵ592は皿である。日縁部はやや内湾 し、日縁端部は九い。Ⅵ593は有台杯であ

る。
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古墳時代～古代の遺構と遺物

高台は体底部境 よりやや内側 に付 く。Ⅵ594・ 595は土師器の杯である。Ⅵ594は底部切 り離 しが回

転ヘラ切 りである。Ⅵ595は高台付の邦である。高台は「ハ」字状 に開 き、端部は九い。Ⅵ596・ 597

は瓦である。いずれ も平瓦で、凸面に格子 目叩 き、凹面はⅥ596に布 目痕が残る。

時期 :出上 した遺物の特徴から、 S D Ⅵ303は8世紀代の溝 とする。

(2)土  坑

S KⅥ l12(第302図 )

第 1地区の中央部、E5区に位置する。遺構上面は第Ⅳ層が覆う。平面形態は不整の長方形を呈し、

規模は東西長0.59m、 南北長0.93m、 深さ12cmを 測る。断面形態は皿状を呈する。埋土は灰責褐色土

の単層である。掘 り方最終面は第Ⅶ層である。基底面はほぼ平坦である。遺物は埋土中から、須恵器

片と径 8 cmの 河原石が 1点出土 したが、図化 しうるものはない。

時期 :出上 した遺物が僅少で、時期特定はしかねる。第Ⅳ層が覆うことから、 SKⅥ■2は古墳時

代の遺構 としてお く。

S KⅥ 16](第302図 )

第 1地区の中央部、D5。 6区に位置する。平面形態は長方形を呈 し、規模は長さ1.50m、 幅1.00

m、 深さ15cmを 測る。断面形態は皿状を呈する。掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。埋土は灰黄褐色土の

単層である。基底面からは径14cm、 深さ5 cmの小ピット2基 (SP① o②)を検出した。ピット埋土

は土坑埋土と類似する。土坑内からの遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく、明確な時期判断はしかねる。第Ⅳ層が覆うことから、 S KⅥ 161は 古墳時

代の遺構としておく。

咸

仁

略
H.37.200m

葡

性

阿

――

‐――

―Ｉ

Ⅳ

昨

工
・
ω
却
�
ｏ
ｏ
ヨ

却
H.37.100m

① 灰責褐色土 SKV1112

① 灰黄掲色土

SKM161

第302図  S KⅥ l12・ 161測量図

0              1m

(S=1:30)

-417-



Ⅵ

S K Ⅵ307(第 303図 )

第 3地区の北部、E15区 に位置する。遺構

上面 は第Ⅳ層が覆い、北東部は S P Ⅵ004

(中世)に切 られる。平面形態は楕円形を呈

し、規模は長径88cm、 短径66cm、 深さ41cmを

測る。断面形態は逆台形状を呈する。掘 り方

最終面は第Ⅶ層になる。埋土は灰黄褐色上の

単層である。基底面はほぼ平坦であるが、北

側に幅30cmの 平坦面をもつ (比高差 10cm)。

遺物は埋土中から、土師器片と須恵器片が数

点出土 した。

出土遺物

Ⅵ598は 須恵器杯身である。たちあが りは

欠損する。受部は短 く上外方にのびる。Ⅵ

599は 壺の口縁部。口縁端部は「コ」字状と

なる。

時期 :出土した遺物の特徴と第Ⅳ層が覆う

ことから、 S K Ⅵ307は 古墳時代後期の遺構

とする。

H.37.200m

0             1m

(S=1:30)

区

① 灰黄褐色土

汐
M598

Ⅵ599

0             5            1 0Cm

(S=1:3)

第303図  S K Ⅵ307測量図・出土遺物実測図

S KⅥ 107(第304図 )

第 1地区の中央部、D6区 に位置する。平面形態は不整の楕円形を呈 し、規模は長径2.18m、 短径

151m、 深さ41cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。埋土は褐色

土の単層である。基底面はほぼ平坦で、南西部には、幅18cm、 高さ12cmのテラス状の平坦面をもつ。

遺物は埋土中から、須恵器の小片と径10cmの 河原石 1点が出土 したが、図化 しうるものはない。

時期 :出上 した遺物が僅少で、明確な時期判断はしかねる。出土遺物の特徴 と、土坑埋上が第Ⅲ層

と類似することなどから、 S KⅥ 107は古代の遺構 としておく。

S KⅥ l10(第304図 )

第 1地区の北部、D8区に位置し、 S DⅥ 104を 切る。遺構の上面は第Ⅲ層が覆う。平面形態は方

形を呈し、規模は長さ98cm、 幅83cm、 深さ15cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈する。掘り方最終面

は第Ⅶ層になる。埋土は褐色土の単層である。基底面はほぼ平坦である。土坑内からは土師器片と、

径10cm大の石が多数出土したが、図化しうるものはない。

時期 :出土した遺物が僅少で、明確な時期判断はしかねる。第Ⅲ層が覆うことから、SKⅥ■01よ

古代の遺構としておく。
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古墳時代～古代の遺構と遺物

S KⅥ lll(第304図 )

第 1地区の中央部、D6区 に位置する。平面形態は円形 を呈 し、規模 は径62～ 67cm、 深 さ13cmを 測

る。断面形態は皿状 を呈する。掘 り方最終面は第Ⅷ層の砂礫層に達する。埋土は褐色土の単層である。

基底面からは径22cm、 深さ14cmの ピット1基 (SP①)を検出したが、本土坑に伴うものかは不明で

ある。土坑内からの遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく、明確な時期判断は困難である。埋上がS KⅥ 107や SKⅥ ■01こ 類似するこ

とから、S KⅥ lllは古代の遺構としておく。
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区

(3)第Ⅳ層出土遺物 (第305図 )

Ⅵ区の調査では第Ⅳ層中より、古墳時代に時期比定される遺物が出上 した。

Ⅵ600～609は須恵器である。Ⅵ600～ 604は杯蓋で、Ⅵ600～602は天丼部と口縁部の境に断面三角形

の稜をもつ。Ⅵ603・ 604は 凹線により表現される。Ⅵ605～609は郭身である。たちあが りは内傾 し、

端部は九い。Ⅵ609は他のものに比べ、たちあが りがやや短かく、不部が浅い。いずれも受部は上外

方に廷びる。Ⅵ610～615は土師器である。Ⅵ610・ 611は甕形土器で、Ⅵ6101ま 口縁部内面に稜をもち

外反する。Ⅵ6111ま内湾 してたちあがる口縁部をもち、口縁端部は内傾する。Ⅵ612～614は鉢形土器

である。いずれも直口口縁を呈 し、口縁端部は九い。Ⅵ6121ま 口縁部内面に沈線状の凹みが巡る。Ⅵ

615は 高郭形土器である。柱部は三角錐状を呈する。

M604Ⅵ603

Ⅵ609

M607

7                     -―′
                    (S=1:3)
M614

第305図 第Ⅳ層出土遺物実測図

Ⅵ612
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M611
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-420-



「       |

第306図

中世の遺構と遺物

|

Y-66000

E        I       D

Ⅵ区 〔第 1地区〕遺構配置図

-421-

一一―X98810

――― X9381111

―――X93790

(S==11150)

◎

肖

(第V層上面)



区

6。 中世の遺構と遺物

Ⅵ区で検出した中世の遺構は掘立柱建物址 3棟、溝 5条、土坑 8基である。内訳は第 1地区で掘立

柱建物址 3棟と土坑 3基、第 2地区で溝 3条、第 3地区で溝 2条 と土坑 5基である。いずれも第V層

上面での検出である (第306図、図版71)。

(1)掘立柱建物址

掘立Ⅵ101(第307図 )

第 1地区の中央部、DoE6区 に位置し、第ⅡB‐②層が覆う。 2間 ×2間の南北棟で、建物方位

はほぼ真北方向にとる。建物規模は桁行長3.92m、 梁行長3.04m、 柱穴間隔は桁間1.9m、 梁間1.3～

1.7mを 測る。各柱穴は円～楕円形を呈し、規模は径16～ 20cm、 深さ16～ 26cmを測る。柱穴埋土は灰

色土に黄色上が混入する。柱穴内からの遺物の出土はない。

時期 :柱穴内からの遺物の出土はなく、明確な時期判断はしかねる。第ⅡB―②層が覆うことから、

掘立Ⅵ101は 13世紀代の建物址とする。

掘立Ⅵ102(第308図 )

第 1地区の中央部、E6区 に位置し、第ⅡB―②層が覆う。 1間 ×2間の東西棟で、建物方位はほ

ぼ真北方向にとる。建物規模は桁行長3.34m、 梁行長2.01m、 柱穴間隔は桁間1.6～ 1.7mを測る。各柱

穴は円～楕円形を呈し、規模は14～ 24cm、 深さ10～28cmを 測る。柱穴埋土は灰色上の単層である。柱

穴内からの遺物の出土はない。

時期 :第 ⅡB―②層が覆うことから、掘立Ⅵ102は 13世紀代の建物址とする。

刊 時 十

―

Ⅲ
川
Ｈ
ＩＩＩ

Ｅ
ｏ
ｏ
卜
．卜
∞
．
正

―――
四
Ｍ
旧

――Ｉ
Ｎ
詔
――‐

冊
工

・
ω
却
『
ｏ
ｏ
ヨ

千

(S=1:60)

第307図 掘立Ⅵ101測量図
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柱穴内からの遺物の出土はない。

時期 :第 ⅡB‐②層が覆うことから、掘立Ⅵ103は 13世紀代の建物址とする。

tu00∠・と8・ H

SP④

H.37.700m

千 子 ギ

中世の遺構 と遺物

掘立Ⅵ103(第308図 )

第 1地区の北部、E7区に位置し、第ⅡB‐②層が覆う。

建物方位をとる。建物規模は桁行長3.47m、 梁行長2.59m、

～楕円形を呈し、規模は径16～ 24cm、 深さ12～32cmを 測る。

掘立Ⅵ103

一
峯 =峠

Ш00と
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H 37.700m

チ 華   ① 灰色土

第308図 掘立Ⅵ102・ 103測量図

l間 ×2間の東西棟で、ほぼ真北方向に

柱穴間隔は桁間1.7mを測る。各柱穴は円

柱穴埋土は灰色上に、黄色上が混入する。
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区

(2)溝
S D Ⅵ201(第308図、図版72)

第 2地区の北部、D10～ E■区で検出した東西方向の溝である。溝の西側は消失し、東側は調査区

外に続く。溝北壁と南壁は、灰黄色土を埋土にもつ 5基のピットに切られ、S KⅥ 202(土坑D)を

切る。規模は検出長5,90m、 幅3.60m、 深さ25～ 40cmを測る。断面形態はレンズ状を呈する。埋土は

上下 2層 (① o②層)に分層され、①層は灰色粘質土、②層は灰色砂と黄褐色砂との混合砂である。

遺物は埋土中から土師器片、須恵器片、鉄器、木製品が出土した。

出土遺物 (第310図、図版80)

Ⅵ616～ 620は土師器、Ⅵ621は須恵器、Ⅵ622は鉄製品である。木製品はPl地点からの出土である

が、遺存状況が非常に悪 く、実測が困難であり、写真図版のみを掲載している (図版80、 Ⅵ623)。

Ⅵ616は土釜の口縁部片である。口唇部からやや下がった位置に断面三角形状の凸帯を貼 り付ける。

Ⅵ617は脚部片である。釜底部と脚部の接合位置は底部付近になる。Ⅵ618は こね鉢である。Ⅵ619は

郭で、底部の切り離しは回転糸切りである。Ⅵ620は小皿で、底部切り離しは静止糸切りである。Ⅵ

621は須恵器こね鉢。口縁端部はわずかに上下方に肥厚し、内面には条線がわずかに残る。Ⅵ622は鉄

斧で、器表面に錆が厚く付着する。現況では器種は不明であるが、X線写真からは小型の鉄斧の可能

性をもつ。現存長5.3～ 5.4cm、 刃部幅2.5cm、 厚さ2～ 31111nを測る。Ⅵ623は木製の椀とみられるもの

H.37200m

● 土器

◆ 鉄

① 灰色粘質土
② 灰色砂と黄掲色砂の混合

第309図  S D Ⅵ201測量図

SPM072
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第310図  S D Ⅵ201出土遺物実測図

である。内外面共に漆が塗彩 (肉眼観察)さ れている。

時期 :出上 した遺物の特徴より、 S D Ⅵ201は 14世紀代の溝 とする。

S D Ⅵ301(第 196図 )

第 3地区の中央部、E14区で検出した東西方向の溝である。滞両端は消失 し、中央部は土坑 SKⅥ

305(土坑D)を切っている。規模は検出幅28cm、 検出長2.79m、 深さ■cmを測る。断面形態は浅い

レンズ状を呈す。埋土は第江B‐②層と同様の灰黄褐色上の、単層である。滞基底面は東から西へ向

けてわずかに傾斜する (比高差 3 cm)。 溝内からの遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく、明確な時期判断はしかねる。第ΠB―②層で埋没することから、 S D Ⅵ301

は13世紀代の溝とする。

S D Ⅵ302(第 196図 )

第 3地区の南側、D13～ E14区で検出した東西方向の溝であり、 S D Ⅵ302(古代)を切っている。

規模は検出長5.61m、 検出幅1.48m、 深さ21cmを測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は浅黄色土

の単層である。溝基底面は東から西へ向けて傾斜する (比高差10cm)。 溝内からは土師器片と、10～

20cm大の礫が出上した。

中世の遺構 と遺物

判
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ｏ
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Ⅵ619
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区Ⅵ

Ⅵ627
Ⅵ628

Cm

(S=1:3)

第311図  S D Ⅵ302出土遺物実測図

出土遺物 (第311図 )

Ⅵ624は 土師器の釜である。日唇部よりやや下がった位置に、断面三角形状の凸帯を貼 り付ける。

Ⅵ625は土師器鍋で、口縁部は内湾 し、口縁端部はヨコナデにより凹む。外面に煤が付着する。Ⅵ626

～628は杯である。底部の切 り離 しはⅥ626は 回転ヘラ切 り、Ⅵ627・ 6281ま 回転糸切 りである。

時期 :出土 した遺物の特徴より、 S D Ⅵ302は 14世紀代の溝とする。

(3)土  坑

S KⅥ 101(第312図 )

第 1地区の南部、E3区に位置する。平面形態は円形を呈し、規模は径68～ 78cm、 深さ5cmを 測る。

断面形態は皿状を呈する。掘り方最終面は第V層 になる。埋土は第ⅡB―②層と同様の灰褐色上の単

層である。基底面からは、炭と焼上を検出した。土坑内からの遺物の出土はない。

時期 :出土した遺物がなく、明確な時期判断はしかねる。第ⅡB―②層で埋没することから、SK
Ⅵ101は 13世紀代の遺構とする。

S KⅥ 102(第312図 )

第 1地区の南部、E4区 に位置する。平面形態は円形を呈し、規模は径0.93～ 1.00m、 深さ12cmを

測る。断面形態は皿状を呈する。掘り方最終面は第V層 になる。埋土は第ⅡB‐②層と同様の灰褐色

土の単層である。埋土中からは、炭と焼上を少量検出した。土坑内からの遺物の出土はない。

時期 :出上した遺物がなく、時期判断は困難であるが、第ⅡB‐②層で埋没することから、SKⅥ

102は 13世紀代の遺構とする。
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中世の遺構と遺物

S K Ⅵ302(第 312図 )

第 3地区の北部、 E15区に位置する。遺構の北側、西側 と東側はそれぞれ S P Ⅵ070・ S P Ⅵ071・

S P Ⅵ072(灰色土)に切 られる。平面形態は長方形 を呈 し、規模 は幅82cm、 長 さ1.30m、 深 さ15cm

を測る。断面形態は皿状を呈する。掘 り方最終面は第Ⅶ層になる。埋土は第ⅡB‐②層と同様の灰褐

色土単層である。基底面は凹凸が著しい。遺物は埋土中から、土師器皿が 1点出上した。

出土遺物 (第313図 ―Ⅵ629)

Ⅵ629は土師器皿である。底部の切り離しは磨減の為不明である。

時期 :出土した遺物が僅少で、明確な時期判断はしかねるが、第ⅡB―②層で埋没することから、

S K Ⅵ302は 13世紀代の遺構とする。
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第313図  S K Ⅵ302・ 304出土遺物実測図

S K Ⅵ304(第 312図 )

第 3地区の中央部、E15区 に位置する。遺構の北側は撹乱に切 られ、東側は S P Ⅵ031、 西側はS

P Ⅵ030を 切っている。平面形態は方形を呈するものとみられ、規模は東西長94cm、 南北検出長50cm、

深さ 7 cmを測る。断面形態は皿状を呈する。埋土は灰色土の単層である。掘 り方最終面は第Ⅶ層にな

る。基底面からは径 8～ 14cm、 深さ5 cmの小ピット3基 (SP①～③)を検出した。ピット埋土は土

坑埋上に類似する。遺物は埋土中から、土師器や備前焼の奏が出上した。

出土遺物 (第313図 一Ⅵ630・ 631)

Ⅵ630は備前焼の甕である。口縁部は外反し、口縁端部は丸い。Ⅵ631は土釜の脚部である。

時期 :出上した遺物の特徴から、 S K Ⅵ304は 15世紀代の遺構とする。

7.その他の遺構 と遺物

(1)ビ ット

Ⅵ区の調査では、ピット243基 を検出した。埋上の違いによりA・ BoC類の3種類に分類される。

A類は、黒褐色土を埋上にもつピット群で、l15基ある。Ⅵ区ほぼ全域に点在する。平面形態は円

～楕円形を呈し、規模は径50～ 80cm、 深さ10～40cmを測る。このうち4基のピット内からは、石包丁

と石斧が出土した。

B類は、主に褐色土を埋土にもつピット群で、70基ある。Ⅵ区第 1地区と第 3地区に点在する。平

面形態は円～楕円形を呈し、規模は30～ 70cm、 深さ20～ 40cmを測る。ピット内からは土師器片と須恵

器片が数点出上したが、図化しうるものはない。

C類は、主に灰～灰褐色上を埋上にもつピット群で、58基ある。Ⅵ区ほぼ全域に点在する。平面形

態は円形を呈し、径20～ 50cm、 深さ20～ 70cmを 測る。ピット内からは土師器片と須恵器片が数点出土

したが、図イとしうるものはない。

ビット出土遺物 (第314図、図版80)

Ⅵ632～ 635は 第 1地区検出のA類のピット出上の石製品である。Ⅵ632～ 634は石庖丁である。Ⅵ

632は 両面を丁寧に研磨する。刃部の飼は甘い。Ⅵ633は 再加工品である。穿孔は両面から2ヶ 所に穿

つ。Ⅵ634は 自然面が多く残っている。Ⅵ635は柱状片刃石斧である。基部は欠損する。断面形態は台

形状を呈し、刃部の鏑は明瞬である。石製品は、すべて緑色片岩製である。
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I∠垂②
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SPⅥ l13:Ⅵ 634

SPⅥ 183:Ⅵ 635

第314図  ビット出土遺物実測図

(2)地点不明出土遺物 (図版8⑪

Ⅵ区の調査では、近現代坑内より中国銭が 2点出上した。実測図は掲載せず、写真図版を掲載した

(図版80、 Ⅵ636・ 637)。 Ⅵ636。 Ⅵ637は共に北宋時代の銅銭である。X線写真よりⅥ636は「元豊通

賓」、Ⅵ637は「景祐元賓」の文字がみてとれる。実年代はⅥ636は1078年、Ⅵ637は 1034年 に相当する。

8。 小  結

Ⅵ区の調査では、縄文時代後期から中世までの遺構 と遺物を検出した。層位では第 I層から第Ⅸ層

までを検出した。

(1)層  位

Ⅵ区では、第 I層から第Ⅸ層までのすべての基本土層を確認 した。

Ⅵ区のほぼ中央部、第 1地区の北側と第 2地区では、最下部で第Ⅸ層の石手川の洪積礫層を検出し

た。第Ⅸ層上面の標高を測量すると、第 1地区で35.500m、 第 2地区で36.000m前後であり、北側に

向けてやや高 くなっている。

次に、第Ⅷ層はV区 と同様に、石手川の氾濫によって堆積 した砂礫層と考えられるものである。粗

砂や微砂、砂礫から構成される。第Ⅷ層上面は起伏に富んでお り、第 1地区北側から第 2地区の中央

部までが凹んでいる。また、第 1地区の中央部付近では礫の盛 り上がった箇所を確認 した。高まりは

幅 2m、 高さ lmにおよぶ。礫は扁平な花商岩や砂岩で、最大径が10× 20cm、 最小径が 3× 5 cmを測

り、それらが水平に並んだ状態で堆積 していた。礫 と礫 との間には粘上が覆うように侵入 していた。

この高まりは特異な堆積状況であり、自然堆積であるか否かは判断できなかった。
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第Ⅶ層の明責褐色シルトは、第Ⅷ層を覆うようにⅥ区の金域に堆積している。第Ⅶ層は前述の凹ん

だ箇所が最も厚 く、 lm程の堆積をなす。第Ⅶ層上面の標高を測量すると、Ⅵ区はV区に比べわずか

に低 くなっているが、Ⅲ・Ⅳ区に比べると約 lm高い。Ⅵ区では、V区に引き続き微高地が形成され

ているようである。

第Ⅵ層の弥生時代前期末～中期初頭の遺物包含層は部分的な堆積をなすが、弥生時代中～後期の遺

物包含層である第V層は、Ⅵ区のほぼ全域に安定して堆積している。当該期の竪穴式住居址や土坑な

どは、第V層の堆積状況に起因するように、Ⅵ区に存在しているものと考えられる。

第Ⅳ層は、第 1地区と第 3地区の第V層上面で検出した。部分的に堆積しており、層厚10～20cmで

ある。また、古代の遺物包含層である第Ⅲ層は、第 1地区ほぼ全域において検出されたが、第 2・ 3

地区では未検出であった。

V区から続くと考えられる第ⅡB―②層は、第 1地区に部分的に堆積しているが、状況から判断す

ると、近現代の造成等によりかなり削平されている可能性が高い。

(2)遺構 ・遺物

1)縄文時代

縄文時代の遺構は未検出である。ただし、遺物は弥生時代前期末～中期初頭の遺構内や第Ⅵ層中か

ら、縄文時代後～晩期の上器片が数点出上している。溝 S D Ⅵ104上層及びS KⅥ 199(土坑B)か ら

は縄文晩期の深鉢片と浅鉢片が、 S KⅥ 189(土坑B)と 第Ⅵ層中からは縄文後期の深鉢片がそれぞ

れ出土し、調査地の近隣に縄文集落が存在することを示唆している。

2)弥生時代前期末～中期初頭

弥生時代前期末～中期初頭の遺構には、溝 2条 と土坑85基がある。

溝 :溝 S D Ⅵ104と S D Ⅵ105と は特筆すべき遺構である。両者は、共に検出幅 5m前後、深さ1.2

～1.4mを 測る大型の溝で、溝内からは該期の遺物が多量に出土している。その一方で、両者には異

なる点がいくつかある。まず、平面形状が異なり、 S D Ⅵ104は南側、S DⅥ 105は北側へ向けて湾曲

している。断面形態はS D Ⅵ104が逆台形状を呈するのに対し、S DⅥ 105は緩やかな「U」 字状をな

している。埋土や堆積状況も異なり、 S D Ⅵ104は 二次的な掘削が行われており、埋土中に砂を多く

含むのに対し、 S D Ⅵ105は 二次的な掘削はなく、埋土中に砂をあまり含んでいない。S DⅥ 105は空

掘りの妹と考えられる。

ところで、両者を述べるうえで、V区で検出した溝S D V202の 存在がクローズアップされる。 S

D V202は断面観祭の結果、再掘削され、埋土中に砂を多く含む。この状況はS D Ⅵ104と 酷似してい

る。したがって、 S D Ⅵ104と ′S D V202が同一の溝であった可能性が非常に高くなる。つまり、両者

は互いに弧状に配置していることから「環壕」としての機能を持った溝と考えられるのである。そこ

で、 S D Ⅵ105と の関係が問題になってくる。出土遺物を比較すると時期差はほとんどなく、少なく

ともある時期にS D Ⅵ104と S D Ⅵ105は 併存していたことになる。そうすると、 S DⅥ 105は 、SD
Ⅵ104と S D V202で構成されている環壕に取り付 く溝とすることができる。つまり、 S D Ⅵ105は 環

塚を仕切るための溝としての機能を備えていたのではないかと考えられる。調査は狭い範囲に限られ

ていることから、推論の域は出ないが、今後の周辺の調査に期待し、課題としておく。

Ⅵ
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S D Ⅵ104と S D Ⅵ105の埋土を採取 し、分析をした結果、両溝内から珪藻が検出された。特に、真

塩性から中塩性 (海水性から汽水性)の塩分を好む珪藻が検出されている。岩崎遺跡の所在する持田

町と岩崎町は陸地にあ り、海の影響は考えがたく、興味深い分析結果である。分析結果については、

「第 9章自然科学分析」のところで詳細を紹介する。

土坑 :土坑は、埋上の違いにより5種類のもの (土坑A～ E)を検出した。これは、V区で分類 し

た土坑 とほぼ同じである。溝 と土坑 との切 り合いでは、 S DⅥ 105が土坑C,DoEを 切 り、土坑A

に S DⅥ 105が切 られている。少なくとも、 S D Ⅵ105が掘削される以前に土坑 C・ D・ Eは調査地内

に存在 してお り、 S D Ⅵ105埋没後に土坑Aが掘削されたものと判断される。

次に、各土坑の検出数 と分布状況をみる。土坑 Eは 6基検出してお り、全体の 1割 にもみたない。

分布状況では第 1地区に点在 している。土坑 Dは 17基 あり、全体の 2割程度にのぼる。第 1地区から

第 3地区にかけて広 く分布する。土坑 Cは 20基あり、ほぼ土坑 Dと 同様の分布状況をなす。土坑 Bは

24基 あり、全体の 3割程度である。とりわけ S D Ⅵ104と S DⅥ 105と に囲まれたエリアに密集する。

土坑Aは 18基 あり、第 1地区に点在する。検出数は、土坑 Eは少なく、土坑D以降に多くなり、範囲

も第 1地区に限られたものが、第 1～ 3地区の広い範囲に拡大 していった様子がうかがえる。

平面形態では、円～楕円形の土坑が54基あり、全体の 6割 を占める。次いで長方形土坑が25基、方

形土坑が 6基 となる。長方形土坑のうち、土坑 Bで は24基中10基あ り、他の埋上の土坑と比較すると

その割合が高い。これはV区で検出した土坑とも同じ状況を示 している。

土坑の規模は、円～楕円形のものは径10～ 15mが大半を占め、なかには2mを越えるものも数基

ある。長方形のものは、長さが1.8～ 20mで 、幅が lm前後のものと、長さが1.0～ 1.5mで 、幅が0.6

～0.8mの ものとに大別される。

掘 り方では、円～楕円形土坑は深 く、方～長方形の上坑は浅いものが多い。

断面形態では、逆台形状のものが全体の約 5割 を占める。つづいて、筒状や袋状、フラスコ状を呈

するものが 1割みられる。遺構の全体が袋状を呈するものはわずかに3基だけで、その他は壁体の一

部が袋】犬もしくはフラスコ状を呈するものである。

堆積状況では、単一土壌で埋没する土坑が全体の 8割を占める。深さ50cm前後の上坑が単一層で埋

没することから、自然の堆積 とは考えがたく、人為的に何度も掘 り直 しが施されたものと考えられる。

また、土坑内に炭化物や焼土が層をなして堆積 している土坑があ り、焚き火もしくは土坑基底面の再

利用が考えられた。

遺物 :出土 した遺物には、東北部九州地方や周防灘周辺からの搬入品や形状をまねた模倣土器があ

る。 S D Ⅵ105中層からは、山口県 (綾羅木郷)か らの搬入品と考えられる壺形土器 (Ⅵ 197)があり、

S DⅥ 104下 層 とS D Ⅵ105中 層からは、模倣土器 (東北部九州地方)が、それぞれ 1点ずつ (Ⅵ

016。 Ⅵ216)出土 している。これらの土器は、当時の他地域 との交流を知るうえで好資料となる。

注 目される遺物には、溝や土坑内から出土した動物骨があげられる。分析の結果、猪や鹿の歯であ

ることが判明 し、これらの遺物は当時の食生活の一端を示す資料 になる。また、 S DⅥ 105内からは

分銅形土製品が 1点出土 している。愛媛県内では道後城北地区で比較的多 く出土 しているが、大半は

中期中葉～後期に時期比定されるものであり、今回出上の分銅形土製品は出現期を考えるうえで、貴

重な資料といえる。
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3)弥生時代中期～後期

弥生時代中期～後期の遺構は、竪穴式住居址 3棟、溝 3条、土坑 4基を検出した。遺物は、第V層

中から多量に出上 している。

竪穴式住居辻 :竪穴式住居址は、平面形態で、円形 と長方形の 2種類に分けられる。 S B Ⅵ102は

遺構西半部は調査区外に続 くため、形状は定かではない。 S B Ⅵ101は径5.0～ 5.5mの 円形住居址で、

4本の主柱穴から構成される。一方、 S B Ⅵ103は 長方形住居址で、長さ3.9m、 幅2.8mを 測るが、主

柱穴は未検出である。出土 した遺物から、 S B Ⅵ101は 後期前半、 S B Ⅵ1031ま後期後半頃の住居址 と

考えられる。両者は共に改築が施された住居址であった。内部施設も同形態をなし、炉は改築前と改

築後にそれぞれ付設され、径60cm～ lmの楕円形状を呈 し、壁体に沿って径 3～ 5 cm大の小 ピット

(周壁溝)が検出された。

溝 :次に、溝は第 1地区にて 3条 を検出した。 S DⅥ 101と Ⅵ lo2の 切 り合いは不明であるが、出土

した遺物から両者共に中期後半～後期に埋没 したものである。 S D Ⅵ103は S DⅥ 101と s DⅥ 1021こ

比べ、やゃ古 く、中期中葉の溝 と考えられる。 3基の溝は、前期末～中期初頭の溝 S DⅥ 104と Ⅵ105

の上面で検出されたものである。このような状況は、久米高畑遺跡25次調査においても同様の検出例

があり、非常に興味深い。

遺物 :第 V層からは主に、弥生時代中期中葉～後期後半までの遺物が出上 している。このなかには、

讃岐地方からの搬入や模倣土器 (吉備・山陰地方)の出土もある。前期末～中期初頭段階に引き続 き、

中期～後期においてもこれらの地域 との交流が継続 していたことがうかがわれる。また、第V層中か

らは分銅形土製品が 1点出上 している。

4)古墳時代～古代

古墳時代から古代までの遺構は少なく、溝 2条 と土坑10基 を検出したにとどまる。

第 3地区検出の溝 S D Ⅵ303は 、古代 に時期比定されるもので、溝の北側部分のみを検出した。第

2地区で検出されてないことから、未調査部分の道路下に溝の南側部分が存在するものと考えられる。

調査地の北東部や東方には、古代寺院の湯ノ町廃寺や内代廃寺が存在することから、今後の周辺での

調査が注 目される。

5)中  世

中世の遺構は掘立柱建物址 3棟、溝 5条、土坑 8基を検出した。

掘立柱建物址は 1間 ×2間、または、 2間 ×2間の規模で、真北方向に等 しい建物方位をとる。建

物規模や建物方位、建物の時期が皿区で検出した建物址 と類似 している。比較的小規模の建物址が、

この時期に調査地内に点在 していたものと推測される。第 2地区検出の溝 S D Ⅵ201は東西方向に延

びる溝であるが、西端は消失 している。埋土中には、微砂や細砂が堆積 してお り、滞水状態であった

ことがうかがわれる。西壁の土層観察においても溝は検出されておらず、 S D Ⅵ201は、池 もしくは

貯水施設の可能性がある。

Ⅵ
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第 9章 自然 科 学 分 析

株式会社 古環境研究所

I.植物珪酸体分析
1.試  料

試料は、 I区第 1地区の第ⅡA―⑤層 (試料 1)。 第ⅡA―③層 (試料 2・ 3)。 第Ⅱ☆―④層 (試料 5)

の3層 4点 と、畝溝から採取した 1点 (試料 4)の計 5点である (第 9・ 315図 )。

2.分  析

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次の手順で

行った。

1)試料を105℃ で24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約lgに対して直径約4砕皿のガラスビーズを約0.02g添加

(電子分析天秤により0。 lmgの精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ 。6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz・ 10分間)に よる分散

5)沈底法による2wm以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散 してプレパラー ト作成

7)検鏡・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象 とし、400倍の偏光顕微鏡下で

行った。計数は、ガラスビーズ個数力滋00以上になるまで行った。これはほぼプレパラー ト1枚分の

精査に相当する。試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数

の比率をかけて、試料 lg中 の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あ

たりの植物体乾重、単位 :105g)を かけて、単位面積で層厚 l cmあ たりの植物体生産量を算出した。

イネ (赤米)の換算係数は2.94、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 メダケ節は1.16、 ネザサ節は0.48、 クマザサ

属 (チ シマザサ節 。チマキザサ節)は 0.75で ある。

3.結  果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとお りである。これらの分類群について定量

を行い、その結果を表31お よび第315図 に示 した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す (第316・

317図、表32)。

〔イネ科〕

機動細胞由来 :イ ネ、ヨシ属、ウシクサ族型、ウンクサ族型 (大型)、 シバ属

〔イネ科―タケ亜科〕

機動細胞由来 :メ ダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型

(お もにメダケ属ネザサ節)、 クマザサ属型 (チ シマザサ節やチマキザサ節など)、 未分類等

〔イネ科一その他〕
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表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞 由来 )、 未分類等

〔樹木〕

ブナ科 (シ イ属)、 クスノキ科、その他

4.考  察

(1)稲作址の検討

水田址 (稲作址)の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体が試料 lgあ たりおよそ

5,000個 以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断してい

る。ただし、愛媛県内では密度が3,000イ固/g程度でも水田遺構が検出されていることから、ここでは

判断の基準を3,000イ固/gと して検討を行った。

I区第 1地区東壁では、第ⅡA―⑤層 (試料 1)か ら第ⅡA―⑬層 (試料 5)ま で層準について分析

を行った。その結果、これらすべての試料からイネが検出された。このうち、第ⅡA―⑤層 (試料 1)

と第ⅡA―⑨層 (試料 2・ 3)では密度が3,000イ固/g以上と高い値である。したがって、これらの層で

は稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。中世とされる畑状遺構が検出された第ⅡA―⑬層

(試料 5)では、密度が2,000個 /gと やや低い値であるが、直上のA層 (畝溝埋土、試料 4)よ りも高

いことから、上層から後代のものが混入した可能性は考えにくい。したがって、同層の時期に調査地

点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が考えられる。

(2)イ ネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもオオムギ族

(ム ギ類が含まれる)、 ヒエ属型 (ヒ エが含まれる)、 エノコログサ属型 (ア ヮが含まれる)、 ジュズダ

マ属 (ハ トムギが含まれる)、 オヒシバ属型 (シ コクビエが含まれる)、 モロコン属型などがあるが、

これらの分類群はいずれの試料からも検出されなかった。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に由来するもの

が含まれている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題とした

い。なお、植物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため、根菜類などの畑

作物は分析の対象外となっている。

(3)植物珪酸体分析から推定される植生と環境

上記以外の分類群では、ウシクサ族型やタケ亜科 (未分類等)、 ブナ科 (シ イ属)、 クスノキ科など

が検出されたが、いずれも少量である。おもな分類群の推定生産量によると、A層以外ではイネが卓

越しており、A層ではヨン属が比較的多くなっていることが分かる。

以上のことから、第ⅡA‐⑤層から第ⅡA―⑬層にかけては、概ね継続して稲作が行われていたと考

えられ、その他のイネ科植物はあまり見られなかったものと推定される。また、A層の溝周辺などで

はヨシ属が生育する湿地的なところも見られたものと考えられる。なお、当時の遺跡周辺にはシイ属

やクスノキ科などの照葉樹林が分布していたものと推定される。

5。 ま と め

植物珪酸体分析の結果、中世とされる畑状遺構が検出された第ⅡA―③層では、イネが比較的多 く

検出され、同層で稲作が行われていたことが分析的に確かめられた。また、その上層の第ⅡA―③層

や第ⅡA―③層でも稲作が行われていた可能性が認められた。
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表31 岩崎遺跡における植物珪酸体分析結果

検出密度 (単位 :X100個/g)

分 類 群 ＼ 試 料 1 2
う
０ 4 5

イネ科

イネ

ヨシ属

ウシクサ族型

ウシクサ族型 (大型)

シバ属

∩
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ど
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つ
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７

３ ９
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表皮毛起源

棒状珪酸体

未分類等
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０２
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４５

６４
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４

３
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樹木起源

ブナ科 (シ イ属)

クスノキ科

その他

民
υ
　

，
ｖ
　
７

7 ４

ワ
イ

７7

(海綿骨針 ) 14 7

植物珪酸体総数 320 つ
０

∩
υ

９
守 350 160 216

おもな分類群の推定生産量 (単位 :kg/ぽ・cm)

イネ

ヨン属

メダケ節型

ネザサ節型

クマザサ属型

0.88      1o3     0.88     0.22     0.64

0.48

0.09
７

　
６

０

　
０

０

　
０

タケ亜科の比率 (%)

メダケ節型

ネザサ節型

クマザサ属型

５６

型
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表32 植物珪酸体の顕微鏡写真一覧
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模
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ョ タケ亜科

撞
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季そ
I

ケ サ ザ
節 節 サ
型 型 属

型

溝埋土

01

● 2

● 3

● 4

● 5

節 節 サ 等 起 酸
型 型 属   源 体 属型 型 属

型

検出密度

第315図  I区第 1地区における植物珪酸体分析結果

0          3kg/nf cm

―

推定生産量 (主 な分類群 )

I

I AЧ と`

IA〔)

ⅡA(9ヂ

IAイ0

Ⅷ

■

一
ｒ

ｌ
■

|

No 分 類 群 採 取 地 点 試 料 名 倍率(倍 )

1 イ ネ 第ⅡA―⑤層 1 400

2 イネ 第ⅡA―③層 2 400

3 ネザサ節型 第ⅡA―⑤層 1 400

4 ブナ科 (シ イ属 ) 第ⅡA―〇層 5 400

5 クスノキ科 第ⅡA―⑤層 1 400

6 海綿骨針 第ⅡA‐⑨層 ９

守 400
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第316図 植物珪酸体の顕微鏡写真(1)

1.イ ネ

2.イ ネ
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第317図 植物珪酸体の顕微鏡写真(2)

4.ブナ科 (シ イ属 )

5.ク スノキ科
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Ⅱ.珪 藻 分 析
1,試  料

試料は、Ⅵ区第 1地区検出の溝 S D Ⅵ104の埋土から採取された 3′ミ (試料 6～ 8)、 およびSDⅥ

105の埋土から採取された11点 (試料 9～ 19)の計14点である (第 198。 212・ 318図、表33)。

2.方  法

試料に以下の物理化学処理を施 し、プレパラー トを作成した。

1)試料から乾燥重量 lgを秤量する。

2)100/o過 酸化水素水を加え、加湿 し反応させながら、一晩放置する。

3)上澄みを捨て、細粒のコロイ ドおよび薬品の水洗いを行う。水を加え、1.5時間静置後、上澄み

を捨てる。この操作を 5、 6回繰 り返す。

4)残澄をマイクロピペットでカバーグラスに滴下し乾燥させる。マウントメデイアによって封入 し

プレパラー トを作成する。

プレパラー トは生物顕微鏡で600～ 1000倍で検鏡 し、直線視野法により計数を行 う。計数は、同

定 。計数は珪藻被殻が200イ団体にまで行い、少ない試料についてはプレパラー ト全面について精査を

行った。

3。 結  果

分析の結果、S D Ⅵ104か らは珪藻があまり検出されず、S D Ⅵ105か らは多 くの珪藻が検出された。

出現 した珪藻は、海水～汽水生種 7分類群 7属 7種 1亜種、淡水生種49分類群18属40種 5亜種である。

計数された珪藻の学名と個数を表33に 示す。また珪藻総数を基数とする百分率を算定したダイアグラ

ムを第318図 に示す。

(1)S D Ⅵ104

いずれの試料 も珪藻があまり含まれていなかった。真塩性から中塩性 (海水生から汽水生)の A

chAnthesbrevipesv.AngustAtAが 相対的に多い。 AchAnthesbrevipesv.AngustAtAは 海水砂質干潟

指標種群でもある。

(2)S DⅥ 105

全体を通 して各試料とも淡水生種で陸生珪藻の HAntzschiA Amphioxysが優占し、同じく陸生のA
mphorAmontAnA、 N☆�culAm�cAや真塩性の Cocconcisscutellumや GrAnlmAtophorAoceA� cA

などが伴われる。Cocconeisscutcllumは 海水藻場指標種群でもある。HAntzschiA Amphioxysと A
mphorAmontAnAの 優占傾向からさらに2亜帯に区分される。下部の Ia亜帯 (試料13。 14)で は

AmphorAmOntAnAが比較的高い出現率を示す。堆積物 lg中 の珪藻の密度は低い。上部の Ib帯

(試料 9～ 12)で はAmphorAmontAnAが低率になり、HAntzschiA Amphioxysのみが優占する。

4.珪 藻分析 か ら推定 され る堆積環境

S D Ⅵ104で は珪藻が極めて少ないことから、珪藻の生育できない乾燥 した堆積環境が支配的であ

ったと推測される。 S D Ⅵ105では陸成珪藻が優占することから、陸成珪藻の生育するやや湿った土

壌やコケの生育する環境であったと示唆される。陸成珪藻を除く貧塩性 (淡水生)種は極めて少なく、

常時に水域を呈 したり、、水が供給されるような環境でなかったことを示 している。
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表33 岩崎遺跡における珪藻分析結果

群類分
S D h71104 S LDⅥ 105

7 8 17

真塩 ―中塩性 (海水 ―汽水生)種
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CJra― atophora occanica

Nitzschia granulata

Paralia sulcata
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自然 科 学 分 析

珪藻の顕微鏡写真 (1)

l Stauroncis phoc� ccntron 2 Cymbella gracilcs 3 Cymbclla cymbifoHnis 4 Cymbclla turgidula v

nipponica 5 Rhopalodia acw�natum 6 Amphola montana 7 8 Achanhcs brcvipcs v angus協 協

9 Pimularia acЮ sphaena 10.Hantzschia amphioxys ll.● 孤刊matophora macilcnta
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鞠
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珪 藻 分 析

第320図 珪藻の顕微鏡写真 (2)

―――-lψm

1.2.Na� cula muica 3.Na�cula muticopsis 4 Dゃ loneiS OValis 5 Rhophoneis surrella

6.Nitzs(れia granulata 7.Cocconeis scudlum 8.Cocconcis placentula v.euglypta 9.Melosira sp

10.ビ職 lia sulcata

なお、 S D Ⅵ104で は真無性から中塩性 (海水生から汽水生)の AchAnhesbre� pesv.AnguttAtA、

S D Ⅵ105で も真塩!14の Cocconcisscutellumや GrAmmAtOphorAoccA� cAが出現している。このよ

うな塩分を好む珪藻が出現する原因として、人の生活排水と乾燥により塩分濃度が高くなって塩分を

好む珪藻が生育したこと、塩分濃度の高い泉源が付近にありその影響で塩分を好む珪藻が生育したこ

と、cOccOneissc�ellumが海水藻場指標種群であることから、たとえば藻より生成された塩に珪藻が

含まれそれらが堆積したことなどが考えられる。

(文献〕

小杉正人 (1986)陸生産藻による古環境解析とその意義一わが国への導入とその展望―.植生史研

究,第 1号,植生史研究会, p29-44.

小杉正人 (1988)珪藻の環境指標種群の設定と古環境復原への応用。第四紀研究,27, pl… 20。
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Ⅲ.花 粉 分 析 (1)

1.試  料

試料は、 I区第 1地区の第ⅡA―⑤層 (試料 1)。 第ⅡA―⑨層 (試料 2・ 3)。 第ⅡA―⑬層 (試料5)

の3層 4点 と、畝溝から採取した 1点 (試料 4)の計 5点である。これらは、植物珪酸体分析に用い

られたものと同一試料である。

2.方  法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村 (1973)を 参考にし、試料に以下の順で物理化学処理を施し

て行った。

1)5%水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2)水洗いした後、0.5硼の師で礫などの大きな粒子を取り除き、沈殿法を用いて砂粒の除去を行う。

3)250/0フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4)水洗いした後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理 (無水酢酸 9:1濃硫酸のエルドマン

氏液を加え 1分間湯煎)を施す。

5)再び氷酢酸を加えた後、水洗いを行う。

6)沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作成する。

以上の物理・科学の各処理間の水洗いは、1500rpm、 2分間の遠心分離を行った後、上澄みを捨て

るという操作を3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作成後直ちに、生物顕微鏡によって300～ 1000倍で行った。花粉の同定は、島

倉 (1973)お よび中村 (1980)を アトラスとし、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベ

ルによって、科、亜科、属、亜属、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハ

イフン (― )で結んで示した。なお、科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合

はそれらを別の分類群とした。

3。 結  果

分析の結果、草本花粉 2、 シダ植物胞子 2形態の計 4分類群が検出された。各分類群の学名、和名、

粒数を表34に示す。

〔草本花粉〕

イネ科、アブラナ科

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

4.考  察

第ⅡA―③層上位 (試料 2)か らはイネ科、アブラナ科が検出されたが、いずれもごく少量であり、

植生や環境を復原するのは困難であった。その他の試料からは、花粉はまったく検出されなかった。

花粉が検出されないのは、乾燥した堆積環境下で花粉遺体が分解されたためと考えられる。
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表34 1区 第 1地区における花粉分析結果

分 類 群 試 料

学 名 和 名 1 2 4

Nonarborcal ponen

CraIInincac

Cruciferae

草本花粉

イネ科

アブラナ科

1

1

Fcm spore

Monolatc typc spore

Trilatt typc sporc

シダ植物胞子

単条溝胞子

三条溝胞子

7

Nonarborcal pollen

Total pollcn

Unk■ own pouen

Fem spore

草本花粉

花粉総数

未同定花粉

シダ植物胞子

0

7

0

7

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

6

花 粉 分 析

〔参考文献〕

中村純 (1973)花粉分析.古今書院, p.82-■ 0。

金原正明 (1993)花粉分析による古環境復原。新版古代の日本第10巻古代資料研究の方法,角川書店,

p.248…262.

島倉巳三郎 (1973)日 本植物の花粉形態。大阪市立自然科学博物館収蔵 目録第5集,60p.

中村純 (1980)日 本産花粉の標微.大阪自然史博物館収蔵 目録第13集 ,91p。

中村純 (1974)イ ネ科花粉について、 とくにイネ (OryzAsAttvA)を 中心 として,第四紀研究,13,

p.187-193.

中村純 (1977)稲作 とイネ花粉.考古学 と自然科学,第 10号 ,p.21-30.
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第321図 花粉・胞子遺体の顕微鏡写真

自然 科 学 分 析
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花 粉 分 析 (2)

1.試  料

試料は、Ⅵ区第 1地区検出の溝 S D Ⅵ105の埋土から採取した11点 (試料 9～ 19)である。これら

は、珪藻分析に用いられたものと同一試料である。

2.方  法

試料に以下の物理化学処理を施し、プレパラートを作成した。

1)試料から乾燥重量 lgを秤量する。

2)100/o過 酸化水素水を加え、加温し反応させながら、一晩放置する。

3)上澄みを捨て、細粒のコロイドおよび薬品の水洗いを行う。水を加え、1.5時間静置後、上澄み

を捨てる。この操作を5、 6回線り返す。

4)残澄をマイクロピペットでカバーグラスに滴下し乾燥させる。マウントメデイアによって封入し

プレパラートを作成する。

プレパラー トは生物顕微鏡で600～ 1000倍で検鏡し、直線視野法により計数を行う。計数は、同

定・計数は珪藻被殻力認00個体まで行い、少ない試料についてはプレパラート全面の精査を行った。

3.結  果

(1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉 2である。これらの学名と和名および粒数を表35に 示す。以下に出現

した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

マツ属複維管束亜属、ハンノキ属

(2)出現傾向

分析の結果、試料10か らハンノキ属、試料12か らマツ属複維管束亜属が検出されたが、いずれも微

量である。また、寄生虫卵と消化残澄の観察も行ったが、いずれの試料からも検出されなかった。

4.考  察

花粉がほとんど検出されないことから、試料となった堆積物が花粉などの有機質の微遺体が堆積さ

れない堆積環境か、あるいは分解される堆積環境であったことが考えられる。このことから、溝SD
Ⅵ105は常時滞水するような環境ではなく、通常は水域を呈しない状態であったものと推定される。

〔参考文献〕

中村純 (1973)花粉分析.古今書院,p.82-110.

金原正明 (1993)花粉分析法による古環境復原.新版古代の日本第10巻吉代資料研究の方法,角川書

だ
=,  p.248-262.

島倉巳三郎 (1973)日 本植物の花粉形態。大阪市立自然科学博物館1え蔵目録第5集 ,60p。

中村糸屯 (1980)日 本産花粉の標微.大阪自然史博物館1又蔵目録第13集 ,91p.

中村純 (1974)イ ネ科花粉について、とくにイネ (OryzAsAtivA)を 中心として,第四紀研究,13,

p 187‐ 193.
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表35 Ⅵ区 SDⅥ 105に おける花粉分析結果

分   類   群 S D Ⅵ 105

学 名        和 名 9   10   11   12   13   14   15   16   17   18   19

Arborc』 pollcn     樹木花粉

Pinus subgen Diploxylon マツ属複維管東亜属

Al■us         ハンノキ属

Arbore』 Pollcn     樹木花粉

Nonarborc』 Polttn    草本花粉

Total polにn      花粉総数

Unknown pollcn     未同定花粉

0 1 0 1 0 0 0 0 o o o

0 0 0 0 0 0 0 0 o o o

0 1 0 1 0 0 0 0 o o o

0 0 0 0 0 0 0 o o o o

Hclminh cggs      寄生虫卵 (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― )

明らかな消化残澄 (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― ) (― )

自然 科 学 分 析

Ⅳ.炭化材の樹種同定
1.試  料

試料は、表36に示した4点の炭化材 (試料20～23)である。 (第 9。 10。 38・ 257図 )。

表36 岩崎遺跡出土炭化材一覧

試 料 番 号 区 地   区 出 土 地 点 時   期 備 考

I 第ⅡA―①層 14～ 15世紀後半 水田1を覆う土壊

Ⅱ 1 第ⅡA―⑥層 14～ 15世紀後半 水田2を 覆う土壌

Ⅲ 3 第ⅡB―②層 13世紀 掘立柱建物検出層

Ⅵ 2 S K Ⅵ204 弥生前期末～中期初頭 埋土中

2.方  法

試料を割折して新鮮な基本的三断面 (木材の横断面、放射断面、接線断面)を作成し、落射顕微鏡

によって75～ 750倍で観察した。樹種同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

3。 結  果

結果を表37に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。
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樹 種 同 定

表37 岩崎遺跡出土炭化材の樹種同定結果

試 料 番 号 樹 種  (和 名/学 名)

20 針棄樹 comfer

つ
と マツ属複維管束亜属 Pinus subg(れ Dゃlov10n

つ
わ

つ
ね クマシデ属イヌシデ節 Carpinus scct.Carpmus

つ
０

９
“ サ クラ属 Prunus

a.マ ツ属複維管束亜属 Pinus subgen.Dゃloxy10nマ ツ科 (第322図 1)

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取 り囲むエピセリウム細胞から構成され

る針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質より、マツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属にはクロマツとアカマツ

があり、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する。常緑高木である。材は水湿によく耐え、

広 く用いられる。

b.針葉樹 conifer

横断面、放射断面、接線断面共に保存状態が悪 く、針葉樹の特徴を示すが、それ以上の同定は困難

であった。

c.ク マシデ属イヌシデ節 CArpitts secto CArpinusカ バノキ科 (第322図 2)

横断面 :小型で丸い道管が、単独あるいは数個放射方向に複合 し、全体 として放射方向に配列する

放射孔材である。集合放射組織が見られる。

放射断面 :道管の穿孔は、単穿孔である。放射組織は同性である。道管の内壁に、不鮮明ではある

が、らせん肥厚が見られる。

接線断面 :放射組織は、同性で 1～ 3細胞幅のものと、集合放射組織からなる。

以上の形質よリクマシデ属イヌシデ節に同定される。クマシデ属イヌシデ節は落葉の中～高木で、

北海道、本州、四国、九州に分布する。なお、イヌシデは落葉高木で、高さ12m、 径60cmに達する。

d.サ クラ属 Pmmusバラ科 (第322図 3)

横断面 :小型で九い道管が、単独あるいは 2～ 3個放射方向および斜め方向に複合 して散在する散

孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織は、平伏細胞

からなる。

接線断面 :放射組織は、同性放射組織型で 1～ 4細胞幅である。

以上の形質よリサクラ属に同定される。サクラ属には、ヤマザクラ、ウワミズザクラ、シウリザク

ラ、ウメ、モモなどがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木または低木である。
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第322図 岩崎遺跡出土炭化材の顕微鏡写真

横断面 ―――― ,0 41mn

l.マ ツ属複維管束亜属

横断面 ―――― :0 4mal

2.ク マシデ属イヌシデ節

横断面 ―――― :0.4mn

3サ クラ属

自然 科 学 分析

放射断面 ―――― :0 1tun 接線断面 ―――― :0.211un

放射断面 ―――― :0 211ul 接線断面 ―――一 :0.211un

放射断面 ―――一 :0 2alm 接線断面 ―――― :0241m
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種 実 同 定

4.所  見

岩崎遺跡から出土した炭化材の樹種は、マツ属複維管束亜属、針葉樹、クマシデ属イヌシデ節、サ

クラ属であつた。いずれの樹種も照葉樹林や二次林の林内に生育する種類であり、周辺地域で普通に

供給される樹木であったと考えられる。

V.種 実 同 定

1.試  料

試料は、Ⅵ区第 1地区第V層 (弥生時代中～後期)か ら出土した種実類 (12点 )である (第323図 )。

2.方  法

肉眼および実体顕微鏡で試料を観察し、同定を行った。同定は形態的特徴および現生標本との対比

によって行った。同定レベルによって科、属、亜属、種の分類群によって表した。

3.結  果

同定の結果、いずれもコナラ属の堅果内部の炭化した子葉であった。表38に 分類群の学名、和名、

部位および粒数を示した。

表38 種実同定結果

出 土 地 点 時  期 分類群 (学名/和名) 部  位 粒  数

第 V層 弥生中～後期 QuerCus コナラ属 堅果 (炭化子葉) 12 ¢杵害↓)

ヨナラ属 QucrcuS堅果 (炭化子葉)ブナ科

黒色で楕円形を呈 し、表面は比較的滑 らかである。堅果の内部の子葉の災化 したもので、いずれも

半割の状態である。やや小型であるため、コナラ属アカガシ亜属の可能性が高いが断定できない。

4.考  察

Ⅵ区第 1地区の第V層 (弥生時代中～後期)か ら出土した種実類は、コナラ属堅果 (炭化子葉)で

あつた。コナラ属の堅果は優良な食物であり、本遺跡の弥生時代においても利用されていたとみなさ

れる。なお、コナラ属の堅果はイチイガシのみが渋抜きなしで食用になり、他は渋抜きが必要である。

〔参考文献〕

南木睦彦 (1993)葉・果実・種子。日本第四紀学会編,第四紀試料分析法,東京大学出版会,p。

276‐283.

渡辺誠 (1982)採集対象植物の地域性。季刊考古学創刊号,雄山閣出版, p.28-31.
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自然 科 学 分析

第323図  岩崎遺跡出上の種実写真

1 コナラ属堅果 2 同左

5 ヨナラ属堅果 6 同左

9 コナラ属堅果 10 同左

3 ヨナラ属堅果

7 ヨナラ属堅果

4 同左

8 同左

12 同左

―――-1 0mm

11 コナラ属堅果

-1 0mla -1 0Tm

15 コナラ属堅果13 ヨナラ属堅果
――-1 0mn

14 同左
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第10章 調 査 の 成 果

岩崎遺跡は、石手川によって形成された扇状地上に広がる、縄文時代後期から中近世にわたる集落

遺跡である。岩崎遺跡が立地する道後城北遺跡群は、松山平野内において有数の遺跡密集地帯であり、

今回の調査により、遺跡群東部地域の集落様相が明らかになってきた。

第 1章で触れたように、発掘調査は総面積13,000ぜ におよぶが、調査区幅10m前後という狭小範囲

の調査であるため、集落全体が検出されたわけではない。よって、今回の調査では集落の一部をかい

まみただけになるが、弥生時代前期末～中世までの集落の実体を解明する手がかりを得ることになった。

ここでは、まず遺跡の様オロを地形変遷と集落変遷で整理 し、次に弥生時代前期末～中期初頭の土坑

群、土器、石器及び貝殻施文土器、続いて施釉陶器、暗文土師器、動物遺存体についてまとめを行う

ことにする。

地 形 の 変 遷

1.立 地 と地域 区分

岩崎遺跡は、石手川によって形成された扇状地の扇央部分に位置する。遺跡の北側は微高地を形成

しており、わずかに東から西へ向けて緩やかな傾斜をなす。一方、南側は現在の石手川が流れており、

北東から南西に向けて傾斜をなしている。現況では、調査地の地形は北から南に向けて傾斜をなし、

調査地北端で標高38m、 南端では36mを測る。

第 2章で示 したように、岩崎遺跡は地形、堆積物、堆積環境の違いにより三つのエリアから構成さ

れている。第 1エ リアは調査地の南側、 I区からⅡ区南側に設定したA地点までの地域、第 2エ リア

はⅡ区A地点からV区に設定 したB地点までの地域、第 3エ リアはV ttB地点からⅥ区までの地域 と

する (第324図 )。

第 1エ リア :調査地の中で最 も低い位置にある。第Ⅸ層の洪積礫層上には、第Ⅷ層灰白色の砂礫層

が堆積 し、その上には中世の水田土壊である第Ⅱ層、さらに近現代の第 I層が堆積す

る。この地域は、中世に土壌が安定し、水田や畑 といった生産地として利用され、居

住化が進むのは近代以降であつた。

第 2エ リア :第Ⅸ層上には、第Ⅷ層が第 1エ リアよりも厚 く堆積 し、その上には、第Ⅳ層灰オリー

ブ色上、さらに第Ⅲ層から第 I層が堆積する。この地域は第Ⅳ層が堆積をなすことで、

古墳時代後期には居住化が進んでいる。

第 3エ リア :基本層位の第 I層 から第Ⅸ層までが、すべて堆積 している。三つの地域の中では最 も

早 く居住化が進み、第Ⅶ層明黄褐色シル トが堆積することで、弥生時代前期後半には

集落が営まれ、以後、現代まで続 く。

2.時 期 区分

次に、時代毎の上層の堆積状況をみる。時代区分は 0期からⅥ期までとする (表39)。

まず、集落が出現する以前、すなわち第Ⅷ層が堆積する縄文時代中期以前を0期 とする。 I期 は、

第Ⅶ層が堆積 し、縄文時代後期～弥生時代中期初頭までの集落が展開する時期、Ⅱ期は、第V層が堆

積 し、弥生時代中期～後期の集落が形成される時期とする。Ⅲ期は、第Ⅳ層堆積に伴い古墳時代の集

落が形成される時期、Ⅳ期は、第Ⅲ層堆積に伴い古代の集落が形成される時期をあてる。さらに、V
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調 査 の 成 果

期は、第Ⅱ層堆積に伴い中世の集落が形成される時期、Ⅵ期は、近世の集落が形成される時期とする。

0期 :第Ⅷ層堆積以前、縄文時代中期以前

I期 :第Ⅶ層堆積後の縄文時代後期～弥生時代中期初頭

Ⅱ期 :第 V層堆積後の弥生時代中期～後期

Ⅲ期 :第Ⅳ層堆積後の古墳時代

Ⅳ期 :第 Ⅲ層堆積後の古代

V期 :第 Ⅱ層堆積後の中世

Ⅵ期 :近世

続いて、各時期の上層堆積 と集落造営についてみてみる (第324～326図 )。

1)0期 (縄文時代中期以前)

調査では、約 4万年前に形成 したとされる石手川の洪積礫層 (第Ⅸ層)を検出した。遺跡南側、第

1エ リアは石手川の本流により基盤層は侵食され、上流から運ばれた礫が堆積する。一方、第 2エ リ

アは石手川本流の氾濫により河川氾濫堆積物が堆積 し、さらに、第 3エ リアでは様々な流路により地

表面が削られながら地山が形成され、その削 り残 しは尾根状になり微高地が形成されるようになる。

礫層を構成する礫種は、花商岩と砂岩であり、礫径は30～ 40cmを測る。礫層上位には、黒化 したク

サリ礫を検出した。本層上面は、調査地南端が最も低 く標高34.2m、 北端が最も高く36.Omを 測る。

第Ⅸ層の上部、第Ⅷ層の堆積状況は、Ⅱ区A地点を境にして異なっている。A地点より南側の第 1

エリアでは、比較的大型の礫を含む砂礫層を検出した。礫 と礫の間には粗砂を多量に含み、速い水流

が通っていたものと判断した。

一方、A地点より北側、第 2・ 第 3エ リアでは、径 5～20cm大 の礫を含む砂礫層を検出した。砂礫

層は、上面・下面共に起伏に富み、調査地北側へいくほど礫は小型化する。しかも、砂礫層上位には

粗砂や微砂を含む砂層が、砂礫層と同様の堆積状況をなしていた。

これらのことから、A地点より南側の第 1エ リアで検出した砂礫層は、石手川の本流により堆積 し

たものであり、A地点より北側の第 2・ 第 3エ リアで検出したそれは、石手川の氾濫により堆積 した

河川氾濫堆積物となる。

なお、0期は堆積土層の違いから、第Ⅸ層堆積時期を0期前半、第Ⅷ層堆積時期を0期後半とする。

表39 岩崎遺跡における地理的変遷

第 1エ リ ア 第 2エ リ ア 第 3エ リ ア

0期 号を]:

0前  ,II

与証

半

半

一副
後

期
河 川

河 川
|

集 落 ―
→

Ⅱ 期 河 川 集 落

Ⅲ 期 1可

一

集 落

Ⅳ 期 1可 集 落

V 期 水田・畑
一

集 落

Ⅵ 期
葎  サ
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地 形 の 変 遷

2)I期 (縄度時代後期～弥生時代中期初頭)

調査地北側の第 3エ リアでは縄文時代後期までに、第Ⅶ層明黄褐色シル トが堆積 し、居住に適した

安定的な地表面を形成する。その後、弥生時代前期末には集落が形成されることになる。

第Ⅶ層上面は、第 3エ リア中央のV区第 4地区が最 も高 く、標高37.4mを 測 り、北側 と南側に向け

て緩やかに傾斜をなしている。第Ⅶ層の堆積は、V区第 4地区が最 も厚 く、層厚は lmにおよぶ。

一方、第 1・ 第 2エ リアは、この時期には多数の流路が流れている。

I期は第Ⅶ層堆積時期を I期前半、第Ⅶ層堆積後を I期後半とする。

3)Ⅱ 期 (弥生時代中期～後期)

調査地北側、第 3エ リアでは第V層黒褐色上が厚さ30cm前後の堆積をなし、安定した地盤を形成 し

ている。それに伴い弥生時代中期中葉から後期後半に集落が営まれる。一方、第 1。 第 2エ リアは I

期と同様に、流路が流れる状況にある。

4)Ⅲ期 (古墳時代)

古墳時代になると、第 2・ 第 3エ リアには、第Ⅳ層の灰オリーブ色土が堆積 し、地表面を形成する。

第Ⅳ層上面は北側に向けて高 くなり、第 2エ リア南端は標高35.6m、 第 3エ リア北端では標高37.4m

を測る。堆積は、第 2エ リア中央部のⅢ区第 2・ 第 3地区が最も厚 く、層厚は50cm前後を測る。一方、

第 1エ リアでは、先行堆積物を開折 して、流路が形成される状況にある。

5)Ⅳ期 (古代)

古代になると、第 2。 第 3エ リアに第Ⅲ層褐灰色上が堆積 し、地表面を形成する。第Ⅲ層上面は北

側に向けて高 くなるが、第 3エ リア中央部のV区第 3・ 第 4地区が最 も高 くなり (標高37.8m)、 そ

の後は第 3エ リアの北端に向けて低 くなっていく。第 1エ リアではⅢ期と同様、流路形成が続いている。

6)V期 (中世)

中世、12～ 13世紀になると全域の土地が安定化する。第 2・ 第 3エ リアは第Ⅱ層灰黄～灰黄褐色土

が堆積 し、地表面を形成する。層厚は10～20cmであるが、上部は近現代の造成により削平されている。

一方、第 1エ リアには水田土壌や畑土壌がみられ、層厚50～ 80cmを 測る。水田は少なくとも3時期

あり、いずれも洪水砂で埋没 し、12～ 15世紀後半まで存続 していたものと推測される。

7)Ⅵ期 (近世)

近世では、第 2エ リア南端、Ⅱ区A地点にて溝 1条 を検出したが、溝上部は近現代の造成により大

半が削平されている。地表面や堆積状況は分からない。。

3。 まとめ

上記のとお り、調査地北側、第 3エ リアが最も早い段階に土地が安定化 し、まず、弥生時代前期末

に集落が開かれ、弥生時代中期～後期には断続的に集落が営まれている。さらに、古墳時代後期から

古代、特に奈良時代においては、官衛や寺院に関連すると思われる遺構が比較的多 く検出されている。

その後、中世では13～ 15世紀頃まで集落が継続的に営まれるようになる。

調査地中央部、第 2エ リアは古墳時代後期になり、土地が安定化する。古代、平安時代には掘立柱

建物址が検出され、中世13～ 15世紀代には建物址や溝が散見されるようになる。

一方、調査地南側、第 1エ リアは中世、12～ 13世紀頃になりようや く土地が安定化 し、人々は水田

や畑を営むようになる。建物址や土坑などの遺構は検出されておらず、居住のためのエリアではない

ことが分かる。第 1エ リアが居住地化するのは近世以降である。
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集 落 の 変 遷

調査では、弥生時代前期末から中近世までの集落遺構を確認 した。

ここでは、集落遺構の変遷をみることにする。記述に際 しては、前節の時期区分 (I期からⅥ期 )

を用いて、各時期の遺構 と遺物について整理する。

1.I期 後半 (弥生時代前期末 ～中期初頭 )

1)遺 構

岩崎遺跡において集落活動が始まる時期である。遺構 と遺物は、共に遺跡北部の微高地、第 3エ リ

アに分布する。これは、前述 した第Ⅶ層明黄褐色シル トの堆積に起因するものであり、土地の安定化

に伴い集落が形成されたものである。一方、調査地中央部から南側、第 1・ 第 2エ リアでは、第Ⅶ層

は堆積せず、数条の流路が流れる状況にある。

調査では、第 3エ リアにて溝 4条 と土坑185基を検出したが、竪穴式住居址は検出されなかった。

4条の溝のうち、 3条の溝 S D V202・ S D Ⅵ104・ S DⅥ 105は 、溝幅 5m前後、深さは1.3～ 1.5m

を測 り、規模の大 きな遺構になる。残 りの 1条 S D V203は 、 S D V202へ の取水水路 と考えている。

S D V202と S DⅥ 104は 、溝の形状、断面形態 (逆台形状 )、 埋上、堆積状況が類似することから、

同一の溝 と判断した。溝埋上の堆積状況からは、溝の下部は滞水状態にあったものと推測された。さ

らに、中層堆積以前には二次的な掘削 (再掘削)が行われており、その後に、炭化物と土器・石器が

廃棄されている。

一方、 S DⅥ 105は 断面形態 (U字状)と 堆積状況がS D V202・ S D Ⅵ104と 異なっている。特に、

埋土中に砂の混入があまりみられないことから、空掘 りの壕 と判断した。遺物は、 S D V202。 SD
Ⅵ104か ら出土 したものと時期差がほとんどなく、少なくとも一定期間併存 していたことが分かる。

したがって、 S D V202と S DⅥ 104は 環壕 としての機能を有 してお り (溝内側間100m)、 さらに、

S DⅥ 105は 、 S D V202と S D Ⅵ104と で囲まれた地域 (以下、環壕内地域 と呼称)を区切る仕切溝

の可能性をもっている。

次に、検出数が莫大な土坑を整理 しておく。 I期に時期比定されるものは185基あり、V区には100

基、Ⅵ区には85基がある。このうち、環壕内地域には179基 もの上坑が存在する。埋土や切 り合いよ

り6種類 (上坑A～ F)の上坑に分類 され、かつ、切 り合い関係から土坑 Fが古 く、順に土坑E→土

坑 D…→土坑Aと なる。各土坑から出土 した遺物には大幅な時期差は認められず、溝 4条 と概ね同時

期になる。また、堆積状況からも、単一層で埋没するものが多 く、短期間の埋め立て、掘 り直しが行

われたものとみられる。上坑についての詳細は、本章の「Ⅶ 弥生時代前期末～中期初頭の土坑」で

述べることにする。

3条の溝 S D V202・ S D Ⅵ104。 S DⅥ 105と 土坑との切 り合い関係は、土坑Cが S D V202下 層を

切 り、土坑 C・ DoEを S D Ⅵ105が切っている。さらに、土坑Aは S DⅥ 105を切っている。つまり、

S D V202は 土坑C埋没以前、 S DⅥ 105は土坑 C埋没以降に掘削された溝になる。

まとめると、 S D V202と S D Ⅵ104が掘削された後、両溝で囲まれた地域内に土坑 Fが構築され、

その後、土坑Eが構築される。引き続き、土坑Dが構築されるが、この段階で溝は再掘削される。再

掘削後には土坑 Cが構築され、続いて土坑Bが構築される。なお、土坑 Bと S DⅥ 105と の掘削時期

は切 り合いがなく、前後関係は定かではない。そして、最後にS DⅥ 105埋没後に、土坑Aが構築さ
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集 落 の 変 遷

れることになる。この間の詳細は、本章の「Mll弥生時代前期末～中期初頭の集落変化」で記述する。

2)遺 物

I期 に時期比定される土器の大半は、梅木編年前期Ⅳの段階に比定されるものである。器種には、

甕形土器、壺形土器、鉢形土器、蓋形土器、高郭形土器、ミニチュア土器があり、1,090点が出上 し

ている。遺物には東北部九州の遠賀川流域以東でみられる城ノ越式土器や、響灘～周防灘周辺でみら

れる土器や石器が含まれており注目される。

また、 S D Ⅵ105内からは分銅形土製品が 1点出上 している。愛媛県内では従来、弥生時代中期～

後期の遺構や包含層中から出土する例がほとんどであり、今回の出土は最 も時期の古い資料になる

(注 今治市阿方遺跡で出土)。

2.Ⅱ 期 (弥生時代 中期 ～後期 )

1)遺 構

Π期の遺構は、I期 と同様に調査地北側の微高地上、第 3エ リアに分布する。中期の遺構には竪穴

式住居址 1棟、溝 l条、土坑 3基があり、後期の遺構には竪穴式住居址 2棟、滞 2条、土坑 3基があ

る。なお、明確な時期比定はしかねるが、第Ⅱ期の遺構 として土坑 4基がある。

中期前葉 :遺構 と遺物は、共に検出されていない。

中期中葉 :遺構には、Ⅵ区第1地区で検出した溝 S D Ⅵ103がある。前期末～中期初頭の溝 S DⅥ 10

4の上面で検出したもので、東西方向に延びる溝である。埋土中に砂や小礫を含む。

中期後葉 :遺構には、竪穴式住居址 1棟 と土坑 3基がある。 S B Ⅵ 1021ま 、Ⅵ区第 1地区で検出し

た住居址で、住居の一部を検出したにすぎず、平面形態や内部施設は不確定である。土

坑は、V区第 2地区で S K V203、 Ⅵ区第1地区で SKⅥ■5、 Ⅵ区第 2地区で S K Ⅵ207

をそれぞれ検出した。このうち、 S KⅥ l151ま 平面形態が楕円形を呈 し、断面形態は一

部が袋状となり、貯蔵穴の可能性がある。

後期前葉 :遺構には、竪穴式住居址 1棟と溝 1条がある。 S B Ⅵ101は 、Ⅵ区第 1地区で検出した、

一辺 6mの 円形住居址で、 4本の主柱穴をもつ。 S B Ⅵ101は 、改築 (貼床)が施され

てお り、改築前 と改築後にはそれぞれ炉を付設 していた。溝 S DⅥ 101は 、Ⅵ区第 1地

区の南側で検出したもので、 S DⅥ 102と 重複する。

後期後葉 :遺構には、竪穴式住居址 1棟 と土坑 3基がある。 S B Ⅵ1031よ 、Ⅵ区第 1地区中央部で

検出したもので、長さ3.90m、 幅2.85mの 長方形住居址である。主柱穴は確定できなか

った。 S B Ⅵ101と 同様に、改築 (貼床)が施されてお り、改築前と改築後にはそれぞ

れ楕円形状の炉を付設 している。埋土中や住居址床面付近では、焼土や炭化物が検出さ

れたことから、焼失住居の可能性がある。土坑はV区第4地区にて、S K V405,SKV

435。 S K V467の 3基を検出した。このうち、 S K V405は 長方形土坑で、埋土中や基

底面より径 5～ 15cm大の石が数点出土 した。遺物の出土状況から土墳墓の可能性がある。

2)遺 物

遺物は、遺構及び第V・ Ⅵ層中から出土 した。

第V層中からは、中期中葉から後期後葉の遺物が比較的多 く出土 した。この中には、讃岐地方から

の搬入品 1点 と外来系土器 2点 (吉備地方・山陰地方)の出土がある。また、第V層 中からは、炭化
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した種実が少量出上 してお り、分析の結果、コナラ属の堅果 (炭化子葉)であることが判明 している。

3.Ⅲ 期 (古墳 時代 )

1)遺 構

今回の調査のうち、Ⅲ期の遺構は他の時代に比べ、検出例が少ない。古墳時代前期～中期の遺構 と

遺物は検出されておらず、後期のものに限られる。検出した遺構は、溝 2条、自然流路 2条、土坑 9

基である。溝や土坑 といった集落関連遺構は、調査地中央部から北側の第 2・ 第 3エ リアに、自然流

路は、調査地南側の第 1エ リアに分布が分かれている。

溝は、Ⅲ区とⅥ区でそれぞれ 1条ずつを検出した (S D Ⅲ201・ S D Ⅵ202)。 両者は東西方向に廷

びる溝で、特にS D Ⅲ201か らは比較的まとまった量の遺物が出土 している。

土坑は、第 2・ 第 3エ リア内に点在 しており、平面形態は円形・楕円形・長方形の 3種類がある。

このうち、V区第4地区検出の S K V475は 長方形土坑で、長さ2m、 幅 lmを 測 り、基底面中央部に

は径20～ 30cm大 のピット4基が長軸方向に並ぶ。ピットの配置から、屋根持ち構造の可能性がある。

なお、住居址は未検出であるが、調査地の西方約200mの 持田町 3丁 目遺跡からは、当該期の住居

址が多数検出されている。本調査検出の溝や土坑は、これらの集落に伴うものと考えている。

2)遺 物

遺物は、遺構及び第Ⅳ層中から出上 した。遺構内からは古墳時代後期後半、第Ⅳ層中からは古墳時

代後期前半から後半までの遺物が出上している。第Ⅳ層中からは比較的多量の土師器や須恵器が出土

しており、なかには完形品も少量含まれている。

4.Ⅳ 期 (古代 )

1)遺 構

Ⅳ期の遺構は、掘立柱建物址 1棟、溝 7条、自然流路 2条、土坑28基である。

建物址、溝、土坑は調査地中央部から北側の第 2・ 第 3エ リアに点在 し、自然流路は調査地南側の

第 1エ リアを流れている。 I区では■世紀後半の流路 S R 1202、 Ⅱ区では 8世紀の流路 S R Ⅱ001を

検出したため、第 1エ リアは12世紀頃までは自然流路が流れる状況にあり、土地が安定 していないこ

とが分かる。

第 2エ リア中央部、Ⅳ区では平安時代、10世紀頃の掘立柱建物址1棟 (掘立Ⅳ201)が検出されてい

る。 2間 ×2間以上の建物址で、ほぼ真北方向に建物方位をとる。

特筆すべ き遺構は、第 3エ リアV区で検出した溝 S D V201と S D V401があげられる。両者は真北

から西に 4° 方位をとる南北方向の溝で、断面形態や埋上、検出状況が類似 してお り、同一の溝 と判

断される。 S D V401は 、溝北端が西側に向けて「 L」 字状に屈曲し、 S D V201の 南端は調査区外に

続 くが、 S D V201南 方のV区第 1地区では検出されておらず、 S D V201も 途中で屈曲している可能

性がある。とすると、両者は「コ」字状を呈することになり、区画溝の可能性が高い。その場合、溝

の内径は65～ 68mを測る。

2)遺 物

遺物は、遺構及び第Ⅲ oⅣ層中から出上 した。遺構内からは、前述の溝 S D V201内 より、奈良時

代、8世紀中葉から後葉の復元完形品を含む土師器・須恵器が多数出土した。円面硯 (破片)1点 と、
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畿内産土師器 2点 (平城 I・ Ⅲ期)のほか、赤色塗彩や暗文を施す土師器がある。また、 S D V201

からは土師質の小型土製馬 (土馬)が 1点出土 している。愛媛県内では、松山市平井遺跡 (昭和57年

愛媛県埋蔵文化財調査センターの調査)か ら、土馬と考えられる須恵器製品の破片が出上 している。

全体像がわかる資料 としては今回が初例になる。このほか、第Ⅲ層中からは、 7世紀後半～11世紀の

遺物が出上 し、土師器 。須恵器・瓦のほか、緑釉陶器と灰釉陶器の破片と鉄器が含まれている。

5。 V期 (中世 )

1)遺  構

V期の遺構は掘立柱建物址 7棟、柵列 1条、溝23条 、土坑22基、自然流路 1条、水田址、畑址であ

る。検出した遺構は、調査地の北側 と南側 とでは様相が異なっている。調査地中央部から北側の第

2・ 第 3エ リアでは、建物址や土坑を検出したが、調査地南狽1の第 1エ リアではこれらの遺構はまっ

たく検出されず、水田や畑に伴う足跡・鋤跡と畝溝を検出したにすぎない。

第 1エ リア :水田址は少なくとも3面 (水田 1・ 水田 2・ 水田3)を確認した。畦畔と水路は平面

調査で検出できなかったことで、水田区画や形状は明確ではない。水田は、灰～灰白色の粗砂や微砂

などの洪水砂で埋没 し、人間や牛 と思われる足跡と鋤跡を多数検出した。特に、牛の足跡は鋤跡とほ

ぼ同じ方向で検出されたことから、水田は開墾時に埋没 したものと推測される。最 も古い水田3は 12

～13世紀、水田 2と 水田 1は 13世紀以降、15世紀後半以前に埋没 したものと判断した。

水田に伴う遺構は、Ⅱ区検出の溝 S D Ⅱ202が あげられる。真北方向にほぼ直交する東西方向に廷

びる溝で、 S D Ⅱ202の南狽↓に限り水田が展開している。溝内には多少の砂を含むことや、その配置

状況から、水田に水を供給する基幹水路と考えている。

畑址は、調査地南端 I区第 1地区にあり、東西方向の畝溝を30条検出した。畝は、平面調査及び土

層断面観察においても検出されなかった。畝溝は水田址 と同様、洪水砂で埋没 している。時期は、畑

l■ を覆う土壌内から13世紀代の遺物が出上 していることより、水田3と 同様に、12～ 13世紀頃に埋没

したものとみられる。

なお、畑土壊を分析 した結果、プラントオパールが比較的多量に検出された (第 9章 自然科学分

析 )。 つまり、 I区 は畑だけでなく、水田としても土地利用された可能性が高 く、いわゆる二毛作が

当時行われていたものと推測される。

第 2・ 第 3エ リア :調査地中央部から北側、第 2・ 第 3エ リアでは、建物址や柵列、土坑、溝を検

出した。掘立柱建物址は、第 2エ リアの中央部Ⅲ区と、第 3エ リア北狽↓Ⅵ区に分布が限られる。 1×

2間 の比較的小型の建物址で、ほぼ真北方向に建物方位をとる。時期は、柱穴内から出上 した遺物よ

り、14世紀代の建物l■ と判断した。建物がⅢ区とⅥ区の範囲内に点在することや、規模が小さいこと

から、一般民衆、もしくは農村集落に伴う建物址の可能性が高い。

溝は第 3エ リアにて 8条を検出した。このうち、V区の溝 S D V101と S D V301は 東西方向に延び

る溝で、現在の生活道路とほぼ平行に走っており、集落を区画する溝の可能性を考えている。

2)遺  物

遺物は、遺構及び第Ⅱ層中から出土 し、13～ 15世紀後半頃までに時期比定されるものが多い。調査

地北東部には、中世河野氏の築城とされる湯築城址があるが、今回の調査では築城時の遺構や遺物は

出土 していない。第Ⅱ層の堆積状況から、当時の土壌はかなり削平されているものと推測される。

陸
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調査地北側の第 2・ 第 3地区に進積する第ⅡB―②層中からは13～ 14世紀、第ⅡB―①層中から14～

15世紀代の遺物が出土 している。

遺物は土師器・須恵器 (東播系)のほか、輸入陶磁器 9点が出土 している。輸入陶磁器は青磁 5点

と白磁 4点で、すべてが破片である。青磁は、形態と施釉状況からいずれも龍泉窯系の椀で、森田・

横田氏分類の I類～Ⅳ類までのものがある。白磁には椀 と皿とがある。椀には玉縁状口縁を呈するⅡ

類 とⅣ類があり、皿にはⅨ類 (口禿げ)の ものがある。出土 した輸入陶磁器の時期は、12～ 15世紀代

に時期比定される

6.Ⅵ 期 (近世 )

1)遺 構

第Ⅵ期の遺構は、調査地南側の第 2エ リアにて溝 1条を検出した。

S D Ⅱ201は 、真北方向に直交する東西方向に延びる溝である。溝内には15～30cm大の角礫が 2～

3段積まれ、溝に沿って並列する。礫の状況から石組み溝の可能性がある。出土遺物より、18世紀代

の溝 と判断した。

2)遺 物

遺物は、S D Ⅱ201出土品に限られる。S D Ⅱ201内からは、土師器、肥前焼、青花皿が出土 し、青

花皿は16世紀後半に時期比定される。

7.ま とめ

調査では、岩崎遺跡における弥生時代前期末から中近世までの集落変遷をかいまみることができた。

まず、調査地内における集落の出現は I期後半、つまり弥生時代前期末～中期初頭になり、環壕を

伴った集落が存在することを明らかにした。

引き続 き、Ⅱ期 (弥生時代中期～後期)には集落が断続的に経営されることになる。その後、Ⅲ期

では古墳時代前期～中期には集落遺構は検出されず、後期になり出現する。さらに、Ⅳ期 (古代)で

は区画溝の可能性をもつ奈良時代の溝や平安時代の建物址のほか、畿内産土師器や施釉陶器の出土が

あり、継続的に集落が営まれていたことがわかる。

V期 (中世)では、調査地の南側の低地部には水田や畑、北側の微高地上には建物址や土坑が検出

された。つまり、調査地内において、居住域 と生産域 といった目的の異なった土地利用がなされてい

ることが判明した。

このように、本調査では岩崎遺跡の集落居住域が、時代 と共に調査地の南部に拡大 していった様子

を推察するに至った。
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Ⅲ 弥生時代前期末～中期初頭の土器

1。 は じめに

今回の調査では、弥生時代前期末から中期初頭までの集落関連遺構より多量の遺物が出上した。

このうち、調査地北狽1の VoⅥ 区にある溝 S D V202・ S D Ⅵ104・ S DⅥ 105では、層位的に調査

を進め、完形品を含む多くの遺物が出上している。

本稿では、これら3条の溝から出土した土器を整理・検討し、松山平野における弥生時代前期末か

ら中期初頭の上器編年の資料充実につとめるものである。ここでは、 3条の溝から出土した土器の器

種構成、器形 (形態)、 施文、調整について整理を行う。なお、資料の出土状況については「第 7章

3、 第 8章 3.弥生時代前期末～中期初頭の遺構と遺物」にて報告しているため、記述は省略する。

2.器種構成 と比率 (第327図・A401

器種には、甕形土器、壺形土器、鉢形土器、蓋形土器 (甕用)、 高邦形土器、ミニチュア土器があ

る。このほか、特殊な土製品としてS D Ⅵ104上層からは棒状の上製品、S DⅥ 105中層からは円盤状

の上製品、S DⅥ 105(地点不明)か らは分銅形土製品がそれぞれ 1点ずつ出土している。

各器種の出土点数は、甕形土器562点、壷形土器212点、鉢形土器80点、蓋形土器12点、高杯形土器

3点、ミニチュア土器 6点 となる。器種構成比では、甕形土器64%、 重形土器240/O、 鉢形土器10°/o、

蓋形土器 1%、 高郭形土器0.3%、 ミニチュア土器0.70/Oと なる。甕形土器と重形土器をあわせると

88%と なり、この二器種が主要器種となっている。鉢形土器は個体識別において、甕形土器との区別

で曖味なものがあり、わずかに増加を考えてみても150/c程度であろう。

つづいて、器種ごとに形態を主として、施文・調整についてみてみる。

表40 器種構成と分類

粟
甕 形 上 器 壺 形 土 器 鉢 形 土 器 蓋

形
土
器

高
必
形
土
器

ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器

そ

の

他

中  型 大  型 小型 中 型
大型

小型 中 型 大  型 小  型

I Ⅱ Ⅲ I Ⅱ I I E Ⅲ Ⅳ I I Ⅱ Ⅲ I Ⅱ I Ⅲ

Ｓ

Ｄ

Ｖ

２

０

２

下  層 1 0 0 ユ 0 5 0 5 2 5 0 4 0 1 0

中  層 45 0 2 0 2 l 0 4 3 2 1 0 1 0 1 0

上  層 0 0 1 0 2 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 2 0

小  計 3 0 5 0 5 5 6 0 5 7 0 1 0 5 0 4 0

Ｓ
Ｄ
Ⅵ
ｌ
０
４

下  層 0 0 0 1 0 2 l 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0

中  層 1 0 0 4 7 1 0 4 1 1 0 0 1 1 0 0

上  層 64 0 0 1 7 1 0 3 1 1 0 0 0 0 1

層 不 明 1 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

小  計 1 2 45 1 10 1 7 2 2 1 1 3 ユ 1

Ｓ

Ｄ

Ⅵ

ｌ

０

５

下  層 10 1 5 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 l 1 0

中  層 M 3 0 0 20 1 3 2 4 1 10 4 0 1 0 1 0 1

上  層 0 0 0 7 0 2 0 5 4 0 0 2 0 1 0 0

層 不 明 1 0 0 0 l 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

小  計 88 3 2 0 1 1 7 2 9 1 0 3 0 2 1 l

合   計 2 80 6 3

-465-



調 査 の 成 果

3.形 態

(1)甕形土器

口径が35cmを 越える大型品、16～28cmの 中型品、16cm未満の小型品がある。なお、口径が29～ 34cm

までのものはない。このうち、中型品の出土量は562点中551点あり、全体の98%を 占め、特に、口径

25～ 28cmの ものと、口径20cm前後のものが高い割合を占める。

甕形土器の器形は、胴部にやや膨 らみをもち、胴上半部が直立気味に立ち上がるものが多 く、なか

には胴上半部が頸部ですぼまり、口縁部形状が逆「 L」 字状になるものもある。なお、胴部最大径が

口径を凌 ぐものはない。底部は厚みのある平底が多 く、わずかに立ち上が りをもち、上げ底を呈する

ものも少量みられる。

奏形土器は、口縁部の成形方法により三分類される。口縁部を単に折 り曲げるものを I類、口縁外

端部に粘土組を貼 り付けるものをⅡ類、日縁端部よりやや下がった位置に粘土紐を貼 り付けるものを

Ⅲ類 とする。これらの比率は表40よ り、甕形土器562点のうち I類が293点 (52%)、 Ⅱ類が261点

(460/O)、 Ⅲ類が 8点 (2%)と なり、Ⅱ類に比べ I類がやや多 くⅢ類はごく少量であることがわかる。

法量別にみると、中型品は551点 出上 し、 I類が288点、Ⅱ類が255点 、Ⅲ類が 8点である。大型品

は 3条すべての溝から8点出土 してお り、出土量全体の1.4%と なる。口縁部の成形方法は I類が 2

点、Ⅱ類が 6点 となる。小型品は S D Ⅵ104と S DⅥ 105か らあわせて 3点出上しているが、口縁部の

成形方法はすべて I類 となる。なお、大型品、小型品共にⅢ類の出土はない。

次に、奏形土器の遺構別かつ層位別の出土状況をみると、 S D V202下 層とS D Ⅵ104下層では I類

がⅡ類を凌 ぐが、中層から上層になるにつれ I類 とⅡ類の割合は均衡する。 S D Ⅵ105は 、下層では

I類がⅡ類を凌 ぐが、中層と上層ではⅡ類の占める割合が I類 より高 くなっている。

(2)壼形土器

口径が38cmを越える大型品と、それ以下の中・小型品がある。重形土器212点 のうち、中型品の出

土点数は188点 あり、全体の890/Oを 占める。

大型品は、 3条すべての溝から出上 している。出土点数は22点あり、全体の約 1割 を占める。形態

は、顎部径が広 く、短 く外反する口縁部をもつもので、底部は厚みのある平底 となる。大型品はこの

一形態に限られる。

中 。小型品は、口縁部の形態により四分類される。頚部が著 しく発達するもの (長頸)を I類、短

い口頸部をもつもの (短頸)を Ⅱ類、内傾する顎部に短 く外反する口縁部をもつものをⅢ類、太 くて

直立 し、ゃゃ長い口頸部をもつものをⅣ類 とする。

これらの比率は、表40よ り中型品では I類が131点 (62%)、 Ⅱ類が 7点 (3%)、 Ⅲ類が27点

(130/0)、 Ⅳ類が23,点 (11%)と なる。 I類が全体の 6割強を占め、ついでⅢ類とⅣ類がほぼ同じ割合

を示 し、Ⅱ類の占める割合が低いことがわかる。なお、小型品は S DⅥ 104と S DⅥ 105か らあわせて

2点出土 しているが、日縁部の形態は共に I類 となる。中 。小型品の底部は平底のものと、中央部が

凹み、やや上げ底になるものとがある。

各溝の出土状況をみると、 S DⅥ 105では S D V202と S D Ⅵ1041こ 比べ、 I類の占める割合が高い。

また、層位別の出土状況でも、下層から上層へ と堆積が進むにつれ、 I類の占める割合が高 くなって

いる。
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(3)鉢形土器

口径が32cmを越える大型品と、力0～31cmの 中型品、20cm未満の小型品とがある。このうち、中型品

は69点 出土 してお り、全体の86%を 占める。さらに、口径21～ 22cmの ものと口径25～ 27cmの ものが高

い割合を占める。大型品、中型品、小型品は 3条すべての溝から出土 している。

鉢形土器は、口縁部の成形方法により三分類される。口縁部を単に折 り曲げるものを I類、口縁外

端部に粘土紐を貼 り付けるものをⅡ類、直口口縁のものをⅢ類 とする。

出土量の多い中型品は、 I類が33点 (40%)、 Ⅱ類力認3点 (280/0)、 Ⅲ類が13点 (16%)と なり、 I

類の占める害J合が高い。底部は平底のものと、上げ底のものとがある。

大型品は 8点出上 してお り、出土量全体の10%を 占める。口縁部の成形方法はⅢ類のものはなく、

I類が1点、Ⅱ類が 7点 となる。

小型品は 3点出上 してお り、出土量全体の 3%と なる。口縁部の成形方法はⅡ類のものはなく、 I

類が 1点、Ⅲ類が 2点 となる。

出土状況をみると、層位別では下層から中・上層へと堆積が進むにつれ、 I類 とⅡ類の割合が均衡

する。

(4)蓋形土器

口径21～ 26cm、 器高8.9～ ■.2cmで、 3条の溝から計12点が出上 している。つまみの形状は、いずれ

も中央部がやや凹んでいる。口縁端部の形状は九 くおさめるものと、「コ」字状に仕上げるものとが

あり、両者はほぼ同じ割合をなす。

(5)高杯形土器

高杯形土器は S DⅥ 104(中層・地点不明)か ら2点、 S DⅥ 105(下層)か ら1点が出上 している

が、イ部形状のわかる資料はない。 S DⅥ 104出土品は円柱状の柱部をもち、脚底部はやや上げ底 と

なる。 S DⅥ 105出土品は、脚部は「ハ」の字状を呈 し、上げ底になる。

(6)ミ ニチュア土器

S D V202(上 。中 。下層)か ら4点、 S DⅥ 104下層から 1点、 S DⅥ 105下層から1点が出土し

ている。 S D Ⅵ105出 土品は、直口口縁を呈するもので、やや上げ底 となる。他の 5点はいずれも底

部片で、平底のものと、上げ底のものとがある。

4.施 文

(1)甕形土器 (表41)

甕形土器の施文は、日縁端面と胴上半部に加飾されるが、まったく加飾のないものもある。

口縁端面には、刻 目を施すものが562点中307点 あり、全体の550/Oを 占める。次いで、連鎖状刻目文

を施す ものが12点 (20/O)、 押圧文と刺突文を施すものがあわせて11点 (1%)あ り、特異なものと

して沈線文を施すものが 1点ある。Ⅲ類では、口縁上端部に刻目を施すものが 1点ある (V069)。

胴部には、549点 中450点 の上器に加飾が施される。文様はヘラ描 きによる多重の沈線文が主体で、

全体の 8割 を占める。このうち、沈線文と刺突文 (1列 ・ 2列 )と が組み合うものは74点 (160/0)、

沈線文 と山形文 とが組み合 うものは 5点 (1%)、 沈線文、刺突文、山形文が組み合 うものが 8点

(20/O)あ る。

また、沈線文と弧文とが組み合うものが1点ある (Ⅵ 141)。 ただし、刺突文や山形文、弧文はそれ

のみで文様を構成することはなく、沈線文間や沈線文帯の最下位に施されている。
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胴部に凸帯を貼 り付けるものは I類に4点、Ⅱ類に 1点あり、凸帯上に指頭押圧を加えるものは 2

点 (I類 )、 連鎖状刻 目文を施すものは 3点 (I類 2点、Ⅱ類 1点)ある。

一方、口縁端面と胴部に加飾を施さないものが全体の 2～ 3割 を占め、胴部に加飾を施さないもの

はⅡ類よりもI類に多 く、さらに口縁部の折 り曲げが強く、逆「 L」 字状を呈するものに多い。

そして、胴部に加飾される沈線文の技法には以下の 4種類がある。

技法 a:ヘラ状工具により、単独の線で描かれる沈線文

技法b:2条 1組の工具による沈線文

技法 c:ヘラ状工具等を束ねて施 したと思われ、 3条以上を 1組とした工具による沈線文

技法 diいわゆるクシ状工具による沈線文

なお、甕形土器の胴部に加飾される山形文は、 2条 または 3条 1組の工具により施文されてお り、

2条 1組が多い。

ここで、各溝出土品における沈線文技法をみてみることにする。

未報告資料を含めた562′点のうち、胴部に沈線文を施すもの459点 を紺象とした (表43)。

各溝の状況をみると、下層から上層へ堆積が進むにつれ、技法 bと 技法 cに よる沈線文の割合が増

加 していることがわかる。特に、 S DⅥ 105で は、技法 bが中層で63点中26点 (410/0)、 上層で47点中

6点 (130/O)、 技法 cが中層で63点中14点 (220/0)、 上層で47点中 8点 (170/0)と なる。また、クシ状

工具による技法 dは、 S D V202中 層と上層で 1点ずつあり、 S DⅥ 105では下層と上層とに 1点ずつ

ある。

表41 甕形土器の施文一覧

惑
縁 端 面回 月同

無  文 刻 目文
連鎖状
亥U目 文

沈線文 押圧文 刺突文 無文 沈線文
沈線文
+

刺突文

沈線文
+

山形文

文
　
文

線
十

沈
　
弧

沈 線 文

刺 突 文

山 形 文

沈 線 文
+

凸 帯 文
押 圧 文 )

沈 線 文
十

凸 帯 文

(光伴斐)

Ｓ

Ｄ

Ｖ

２

０

２

中
　
型

I 60 1 0 1 ユ 1 0 0 1 0

Ⅱ 0 2 1 2 0 1 0 0

Ⅲ 0 ユ 0 0 2 1 0 0 0 0 0
大
型 Ⅱ 0 1 0 0 1 4 0 0 0 0 0

小
型 I 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 4 1 3 1 1 0

Ｓ

Ｄ

Ⅵ

ｌ
０

４

中

　

型

I 0 0 1 58 0 0 2 1

2 0 1 0 6 4 0 0 1 0

Ⅲ l 1 0 0 2 0 0 0 0 0
大
型 Ⅱ 0 ユ 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

T_l I 2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

小 計 3 0 0 3 1

Ｓ
Ｄ
Ⅵ
ｌ
０
５

巾
I 38 48 1 0 1 14 10 1 2 0

型
Ⅱ

И
仕 4 0 1 10 0 2 0 1

皿 ユ 2 0 0 0 3 0 0 0 0
大
型 I 0 2 0 0 0 0 0 0 0

小
型 I 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

小 計 5 0 0 2 28 1 4 0 l

計 1 5 6 357 74 1 8

合 計 勘 9
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添
口 縁 端 面 口 縁 部 内 面

立
ロ頸 肩  ・  月同 吉[

無文 泥緑文

鎖

目 を線技

稼

＋

目

線

＋

圧

沈

　

押
無文

Ⅱ
π

蜻

加

輔

皿
勲
酬
触

市

十

管
無文 花緑攻

線

十
突

些市政
鮒

胆

文

州

鮒

随

嗽
齢
腹

無 文 沈線攻

線

＋

目

脚
＋
蜘
臆

胞
十陥
朧

鵬
＋町
酬燿

Ｓ

Ｄ

Ｖ
２

０
２

I 3 7 3 11 0 0 0 0 0 l 1 1 2

中

型

5 0 0 0 0 5 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ 4 0 0 1 5 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

Ⅳ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 1 0 0 0 0 0

大
型 6 0 0 0 0 0 6 0 0 0 l 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小
型 I 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 44 0 4 28 3 9 0 1 4 4 1 1 1

Ｓ
Ｄ
Ⅵ
ｌ
０
４

中

型

I 8 4 0 20 7 1 2 4 1 0 0 0 1 2 0 0 2 0

Ⅱ 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ 7 5 3 0 0 0 0 3 5 1 0 1 1 0 0 0

Ⅳ 1 0 l 0 0 0 0 0 0 0 9 0 1 0 0 0 3 0 0 0

大
型 3 0 2 0 0 5 0 0 0 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小
型 I 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

小 計 2 18 0 7 l 2 l 1 0 ユ 2 3 0 0

Ｓ

Ｄ

Ⅵ

ｌ

０

５

中

型

I 0 6 7 0 2 5 1 0 2 7 0 4 0 2 0 0 0 1

Ⅱ 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

Ⅲ 7 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 2 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅳ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0

変 1 0 3 3 0 0 0 0 0 0 3 3 0 0 0 0 0 1 0

剰 I 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 l 0 0 0 0

小 計 0 9 0 5 1 0 7 5 4 4 1 0 0 0 l

計 34 2 49 4 88 2 4 5 10 8 7 1 5

合  計 2 2 2

表42 壺形土器の施文一覧

弥生時代前期末～中期初頭の上器

表43 溝出土土器の沈線文技法一覧

N 器土形奏 器土形堕

a b 不 明 計 a b C d 不 明 計

Ｓ

Ｄ

Ｖ

２

０

２

層下 2 9 0 0 38 49 6 3 0 5

層中 1 0 1 38 4 1 6

層上 0 1 1 1 0 5

計/1ヽ 3 155 8 1 1
７
‘

Ｓ

Ｄ

Ⅵ

ｌ

０

４

層下 0 10 0 4 0
つ
々

層中 8 0 33 2 2 1 7

層上 0 1 Й 0 2 0 7 9

層 不 明 0 0 5 5 0 0 0 0 0

計/1ヽ 2 0 1
（
） 148 6 8 1 0

Ｓ

Ｄ

Ⅵ

ｌ

０

５

層下 1 9 4 1 3 2 0 2 7

層中 1 14 0 7 3 1 5

層上 1 6 8 1 1 2

層 不 明 0 1 1 7 0 0 0 0 0

計/1ヽ 3 7 5 1

計
ハ 8 5 292 7 41
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(2)壷形土器 (表42)

壼形土器の施文は、日縁端面、頸部、肩部、胴部、日縁部内面に加飾される。

1)大型品 :大型品は、口縁部内面に凸帯をもつ。口縁端面は、無文のもの、沈線文を施すもの、

刻目を施すもの、沈線文と刻 目文が組み合うものとがある。顎部には、沈線文を施すものと無文のも

のとが、ほぼ同数みられる。

2)中・小型品 :I類 (長頸)は、日縁部内面に凸帯をもつ傾向があり、全体の 9割を占める。凸

帯上には、刻 目や指頭押圧、連鎖状刻 目文を施すものがある。例外 として、凸帯の上方に竹管文を施

すものが 3点ある (S D V202下 層 :V030,V031、 S DⅥ 104中層 :Ⅵ 051)。 くわえて、口縁部外面

には、耳状の把手が付 くものが 1点ある (S D V202下 層 :V030)。 日縁端面には、沈線文、刻 目文、

連鎖状刻 目文、沈線文と刻目文、沈線文と押圧文とが組み合うものがある。顎～胴部には、多重の沈

線文や、1条～ 3条の凸帯を貼 り付けるものが数多 くみられる。凸帯上は指頭押圧されるものが多 く、

押圧内には違鎖状刻 目文を施すものが15点 あり、そのうち刻目文を 1列施すものが 6点、 2列施すも

のが 9点あり、凸帯を貼 り付ける35点のうち420/Oを 占めている。

Ⅱ類 (短頸)は、無文を基調とするが、口縁部に円孔を施すものが 1点 (S D V202上層 :V■4)

ある。顎部の発達の弱いもののうち、Ⅲ類・Ⅳ類には、頚部に沈線文を施すものが多 く、削 り出し状

の凸帯をもつものもある。また、日縁端部が面取 りされるものは、沈線文や刻目文を施すものがある。

頸～肩部への加飾は、沈線文を施すものや、沈線文と刺突文とが組み合うものがあり、なかには、

肩部に輪状の浮文が只占り付けされるものも2点ある (S DⅥ 104上層 :Ⅵ 106、 S DⅥ 105下層 :Ⅵ 148)。

胴部は、多重沈線文と凸帯で加飾されるものが多 く、貝殻腹縁による直線文や弧文、羽状文、木葉

文を施 したものが 5点ある (S D V202中 層 :V086、 S DⅥ 104下層 :Ⅵ 027、 S DⅥ 105中層 :Ⅵ206

～208)。 凸帯上は、基本的には指頭押圧され、押圧内には刻 日、または連鎖状刻目文を施すものが数

多 くみられる。文様のモチーフは、斜格子目文と山形文が少数例みられる。

壼形土器の沈線文技法にも、甕形土器と同様に、技法 a～技法 dの四種類がある。未報告資料を含

めた137点のうち、頸～胴部に沈線文を施すもの101点 を対象 とした (表43)。

各溝の出土状況をみると、下層から上層に堆積が進むにつれ、技法 bと 技法 cに よる沈線文の割合

が増加する。特に、 S DⅥ 105で は、技法 bが中層で18点 中 3点 (17%)、 上層で11点 中 2点 (180/0)、

技法 cが中層で18点 中 2点 (12%)、 上層で■点中 3点 (27%)と なり、両技法をあわせると全体の

約 4割 を占めることになる。また、クシ状工具による技法 dは、 S D V202中 層とS DⅥ 105中層とで

それぞれ 1点みられるにすぎない。

(3)鉢形土器

鉢形土器の施文は、日縁端面に刻 目を施すものがあるが、体部は無文になる。ただし、 I類の中に

は口縁部に円孔を施すものが1点 (S D V202上層 :V130)あ り、Ⅲ類には口縁部外面に把手が付 く

もの 1点 (S D Ⅵ104下層 :Ⅵ 032)、 沈線文と刺突文を施すもの 1点 (S D Ⅵ104上層 :Ⅵ l16)がある。

また、底部に円了しを施すものも1点ある (S D V202上 層 :V131)。

は)蓋形土器

蓋形土器は無文を基調とする。

(5)高郭形土器

3点出上 しているうち、 2点は杯脚部境の接合部に断面三角形状の凸帯を貼 り付けている。
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5.調 整

(1)甕形土器

器面調整では、口縁部は内外面共にナデまたはヨコナデ調整を施すものが多数みられる。ただし、

口縁部内面にはヨコ方向のヘラミガキ調整を施すものが、全体の 3割程度ある。

胴部外面には、タテ方向のハケメ調整とヘラミガキ調整を施すものが、ほぼ同数みられる。ヘラミ

ガキの方向は、胴中～下位はタテ方向のものが多 く、斜め方向のものも少数ある。胴上位は、ヨコ方

向のヘラミガキが多 くみられる。胴部内面は、ナデ調整 とヨコ方向のヘラミガキ調整を施すものがあ

り、 1:2の 割合で、ヘラミガキ調整のものが多 くなっている。

底都は、外面にハケメ調整 とヘラミガキ調整を施すものが、ほぼ同数みられる。内面は、大半がへ

ラミガキ調整を施すものになる。

(2)壺形土器

大型品は、日縁部及び頸部外面共にヨコナデ調整とヘラミガキ調整を施すものが、ほぼ同数みられ

る。胴部及び底部は、内タト面共にヘラミガキ調整を施す。

中型品は、 I類～Ⅳ類まで、ほぼ同じ調整方法がみられる。日顕部外面には、ヨコ方向のヘラミガ

キ調整とハケメ調整を施すものがあり、やや前者が多 くみられる。内面は、ナデ調整またはヨコ方向

のヘラミガキ調整を施すが、後者が全体の 6割を占める。胴部は、内外面共にヨコ方向のヘラミガキ

調整を施すものが大半を占める。底部には、内外面共にハケメ調整 とヘラミガキ調整を施すものがほ

ぼ同数みられる。

(3)鉢形土器

口縁部タト面には、ナデ調整またはハケメ調整を施すが、内面には、ナデ調整 とヨコ方向のヘラミガ

キ調整を施すものが 2:1の割合でみられる。胴部外面には、タテ方向とヨコ方向のヘラミガキ調整

を施すものが、ほぼ同数みられ、全体の約8割 を占める。底部は、内外面共にヘラミガキ調整を施す

ものが多 く、ハケメ調整を施すものがごく少量みられる。

(4)蓋形土器

つまみの天丼部内面には、ヘラミガキ調整を施すものがある。口縁部は、内外面共にヨコ方向のヘ

ラミガキ調整を施すものが多 く、ナデ調整またはハケメ調整を施すものが少量みられる。

(5)高杯形土器

高杯形土器は出土点数が少なく、しかも器面が磨減 しているため、調整方法は定かではない。

6.分 析

器種と形態 :出土資料には、奏形土器、重形土器、鉢形土器、蓋形土器、高杯形土器、ミニチュア

土器があり、奏形土器と重形土器が多数を占めていた。一方では、高郭形土器が器種構成に少ないな

がらも組み込まれていたことは注目される。

形態では、甕形土器は口縁部の成形方法が I類～Ⅲ類の 3種類に分類され、当初は I類の割合がⅡ

類に比べ多いが、時期の経過と共にⅡ類の割合が増加する傾向をもつ。

壺形土器の中・小型品は I類～Ⅳ類に4分類され、 I類 (長頸)が全体の 6割を占め、Ⅲ・Ⅳ類が

3割弱、Ⅱ類 (短顎)は 1割にみたない量 となり、形態による比率の違いは明らかである。

鉢形土器は、 I類～Ⅲ類に3分類され、 3者の割合は、中型品では I類 :Ⅱ 類 :Ⅲ 類が 5:3:2

となる。
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よって、壼形土器 と同 じく、形態による比率差が認められる。

なお、大型品ではⅡ類、小型品ではⅢ類が多 くみられた。

甕形土器、壼形土器、鉢形土器の各器種の構成比や器形は、 3条の溝共にほとんど変化はみられない。

□ :次に、施文手法を整理するが、ここでは連鎖状刻目文と沈線文の工具について着目してみる。

1)連鎖状刻目文

本資料のうち、連鎖状刻 目文を施すものは34点 (甕形土器15点 ,壷形土器19点)あ り、比較的多 く

みられる。施文される器種は、甕形土器と壺形土器に限られ、部位は口縁端面と貼 り付け凸帯上に施

される。連鎖状刻 目文は 1列 と2列のものとがあり、前者が多い。

甕形土器では、口縁端面に連鎖状刻 目文を施すものは全体の20/O程度にすぎず、 I類 (2点 )、 Ⅱ類

(8点 )、 Ⅲ類 (2点)があり、Ⅱ類に施文される割合が高い。凸帯上に施文されるものは I類に2点、

Ⅱ類に 1点の計 3点があり、極少数となる。

壼形土器では、 I類 (長頚)の口縁端面に2点 と口縁部内面の凸帯上に施 したもの 2点 とがあり、

両者共に全体の 10/0に もみたない。また、顎部や胴部の凸帯上に施すものもあり、凸帯を貼 り付ける

31点中、連鎖状刻 目文を施すものは15点 (48%)と なり、高い比率を占めている。

連鎖状刻目文は、甕形土器に比べ、重形土器に多数施され、かつ、凸帯上に施すものの割合が高い

ことがわかる。

つづいて、沈線文の施文技法に注目してみる。

2)沈線文技法

本資料では、甕形土器、壼形土器、鉢形土器に直線文や山形文が施文されている。これらの施文の

中には、明らかに2条以上を 1組 とした工具により描いているものがあり、前項では甕形土器と壼形

土器の施文を整理 し、分類を試みた。

技法 bは、 3条の溝共に下層堆積時に出現する。各溝の出土状況をみると、表43か らS D V202で

は下層63点中12点 (190/c)、 中層71点中20点 (280/0)、 S D Ⅵ104で は下層48点中14点 (29%)、 中層40

点中10点 (25%)、 上層83点中24点 (290/0)、 S D Ⅵ105で は下層46点中■点 (24%)、 中層81点中29点

(360/O)、 上層58点中8点 (15%)と なる。沈線文技法を甕形土器 と壼形土器とで比較すると、技法 b

は奏形土器は3条の溝で全体の27%を 占めるのに対 し、重形土器は全体の20%になり、甕形土器が壷

形土器に比べ、やや高い割合を示 している。

技法 cは、 S D V202上層、 S DⅥ 104中 層、 S D Ⅵ105下層堆積時に出現する。表43か ら技法 cの

割合は、 S D V202で は58点中 3点、 S DⅥ 104で は40点中 1点あり、全体の 1割にも満たないが、 S

D Ⅵ 105で は下層堆積時に46点 中 4点 (9%)であったものが、中層堆積時には81点 中16点、上層堆

積時には58点中■点あり、それぞれ全体の200/Oを 占めることになる。

技法 dは 、 S D V202中 層、 S D Ⅵ104上層、 S DⅥ 105下層堆積時に出現する。ただし、その割合

は全体の 10/Oに もみたない。

ここで、各技法の出現時期 と、その組み合わせの違いに着 目すると、 3条の溝出土品は古相・中

相 。新相に3区分することができる (第328～330図、表45)。

古相 :ヘ ラと2条 1組の工具を使用する段階………………………………技法 a tt b

中相 :ヘ ラと2条 1組、 3条以上を 1組 とする工具を使用する段階……技法 a tt b tt c

新相 :前述の 3者に加え、クシ状工具を使用する段階……………………技法 a tt b tt c+d
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弥生時代前期末～中期初頭の上器

古相は S D V202下 層とS DⅥ 104下層堆積時、中相はSDⅥ l髄中層堆積時、新相は S D V202中 層、

S D Ⅵ104上層、 S DⅥ 105下層堆積時の資料を各々あてることができる。

この結果を確認する・ために、土坑出土資料をみてみることにする。

表44か ら、技法 bは土坑 Eを 除くすべての段階にみられ、技法 cは土坑 Dの段階、技法 dは土坑B

の段階になり出現することになる。技法 cと 技法 dは段階が進むにつれ、その割合が増加 しているこ

とが分かる。

したがって、 S D V202と S D Ⅵ104で は中層堆積時、 S D Ⅵ105で は下層堆積時に沈線文技法の変化

があり、さらに、 S D Ⅵ105では中・上層と堆積が進むにつれ、その変化が顕著になったものといえ

る。また、土坑では土坑 Dの段階に中相へ、土坑 Bの段階に新相への変化が溝3条 に対応 してあった

ものとみられる。

表44 土坑出土土器の沈線文技法一覧

�
甕 形 土 器 一霊 形 土 器

b C d 不 明 計 a b d 不明 計

土 坑 F 0 1 0 0 7 8 0 0 0

土 坑 E l 0 0 0 1 0 0 0 4 5

土 坑 D 1 3 2 0 2 l 0 10

土 坑 C 1 5 4 0 4 7 23

土 坑 B 4 4 4 6 8 1

土 坑 A 2 2 3 11 18 2 0 0 7

合  計 7 1(〉4 1 46 84

表45 前期末～中期初頭の上器様相

沈線 文技 法 溝 土 坑 搬入品・外来系土器

前

期

末

～

中

期

初

頭

古

a+b
S D V202下 層

S D Ⅵ104下層

F

(E)

綾羅木Ⅲ(S D V202下 層 )

高槻式(S D Ⅵ104下層 )

城ノ越式 (S KV465:土坑 F)

中

ホロ
a+b+c SDⅥ l髄 中層 C・ D 綾羅木Ⅲ(S K V215:土 坑 D)

新

a+b+c+d

S D Ⅵ202中層～上層

S D Ⅵ104上層

S DⅥ 105下層～上層

A・ B

綾羅木Ⅲ(S D Ⅵ105中 層 )

高槻式 (S K V218:土 坑 B)

城ノ越式

(ξ i中 !!事誓許具)
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外来系土器 :溝出土資料には、外来的要素をもつ土器が 4点ある。搬入品 1′点と外来系土器 3点で

ある。

搬入品は山口県綾羅木遺跡出土品、外来系土器は東北部九州地方の弥生時代前期末に比定される高

槻式土器、前期末～中期初頭に比定される城ノ越式上器に類似するものである。

古相には S D V202下 層出土品V050(綾羅木Ⅲ式相当)と S D Ⅵ104下層出土品Ⅵ016(高槻式上器

模倣品)と があり、中相には出土例がない。新相には S D Ⅵ105中 層出土品Ⅵ197(綾羅木Ⅲ式相当)

とⅥ216(城ノ越式上器模倣品)と がある。

上坑資料には、搬入品 1点 と外来系土器 5点がある。

古相には土坑 Fか ら城ノ越式上器模倣品が 1′点、中相には土坑 Dか ら綾羅木Ⅲ式 (搬入品)1を点が

ある。新相には土坑 Bよ り高槻式上器模倣品 l′点と城ノ越式上器模倣品 2点が、土坑Aよ り城ノ越式

上器模倣品 1点がある。

なお、搬入品・外来系土器については「V弥生時代の搬入品・外来系土器」にて詳細を説明する。

7。 ま とめ

岩崎遺跡の溝 3条 (S D V202・ S DⅥ 104・ S DⅥ 105)か らは、弥生時代前期末～中期初頭 (梅

木編年前期Ⅳ)の良好な資料が得られた。

今回の調査により、前期末～中期初頭には技法 aに加え、まず、技法 bが出現 し、さらに、 3条の

溝の埋没が進むにつれ、技法 cと 技法 dと が順次出現することになる。特に、 S DⅥ 105で は中層か

ら上層へと堆積が進むにつれ、技法 bが減少するのに対 し、技法 cが増加する。

また、技法 dは 出現期には全体の出土量の 10/Oに もみたず、クシ状工具の出現期の様相が良 く分か

る。加えて、弥生時代前期末～中期初頭の施文技法には、ヘラ状工具 (技法 a)と 2条 1組の工具

(技法 b)に よる段階、 3条以上 1組の工具 (技法 c)が加わる段階、クシ状工具 (技法 d)が出現

する段階があり、その変化様相をよみとることができた。

さらには、弥生時代前期末～中期初頭の区分が判断しずらくなっている要因が、器形に大 きな変化

が認められない点にあることも明確になってきた。ただし、器形の全体を把握される資料が今後出土

すれば、この間の形態変化も求められる可能性はある。

以上、岩崎遺跡出土資料の整理と分析を行った。

松山平野内では、来住台地上にて、久米高畑遺跡25次調査地や来住廃寺15次調査地などで該期の資

料が数多 く出上 している。今後は、来住台地出土資料との比較を行い、松山平野における弥生時代前

期末～中期初頭の上器編年の充実を図る必要がある。

〔参考文献〕

名本二六雄 1990「冠山」『遺跡32』

西尾幸則 1993『来住廃寺遺跡第15次調査報告書』松山市文化財調査報告書第34集
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Ⅳ 貝 殻 施 文 土 器

l。 は じめ に

本調査では、弥生時代前期末～中期初頭に時期比定される遺構や包含層中から、貝殻により文様 を

施す土器が18点 出土 した。弥生時代の貝殻文に関する施文は、山口県下関市綾羅木遺跡の調査から、

伊東照雄氏が幾つかの論考を提示 している。その概要は以下のとお りである。

一般に、貝殻文は、貝の表面や内面の各部位を押圧、回転、引 きずって土器の器面に陰刻 してでき

あがった文様である。この貝殻文はすでに縄文時代早期の土器に器面調整や施文貝 として使用され、

地域によって盛衰はあるものの、晩期まで継続 して用いられている。弥生時代では山口県綾羅木遺跡

の例をとれば第Ⅱ式の段階で出現 し、第Ⅲ式 (弥生時代前期末)に は精緻で装飾性が強調され、第Ⅳ

式になり衰退、消滅する。

貝殻文の分布状況は、福岡県遠賀川流域以東から山口県西部の響灘沿岸部に中心をもっており、そ

の影響は九州では大分県、福岡県、佐賀県、熊本県宇土市、長崎県五島列島、鹿児島県西域、日本海

側では島根県、鳥取県、京都府丹後半島まで北上 している。瀬戸内海側では兵庫県、香川県沿岸部か

ら大阪府にまで至っている。

弥生土器に用いられる施文原体は、主として二枚貝の腹縁 を用いて、押圧、回転、引きず りな力ゞ ら

施文される。特に、鋸歯状の圧痕からベンケイガイ・タマキガイの使用頻度が最 も高い。この貝は現

在でも響灘沿岸の下関市武久町で、水深 5～ 10mに群をなして生息 しているといわれるが、現在まで

下関市の弥生時代遺跡からの発見例は少なく、弥生人の食料源の直接の対象からはほど遠いものと推

測されている (『弥生文化の研究 3』 )。

ここでは、岩崎遺跡出土の貝殻文を施 した土器を器種や形態、文様のほか、施文原体である貝殻の

種類について、整理を行 うことにする。

2.資  料 (第331図 、熱 6、 図版82・ 83)

調査では、18点 の貝殻施文土器が出上 し、出土地点は溝 4条 (S D V201。 S D V202・ SDⅥ
104・ S DⅥ 105)か ら6点、土坑 8基 (土坑 B～ E)か ら10点 、第Ⅵ層中から2点である。出土した

貝殻施文土器は第331図 と表46に まとめた。

(1)溝 出土品 :溝からは、 S D V201よ り蓋形土器 (V472)1点が出土 している。 S D V201は 古

代、 8世紀中～後葉に時期比定される溝であるが、溝基底面から弥生前期末～中期初頭の上坑が校 出

されたことや、埋土中より該期の上器が出上 したことから、蓋形土器はこれらの遺構や遺物に伴うも

のとみてよい。V472は 、天丼部外面に貝殻腹縁による縦・横方向の直線文と山形文を施 している。

S D V202か らは壼形土器の肩部片 (V086)1′点が出上 し、貝殻腹縁による羽状文と、その上下に

ヘラ描きの直線文を施 している。 S D Ⅵ104か らは、壼形土器の肩～胴部片 (Ⅵ 027)が出土 した。肩

部と胴部には凸帯 (連鎖状刻 目文)を貼 り付け、肩部～胴上部には貝殻腹縁による縦方向の直線文 2

条と、弧文 2条、胴部中位には弧文 2条 を施 している。

S DⅥ 105か らは 3点が出土 した (Ⅵ 206～ 208)。 Ⅵ206は 壺形土器の肩部片で、弧文 5条 を施す。

Ⅵ207・ 208は小片で、Ⅵ2071ま 弧文 2条、Ⅵ2081ま 貝殻腹縁による木葉文と、ヘラ描 きの直線文を施 し

ている。
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(2)土坑出土品 :土坑からは10点の貝殻施文土器が出上 している。内訳は土坑 Eが 1点、土坑Dが

1点、土坑 Cが 2点、土坑Bが 6点である。

土坑 Eでは、 S KⅥ 193よ り壷形土器の胴部片 (Ⅵ275)が出上 した。凸帯 (連鎖状刻 目文)を貼 り

付け、凸帯上方に2列の押圧文を施 し、押圧文の上下に貝殻腹縁による直線文を2条ずつ施 している。

土坑Dでは、 S K V215よ り壷形土器の肩部小片 (V192)が出土 した。貝殻腹縁による羽状文と、

ヘラ描きの直線文を施す。胎土や色調が在地のものではなく、搬入品である。

土坑 Cでは、 S K V221よ り壺形土器の胴部片 (V222)が 出上 した。胴部中位には 3条の凸帯 (押

圧)を貼 り付け、凸帯上方にヘラ描きの直線文と貝殻腹縁による斜格子目文、凸帯下方にはヘラ描 き

の直線文と貝殻腹縁による重弧文を施 している。 S K V310か らは壼形土器の肩～胴部片 (V234)が

出上 した。胴部中位には凸帯 (連鎖状刻目文)を貼 り付け、凸帯の上下方、頚部、肩部にはそれぞれ

ヘラ描きの直線文を施す。直線文間には貝殻腹縁による弧文 2条を施 している。

土坑Bでは、S K V202よ り壼形土器の肩部片 (V252)力 S出土し、顎部付近には直線文 5条を施し

ている。 S K V218か らは、壷形土器の胴上部の小片 (V281)が出上し、ヘラ描きによる直線文と、

貝殻腹縁による斜格子目文、直線文間には貝殻腹縁による木葉文と縦方向の直線文を施している。

表46 岩崎遺跡出上の貝殻施文土器一覧

遺物番号 区 出 土 地 点 器 種 部 位 貝 殻 施 文 貝 種 他 の 施 文 備  考

V472 V S D V201 蓋 天丼部外面 縦・横直線文+山形文 タマキガイ 1/2の 残存

V086 V S D V202(中 層)
一霊 肩部 羽状文

タマキガイか
ベンケイガイ 直線文 小片

Ⅵ027 Ⅵ S DⅥ ll14(下層)
｝霊 肩～胴部 縦直線文十重弧文

タマキガイか
ベンケイガイ 直線文十凸帯文(連鎖状)

Ⅵ206 Ⅵ S DⅥ 105(中 層) 霊 肩都 重弧文 タマキガイ

Ⅵ207 Ⅵ S DⅥ 105(中 層) 霊 月同吉【 重弧文 タマキガイ 直線文 小片

Ⅵ208 Ⅵ S DⅥ 105(中 層) 霊 肩部 木葉文 タマキガイ 直線文 小片

lI1275 Ⅵ S KⅥ 193(上 坑E) 一霊
笠
ロ

同
＝ 直線文 タマキガイ 凸帯文 (連鎖状 )

V192 V S K V215(土 坑D) 霊 肩部 羽状文 不 明 直線文 搬入品

V222 V S K V221(土 坑C) 一望
立
ロ

日
円 斜格子 目支+重弧文 タマキガイ 凸帯文 (押圧 )

V234 V S K V310(上 坑C) 望 肩～胴部 重弧文 タマキガイ 直線文+凸帯文(連鎖状)

V252 V S K V202(上 坑B) 霊 肩部 直線文 タマキガイ

V281 V S K V218(土 坑B) 一霊
一立
ロ

日
ＩＢＩ
日 縦直線文十木葉文十斜格子日文 タマキガイ 直線文 小片

V1317 Ⅵ S KⅥ 183(土坑B) 霊 日縁部内面 直線文十山形文 タマキガイ 直線文+凸帯文(連鎖状)

Ⅵ321 Ⅵ S KⅥ 183(土坑B) 士霊
立
ロ

筒
円 重弧文 タマキガイ 直線文+凸帯文(連鎖状)

lT1322 Ⅵ S KⅥ 183(土坑B) 霊
立
ロ

筒
円 重弧文 タマキガイ 小片

M347 Ⅵ S KⅥ 189(土坑B) 一霊 頸～胴部 直線文+山形文 タマキガイ 凸帯文 (連鎖状 ) ]縁部のみ欠態

l1412 Ⅵ 第Ⅵ層 霊
立
ロ

ロ
円 重弧文 タマキガイ 直線文 小片

Ⅵ413 Ⅵ 第Ⅵ層 霊 月同吉呂 直線文十木葉文 タマキガイ 片′
‐
句
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第331図 岩崎遺跡出上の貝殻施文土器
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貝殻施文土器

S K Ⅵ183か らは、壺形土器の口縁部片 1点 と胴部片 2点が出土した。V317は 口顎部片で、頸部に

は凸帯 (連鎖状刻 目文)と 直線文、口縁部内面に凸帯をもつ。口縁部内面の凸帯上方には貝殻腹縁に

よる直線文 3条 と山形文 3条 を施す。Ⅵ321は胴部片で、凸帯 (連鎖状刻 目文)を貼 り付け、凸帯上

方には直線文 8条 と貝殻腹縁による弧文 3条 を施す。Ⅵ322は胴部小片で、弧文 3条 を施す。 SKⅥ

189か らは、ほぼ完形の壷形土器 (口縁部を欠損)が出上した。Ⅵ347は外反する口縁部をもつもので、

頸部と肩部に 1条、胴部に2条の凸帯 (連鎖状刻目文)を貼 り付け、口縁部内面にも凸帯を貼 り付け

る。凸帯を除 く施文は、いずれも貝殻腹縁によるもので、頸部、肩部、胴部には直線文、胴部上位に

は山形文3条を施す。

(3)第 Ⅵ層出土品 :第Ⅵ層中からは 2点が出土 した。Ⅵ412・ Ⅵ4131よ壺形土器の胴部小片で、Ⅵ

412はヘラ描きの直線文と、直線文間に貝殻腹縁による弧文 2条を施す。Ⅵ413は貝殻腹縁による木葉

文と直線文 2条 を施す。

3.分 析

18点の貝殻施文土器のうち、胎土が在地のものと明らかに異なるものが 1点ある。ここでは、搬入

品と在地上器とに分けて、器種、器形、施文部位や文様、貝殻の種類について整理する。

(1)搬入品

S K V215(土 坑D)出上の壺形土器の肩部片 (V192)は 、貝殻腹縁による羽状文とヘラ描きによ

る直線文を施 している。施文原体である貝殻の器種は限定できなかった。胎土や色調、文様の特徴か

ら、山口県綾羅木遺跡出上のものに類例を求めることができる。

(2)在地土器

1)器種と形態

貝殻文の施された器種は、 S D V201出 土の蓋形土器を除くと、いずれも壺形土器に限られている。

重形土器の形態は頚部が長 く外反、タト傾するものに限る。

2)施文部位

蓋形土器 (V472)は 壷形土器用で、つまみ部分を除 く器面外面に貝殻文を施 している。壼形土器

は、頸部や肩～胴部に施す ものが大半を占め、口縁部内面に施文されているものが 1点 (Ⅵ 317)あ

る。また、胴部の上位から中位までに施文されるものが多 く、凸帯 (連鎖状刻目文)を貼 り付ける土

器に施文されるものが 6点ある。

3)文 様

文様は直線文・山形文・弧文・羽状文・木葉文・斜格子目文があり、 2種類以上の文様を組み合わ

せたものが17点 中 7点ある。 2種類以上の文様が組み合うものは 5種類 (A類～E類)がある。

A類は直線文十山形文 (3点 )、 B類は直線文十弧文 (1点 )、 C類は直線文十木葉文 (1点 )、 D

類は直線文と木葉文+斜格子目文 (1点 )、 E類は斜格子目文十弧文 (1点)と なる。

なお、貝殻文のみを施す土器は小片を含めると5点あり、貝殻と貝殻以外の工具による施文と組合

うものが12点ある。
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調 査 の 成 果

4)貝殻種

施文 された線刻形状 をみると、いずれ も鋸歯状の圧痕が認められる。刻 目は小 さく、片側のみに圧

痕が残 っている。線刻形状 と弧文の大 きさから、本調査出上の貝殻施文に使用 された貝は、大半が タ

マキガイで、このうち 2点 (V086、 Ⅵ027)はベ ンケイガイの可能性がある。

4。 まとめ

本調査では、弥生時代前期末～中期初頭の時期に、貝殻文を施 した土器が、壷形土器293点 中17点

(60/O)と なり、貝殻施文土器は極めて少ないことが判明した。

貝殻施文土器のうち、胴部に凸帯 (連鎖状刻 目文)を施すものが 6点ある。この施文方法は、松山

平野、特に来住台地上の遺跡で出土する弥生時代前期末～中期初頭の土器に数多 くみられるものであ

る。一方では、貝殻施文土器の中に 1点の搬入品と、岩崎遺跡の中に、山口県あるいは東北部九州地

方からの壺形土器や鉢形土器の搬入品が認められる。これ等のことは、貝殻による施文方法が、山口

県や東北部九州地方から直接的あるいは間接的に伝わり、在地の土器の施文手法に取 り入れたものと

推測させるものである。

また、施文原体であるタマキガイやベンケイガイは、本調査検出の遺構や包含層からは 1点 も出土

していない。これまで、松山平野における弥生時代遺跡の調査でも、二つの貝の出土例はない。さら

に、生物の研究者に聞くと、現在の生息状況は、伊予灘での生存が確認されており、当時、二つの貝

が伊予灘に生息 していてもおかしくないとの見方もある。したがって、松山平野では、施文用の貝は

搬入と採集の二つが考えられてくる。

今後は、弥生時代を通 して貝殻施文土器の分析を行う必要があろう。
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V 弥生時代の搬入品・外来系土器

1.は じめ に

本調査では、弥生時代前期末～中期初頭に時期比定される3条の溝 (S D V202・ S DⅥ 104・ SD

Ⅵ105)や土坑、土器溜まり、第Ⅵ層中から、外来的要素をもつ土器が12点 出上 した。これらの土器

には、形態と胎土が在地のものとは明らかに異なる搬入品と、胎土は変わらないが、形態が在地にみ

られない外来系土器とがある。

加えて、弥生時代中期～後期の包含層である第V層中からも、外来的要素をもつ土器が 3点出土 し

ている。ここでは、外来系要素をもつ土器について整理を行うことにする。

2.資  料 (第333図、熱 7)

(1)前期末～中期初頭の上器

1)搬入品

①形態や胎土より、綾羅木遺跡の綾羅木Ⅲ式に比定される土器で、周防灘周辺地域からの搬入品。

溝 S D V202下 層出上の鉢形土器V050は 、口縁外端部に断面長方形状の粘土紐を貼 り付けて口縁部

を成形する。溝 S DⅥ 105中層出土の壷形土器Ⅵ197は 、口縁端部内面に断面三角形状の凸帯を貼 り付

けている。

S K V215(土坑D)出上の壷形土器の肩部片V192は 、貝殻腹縁による羽状文と、ヘラ描きの直線

文を施す。

土器溜まりS X V301出 上の鉢形土器V353は 、口縁外端部に断面長方形状の粘土紐を貼 り付けるこ

とで口縁部を成形 し、口縁部下に耳状の把手が付 く。

表47 岩崎遺跡出上の搬入品・外来系土器一覧

遺物番号 区 出 土 地 点 器 種 部 位 搬 入 品 外来系土器 備  考 時 期

V050 V S D V202下 層 鉢 口縁部 山  口 綾羅木Ⅲ式 前期末～中期初頭

M016 Ⅵ S DⅥ 104下層 甕 底部 東北部九州 高槻式 前期末

Ⅵ197 Ⅵ S DⅥ 105中 層 更 口縁部 山  口 綾羅木Ⅲ式 前期末～中期初頭

Ⅵ216 Ⅵ S D Ⅵ105中 層 鉢 口縁部 東北部九州 城ノ越式 中期初頭

V146 V S K V465(土坑 F) 霊 口縁部 東耳ヒ部九州 城ノ越式 中期初頭

V192 V S K V215(土坑 D) 亜 肩部 山  口 綾羅木Ⅲ式 前期末～中期初頭

V244 V S K V460(土坑 B) 甕 底部 東北部九州 城ノ越式 中期初頭

V278 V S K V218(土坑 B) 霊 口縁部 東北部九州 高槻式 前期末

V282 V S K V218(土坑 B) 鉢 口縁部 東北部九州 城ノ越式 中期初頭

V318 V S K V445(土坑A) 壼 口縁部 東北部九州 城ノ越式 中期初頭～前葉

V353 V S X V310 鉢 口縁部 山  口 綾羅木Ⅲ式 前期末～中期初頭

V409 V 第Ⅵ層 一霊 口縁部 東北部九州 城ノ越式 前期末～中期初頭

V1526 Ⅵ 第V層 高郭 脚部 吉 備 中期後半

M543 Ⅵ 第V層 一霊 肩部 讃  岐 後  期

Ⅵ548 Ⅵ 第V層 質 口縁部 山 陰 後期末
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調 査 の 成 果

②形態や胎上、色調より東北部九州地方、城ノ越式土器に類例を求めることができる土器。

V区第Ⅵ層出土の壼形土器V409は、口縁部は大きく外反し、回縁端部内面に丸味のある断面三角

形状の凸帯を貼 り付ける。胎土は密で、色調は乳黄色を呈する。

2)外来系土器

①形態的特徴から、東北部九州地方で弥生時代前期末とされる高槻式上器に類似するが、胎土や色

調は在地のもの。

溝 S D Ⅵ104下層出上の甕形土器Ⅵ016イま、上げ底を呈し、器壁が厚いものである。

土坑 S K V218(土坑B)出上の壷形土器V278は 、口縁端部内面に丸味のある断面三角形状の凸帯

を貼 り付ける。胎土は密で、色調は灰褐色を呈する。

②形態的特徴から、東北部九州地方で弥生時代中期初頭とされる城ノ越式上器に類似するが、胎土

や色調は在地のもの。

第332回 岩崎遺跡出上の投入品 。外来系土器
(S=1:3)

＼ 甕形土器 壺 形 土 器 鉢 形 土 器 高郭形土器
地
域

前

期

末

～

中

期

初

頭

Ⅵ197●

稲ヽ
V192●

山

回

V409●

諏
=

V278▲

☆

東

北

部

九

州

中
　
期

Ⅵ526▲
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口
　
腔
開

後

　

期

Ⅵ548▲

山

陰

牛型半帝み
Ⅵ543●

讃

岐

(● :搬入品  ▲:タト来系土器)
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弥生時代の搬入品・外来系土器

土坑 S K V465(土 坑F)出土の壼形土器V146は 、口縁部内面に丸味のある断面三角形状の凸帯を

貼 り付ける。凸帯上面は平坦になる。

土坑 S K V460(土 坑B)出上の甕形土器V244の 底部は、筒状に延びる厚みのある上げ底となる。

土坑 S K V218(土坑B)出土の鉢形土器 V282は 、日縁部が逆「 L」 字状 となり、口縁部外面には、

接合の際の指頭痕が顕考に残る。

溝 S D Ⅵ105中 層出土の鉢形土器Ⅵ216は、口縁部が断面「コ」字状に仕上げるが、胴部の張 りが強

い点はやや新 しい要素をもち、弥生時代中期初頭～前葉のものに類似する。

土坑 S K V445(土 坑A)出土の壺形土器V318は 、口縁部が逆「 L」 字状に折れ曲が り、日縁端部

は「コ」字状に仕上げる。Ⅵ216と 同様、弥生時代中期初頭～前葉のものに類似する。

(2)中期の土器

1)搬入品 この時期には搬入土器はない。

2)外来系土器 Ⅵ区第Ⅵ層出上の高郭形土器Ⅵ526は 、脚端部が跳ね上が り、内面にケズリ痕を

持つことより、吉備地方の影響を受けたものであるが、色調や胎土は在地のものである。中期後半。

(3)後期の上器

1)搬入品 Ⅵ区第Ⅵ層出土の壺形土器Ⅵ543は、細長頸壷の肩部で、波状文を施す。胎土は密で、

角閃石を含んでお り、色調は灰色を帯びる褐色である。形態や胎土は、讃岐地方に類例があり、同地

方のものか。

2)外来系土器 Ⅵ区第Ⅵ層出上の壼形土器Ⅵ548は 、複合口縁壼で、口縁部の折 り曲げが強 く、

日縁端部は直立気味に立ち上がる。形態の特徴は山陰地方のものに類似するが、胎土や色調は在地の

ものである。後期末。

3。 ま とめ

本調査では、弥生時代前期末～中期初頭、中期後半、後期に時期比定される土器の中に、外来的要

素をもつ土器が15点 出土 している。

出土量は、前期末～中期初頭が12点 、中期後半が1点 、後期が 2点であ り、前期末～中期初頭が最

も出土量が多い。これは、遺跡出土の土器量が関係 しているためである。

次に、時期 と地域をみると、前期末～中期初頭では、山口地方と東北部九州地方、中期後半では吉

備地方、後期では山陰地方 と讃岐地方からのものがある。これをみると、前期末～中期初頭は松山平

野より西側、中期～後期は松山平野の北 。東側の地域 と関係 していることがわかってくる。

器種は、前期末～中期初頭では壺形土器が 6点、鉢形土器が 4点、甕形土器が 2点あり、壺形土器

と鉢形土器の割合が高 く、中期～後期では壺形土器と高杯形土器の二種類 となり、甕形土器と鉢形土

器はない。前者と後者とでは、器種に差が認められてくる。

今回の調査では、前期末～中期初頭には、山口地方や東北部九州地方といった周防灘西岸地域、中

期～後期には、中国・四国地方からの搬入品とその影響が認められた。これは、松山平野における他

地域 との交流・交易を知るうえで貴重な資料 となるものである。また、弥生時代前期末～中期初頭の

松山平野、下関市一帯、北九州市の土器編年がより詳細になれば、周防灘西岸地域 との時間的併行関

係は整理がつ くものといえる。
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Ⅵ 弥生時代前期末～中期初頭の石器

1.は じめに

調査では、土器に伴って石器が数多く出上した。特に、弥生時代前期末～中期初頭に時期比定され

る遺構内からは、様々な器種の石器が多数出上している。ここでは、弥生時代前期末～中期初頭に時

期比定される3条の溝 (S D V202・ S D Ⅵ104・ S DⅥ 105)と 土坑 (土坑A～土坑F)か ら出上し

た石器を整理・検討し、松山平野における弥生時代前期末～中期初頭の石器の基礎資料を提示するも

のである。

2.資 料

本調査では、弥生時代前期末～中期初頭の溝 3条と土坑185基から56点 の石器が出土した (表48)。

(1)器種構成と比率

器種には、石鏃、石庖丁、加工斧、伐採斧、砥石、石剣、独鈷石、敲石、磨石、石皿、スクレイパ

ー、石器素材がある。

器種組成は、石鏃 6点 (溝 2点、土坑 4点 )、 石庖丁11点 (溝 4点、土坑 7点 )、 扁平片刃石斧 4点

(溝 1点、土坑 3′点)、 柱状片刃石斧 6点 (溝 4点、土坑 2点 )、 伐採斧 7点 (溝 4点、土坑 3′点)、 砥

石 3点 (土坑 )、 石剣 2点 (溝 )、 独鈷石 1点 (溝 )、 磨石 1点 (土坑)、 敲石 1点 (土坑 )、 石皿 1点

(土坑)、 スクレイパー13点 (溝 7点、土坑 6点 )、 石器素材 1点 (土坑)と なる。各器種の比率をみ

ると、石庖丁が約 3割 となり、全体の中で占める割合が高い。

表48 溝・土坑出上の石器組成

(2)器種と形態

本稿では、実浪1図 を掲載した38点 を分析対象とし、資料は第333。 334図 と表49に掲示 した。使用す

る資料は、溝からの18点 と土坑からの20点の石器である。

ここでは、器種ごとに材質や形態的特徴、製作過程について整理する。

① 石鏃

石鏃は 6点あり、溝からは2点 (S D V202下層 :V057、 S D Ⅵ104下層 :Ⅵ 035)、 土坑からは 4

出I:地 中`＼聖と種石鏃 石庖丁
I「B平 片 刃

石  斧

柱】犬井1‐ 刃
イ「 斧 伐採斧 砥 石 石剣 独鈷石 磨石 敲石 石 皿 スクレイパー 石器素材 計

S D V202下層 l l 0 0 0 0 0 0 3 0 5

S D V202中層 0 1 1 0 ユ 0 0 0 ユ 0 4

S D V202上 層 1 0 0 0 0 0 0 0 1

S DⅥ 104下 層 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2

S D Ⅵ104中 層 0 0 0 l 1 0 0 0 0 1 0 3

S D Ⅵ104上 層 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3

S D Ⅵ105中 層 0 2 ユ ユ 0 1 1 0 0 0 1 0 7

土 坑 F 0 0 1 0 0 0 0 0 0 l 1 0 3

土 坑 D 0 0 0 0 0 l 0 0 0 0 0 5 0 6

土 坑 C 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 ユ 6

土 坑 B 2 2 1 1 1 2 0 0 0 0 0 9

土 坑 A 1 3 0 0 2 0 0 0 ユ 0 0 ，
‘

計 6 4 6 7 3 2 1 ユ 1 l 13 1 56
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弥生時代前期末～中期初頭の石器

点 (土坑 Al点 :Ⅵ 375、 土坑B2点 :V261・ Ⅵ338、 土坑Cl点 :V225)が出土 している。すべて

打製の石鏃で、石材はサヌカイ トを使用 している。形態の特徴 より、凹基無茎鏃 と平基無茎鏃の 2者

に分類され、それぞれ 3点ずつが出土 している。このうち、 S D Ⅵ104下層出土品Ⅵ035は 二等辺三角

形を呈する小型品で、表・裏面共に全面敲打を施 してお り、縄文的な特徴を残 している。他の 5点 は

いずれも初景↓離面を残 している。

法量でみると、V057は 、長さ4.Ocm、 幅2.lcm、 厚 さ411mを 測る大型品であるが、他は長さ1.4～ 2.4

cm、 重量0.2～ 1.Ogを測る小型品である。

② 石庖丁

石庖丁は10点 あり、溝からは4点、土坑からは6点が出土している。溝出上の4点はすべて製品で、

土坑出土品 6点のうち、 2点は未製品である (土坑A:Ⅵ 368、 土坑B:Ⅵ 352)。 ここでは、製品と

未製品とに分けて、形態や製作手法について説明する。

表49 溝 。土坑出上の石器一覧

遺物番号 出 土 地 点 器  種 石  材 形 能
心

製  品 未 製 品 備  考

V057 S D V202下 層 石 鏃 サヌカイ ト 凹基無茎式 ○

Ⅵ035 S DⅥ lM下層 石 鏃 サヌカイ ト 平基無茎式 ○

V225 S K V425 土坑 C) 石  鏃 サヌカイ ト 凹基無茎式 ○

V261 S K V217 土坑 B) 石 鏃 サヌカイ ト 平基無茎式 ○

�1338 S KⅥ 190 土坑 B) 石 鏃 サヌカイ ト 平基無茎式 ○

M375 S KⅥ 177 土坑A) 石 鏃 サヌカイ ト 凹基無茎式 ○

V058 S D V202下 層 石庖丁 (打製 サヌカイ ト 長方形 ○

�1123 S DⅥ 104上層 石庖丁 (磨製 緑色片岩 長方形 ○ 偏両刃

�1229 S D Ⅵ105中 層 石庖丁 磨 製 緑色片岩 外湾刃半月形 ○ 偏両刃

V1230 S D Ⅵ105中 層 石庖丁 磨 製 緑色片岩 長方形 ○

M314 S K Ⅵ187(土坑 C) 石庖丁 磨 製 緑色片岩 長方形 ○ 偏両刃

V302 S K V416(土坑 B) 石庖丁 磨製 結晶片岩 杏仁形 ○

W1352 S KⅥ 189 土坑 B) 石庖丁 磨製 緑色片岩 長方形 ○

M368 S K Ⅵ176 土坑A) 石庖丁 磨製 緑色片岩 杏仁形 ○

V1374 S K Ⅵ177(土坑A) 石庖丁 磨製 変成岩 長方形 ○

W1388 S KⅥ 199(土坑A) 石庖丁 磨 製 緑色片岩 直線刃半月形 ○

�1231 S DⅥ 105中 層 扁平片刃石斧 緑色片岩 断面―長方形 ○

V149 S K V204 土坑 F) 扁平片刃石斧 緑色片岩 断面―長方形 ○ ほぼ完形

V211 S K V201 土坑 C) 扁平片刃石斧 緑色片岩 ○

�狂332 S KⅥ 158(土坑 B) 扁平片刃石斧 緑色片岩 ①

V101 S D V202中 層 柱状片刃石斧 緑色片岩 ○

V135 S D V202上 層 柱状片刃石斧 緑色片岩 ○ 快入 り

WI068 S DⅥ 104中 層 柱状片刃石斧 緑色片岩 断面―長方形 ○

M233 S DⅥ 105中 層 柱状片刃石斧 緑色片岩 ○

�1290 S K Ⅵ144 土坑 C) 柱状片刃石斧 緑色片岩 断面―台形 ○ 偏両刃
「ヽ315 S K V433(上坑 B) 柱状片刃石斧 変成岩 ○

�1069 S D Ⅵ104中 層 伐採斧 安山岩 断面―楕円形 ○

W1124 S DⅥ 104上層 伐採斧 変成岩 ○

W1125 S DⅥ 104上層 伐採斧 変成岩 断面―楕円形 ○

W1324 S K Ⅵ183 土坑 B) 伐採斧 緑色片岩 断面―楕円形 ○

V102 S D V202中 層 石  剣 層界岩 断面―ひし形 ○ 搬入品

V1232 S D Ⅵ105中 層 石  剣 緑色片岩 ○ 転用品
/ヽ199 S K V462(土坑 D) 砥  石 砂  岩 ○ 携帯品

V1342 S KⅥ 180(土坑 B) 砥  石 石英粗面岩 ○

V215 S K V437 土坑 C) 石器素材 緑色片岩

W1234 S DⅥ 105中 層 独鈷石 安山岩 ○

W1070 S D Ⅵ104中 層 スクレイパー 不  明

Ⅵ280 S KⅥ 139(土坑 D) スクレイパー サヌカイ ト
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調 査 の 成 果

i)製 品

製品は 8点あり、溝からは S D V202下 層より1点 (V058)、 S DⅥ 104上層より1点 (Ⅵ 123)、 S

D Ⅵ105中層より2点 (Ⅵ 229・ Ⅵ230)が出土 している。上坑からは、土坑 Cよ り1点 (Ⅵ 314)、 土

坑 Bよ り1点 (V302)、 土坑Aよ り2′点 (Ⅵ 374・ Ⅵ388)が出土 している。

平面形態より4種類に分類され、直線刃半月形態 1点 (Ⅵ 388)、 外湾刃半月形態 1点 (Ⅵ 229)、 杏

仁形態 1点 (Ⅵ 368)、 長方形態 4点 (V058・ Ⅵ123・ Ⅵ230,Ⅵ 314・ Ⅵ374)と なる。

石材は、V0581ま サヌカイ トを使用するが、他の 7点 は、在地産の変成岩を使用 している。なお、

V058は打製、他はすべて磨製の石庖丁である。

貫孔はすべて敲打により両面から施されているが、貫孔箇所以外にも貫孔に伴うと思われる敲打痕

を残すものが 2点 (V302・ Ⅵ374)あ る。

刃部の作 りは、 5点 (V058・ V302・ Ⅵ230・ Ⅵ374・ Ⅵ388)は片刃である。このうち、V058は側

部に狭 りはなく、両側部共に折れている。刃部には敲打を施すが、背部は層状の剰離がそのまま残る。

第333図 清出土の石器
(石鏃 :S=1/6,石鏃以外 :S=1/10)
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弥生時代前期末～中期初頭の石器

したがって、 V058は典型的な打製石庖丁 とは異 なるが、それを意識 した作 り方 になる。他の 3点

(Ⅵ 123・ Ⅵ229・ Ⅵ314)の刃部は片面の鏑が明瞭で、 もう片面にも不明瞭な鏑 をもち、いわゆる偏両

刃 になっている。

�)未製品

未製品は、土坑 Bよ り1点 (Ⅵ 352)と 、土坑 Aよ り 1点 (Ⅵ 368)の あわせて 2点が出土 している。

平面形態は、Ⅵ3521ま長方形、Ⅵ3681ま 杏仁形 を呈する。石材は両者共 に在地産の変成岩 を使用 してい

る。

未製品 2点は、明 らかに敲打段階に破損 した と思われる ものである。Ⅵ352は 刃部 を製作す る前 、

つ ま り、打裂が終了す る前の段階で、背部寄 りに貫孔のための敲打 を施 している。一方、Ⅵ368は刃

部 を製作 した後、貫孔箇所 を除 き、研磨 を施 している。 これ らのことか ら、石器の製作過程 には貫孔

(敲打)前に刃部 を作 り出す方法 と、刃部 を作 り出 した後、貫孔 を行 う方法の 2種類 を認めることが

で きる。

第334図 土坑出土の石器

(石鏃 :S=1/8.石鏃以外 :S=1/10)
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調 査 の 成 果

③ 加工斧

加工斧は、扁平片刃石斧 4点 と柱状片刃石斧 6点が出土 している。

i)扁平片刃石斧

扁平片刃石斧は、溝から 1点 (S DⅥ 105中 層 :Ⅵ 231)、 土坑 Fか ら 1点 (V149)、 土坑 Cか ら 1

点 (V211)、 土坑 Bか ら 1点 (Ⅵ332)が出上 した。

平面形態は、すべて基部に比べ刃部の幅が広 く、側面はやや九味を帯びている。法量では、Ⅵ332

は長さ5 8cmを 測るやや大型品であるが、他の 3点は、長さ2.8～ 3 8cmを 測るものである。厚さは、Ⅵ

231は 711mを測るが、他の 3点は厚 さ2～ 31mと なる。

刃部は、Ⅵ231は 明確に作 り出されてお り、錦は明瞭であるが、他の 3′点は明確に作 り出されてい

ないため鏑は不明である。研磨は、Ⅵ231は全面に丁寧に施されているが、他の 3点は入念ではない。

このうち、V149と Ⅵ332の 2点は、基部と基部寄 りの側面は製作途中で破損 しているが、そのまま研

磨を施 して仕上げている。

4点の扁平片刃石斧のうち、Ⅵ231は厚みがあり、鏑は明瞭であることや、全面に丁寧な研磨を施

していることから、九州地方の形態を意識 した作 り方になっている。

石材は、すべて在地産の緑色や青緑色の変成岩類を使用 している。

�)柱状片刃石斧

柱状片刃石斧は、溝から4点 (S D V202中層 :V101、 S D V202上層 :V135、 S D Ⅵ104中層 :

Ⅵ068、 S D Ⅵ105中層 :Ⅵ 233)、 土坑 Cか ら1点 (Ⅵ 290)、 土坑 Bから 1点 (V315)が出上 した。

出土 した 6点中 3点 (V101・ V315。 Ⅵ233)イよ破損品である。 V1351ま 袂 りをもつもので、袂 りは

角が丸 く、狭 り中央部分はやや膨 らんでいる。狭入柱状片刃石斧の形態では、やや新 しい段階の特徴

を示 している。Ⅵ2901ま ノミ形の石斧で、基部にまで研磨が及ぶ。総 じて側面は九 く、面取 りはあま

い。石材はいずれも、緑色や青緑色を呈する在地産の変成岩類を使用 している。

④ 伐採斧

伐採斧は 4点 出土 している。内訳は溝 S D Ⅵ104中層より1点 (Ⅵ 069)、 S D Ⅵ104上層より2点

(Ⅵ 124。 Ⅵ125)、 土坑 Bか ら 1点 (Ⅵ 324)である。すべて破損品で、断面形態は楕円形状を呈して

いる。Ⅵ069のみ、刃部が基部に比べて幅が狭 くなっている。4点の伐採斧のうち、Ⅵ124は小型品で、

基部に敲打痕を残すことから、破損 した後、 くさびとして使用された可能性がある。

石材は、在地産の変成岩を使用 したもの 3点 (Ⅵ 124・ Ⅵ125・ Ⅵ324)と 、安山岩を使用 したもの

1点 (Ⅵ o69)と がある。

⑤ 石剣

石剣は S D V202中層 とS D Ⅵ105中層より、それぞれ 1点ずつ出土 している。 S D V202出土品V
102は 、層界岩製の石材を使用 したもので、断面形態はひし形を呈するが、片面の鏑は不明瞭である。

同様の石材を使用 したとみられる石剣が、持田町 3丁 目遺跡の土坑 S K32よ り出上 している。この石

材は在地にはみられず、搬入品と考えてよい。 s DⅥ 105出 土品Ⅵ232は 、関は認められるが、両狽‖面

及び器表面に敲打痕を残すことから、製作途中に破損 し、石庖丁に転用 したものと推測される。石材

は在地産の変成岩を使用 している。
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弥生時代前期末～中期初頭の石器

⑥ その他

このほか、土坑Dと 、土坑Bか ら砥石が 1点ずつ (V199。 Ⅵ342)と 、土坑Cか ら石器素材 1点

(V215)が出土し、溝からは独鈷石が 1点 (S DⅥ 105中 層 :Ⅵ 234)と サヌカイトの刹片1点 (SD
Ⅵ104中 層 :V070)が出土している。また、土坑Dか らもサヌカイトの最J片が 1点出土している (Ⅵ

280)。

砥石Ⅵ342は平面形態が矩形で、 4面の研磨面をもつ。V199は小型品で、携帯用と考えられるもの

である。石材は、Ⅵ342は石英粗面岩、V199は 砂岩を使用 している。独鈷石Ⅵ2341ま製品で、片狽Iは

破損 している。中央部に節をもたず、帯状に敲打により凹ませて、突起状の高まりを作 り出している。

したがって、典型的な独鈷石ではない。石材は安山岩を使用 している。

3。 ま とめ

本稿で扱った資料は、弥生時代前期末～中期初頭に時期比定される溝 と土坑に伴うものである。各

器種でみると、以下の 5点が特筆すべ き事柄である。

(1)磨製石鏃が未出土 :石鏃は 6点が出土 したが、すべてサヌカイ ト製の打製石鏃であつた。縄文

時代晩期にはサヌカイトと黒曜石の二者が使用されてお り、石材の単一化がみられる。

(2)打製石庖丁と磨製石庖丁が共存 し、磨製品は平面形態が多形式化する :石庖丁は平面形態で直

線刃半月形態、外湾刃半月形態、杏仁形態、長方形態の四種類があり、弥生時代前期末～中期初頭に

は様々な形態が存在するようである。さらに、未製品が出上 していることから、石庖丁は集落内で製

作されているものと考えられる。また、打製品が存在することは留意 しておきたい。

(3)柱状片刃石斧に狭 りをもつものと、もたないものが存在する :こ れまで、松山平野出土品には、

快 りをもつものは出土例が少なく、その時期は明確でないものが多かった。本例は、時期が特定でき

る良好な資料になる。

(4)石材の異なる伐採斧が存在する :石器に使用された石材は、石庖丁と加工斧はすべて在地産の

変成岩類を使用 しているのに対 し、伐採斧の中には安山岩を使用 したものがある。

(5)縄文的要素の強い石器 (実用的なもの一石鏃、非実用的なもの一独鈷石)と 、大陸系磨製石器

が共伴する :特 に、石剣は在地の石材にみられないものを使用 してお り、搬入品の可能性が高い。さ

らに、石庖丁や加工斧の中に九州的な要素をもつものもあり、石剣を含め、他地域の影響を多大に受

けたものと考えられる。

今回の調査では、弥生時代前期末～中期初頭にて、石剣を始め、石庖丁、石斧、砥石など多 くの器

種の石器が存在 していることがわかった。これは、松山平野における弥生時代前期末～中期初頭にお

ける石器資料を整理 していくうえで、ひとつの指標を与えたものといえる。

今後は、資料収集を重ね、石器の編年や制作方法、加えて石材の搬入ルー トや他地域 との交流・交

易についても追求 していかねばならない。

さて、本稿では石器の時間的変化を推察 しようとして、出土地点を明記 して論述 した。 しかしなが

ら、資料の数量的不足 もあり、器種組成や形態の時間的変化は言及するに至 らなかった。なお、見通

しとしては、この間に大 きな変化はないものと思われる。
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Ⅶ 弥生時代前期末～中期初頭の土坑

1。 は じめに

今回の調査では、弥生時代前期末～中期初頭に時期比定される土坑は185基 を検出した。すべて、

調査地北側の第 3エ リアで確認したものであり、V区に100基、Ⅵ区に85基がある。埋土の違いによ

り6種類 (土坑A～ F)に分類されるが、各土坑内から出土した遺物をみると、時期差はほとんどな

く、短期間に掘削と埋め立てが行われたものと推測される。切り合い関係からは、土坑Fが最も古 く、

土坑E→土坑D―・→土坑Aの順に新しくなっている。最も検出数の多い土坑は土坑Cで 51基あり、

全体の280/Oを 占める。ついで、土坑 B力M8基、土坑 D力M4基、土坑Aが22基、土坑Eが 12基 となり、

最も検出数の少ないものは、土坑Fで 8基である。

V・ Ⅵ区には、前期末～中期初頭の溝 3条 (S D V202・ Ⅵ104・ Ⅵ105)があり、溝 S D V202と S

D Ⅵ 104と で囲まれた地域 (環壕内地域)に は、185基 の上坑のうち、178基が存在し、残る7基は地

域外にある。 3条の溝と土坑との間には切 り合いがみられ、土坑Cが S D V202下層部分を切り、土

坑 C・ DoEが S D Ⅵ105下層に切られ、土坑Aが S DⅥ 105上層を切っている。つまり、 S D V202

は土坑C埋没以前、S DⅥ 105は 土坑C埋没以降に掘削された溝になり、土坑Aは S DⅥ 105埋没以降

に掘削されたものとなる。

また、これら185基の土坑のうち、壁面が内傾ないし、垂直に立ち上がる、いわゆる貯蔵穴の形態

をもつもの力認0基ある。ここでは、事実報告と同様に貯蔵穴と貯蔵穴以外の上坑とに分けて、平面形

態や断面形態、堆積状況、変遷について整理を行うことにする。

2.資 料

(1)貯蔵穴

① 立地と切り合い関係

貯蔵穴は、20基中19基が環壕内地域 (東西検出幅14m×南北100m、 検出面積1,400♂)にあり、残

ると基 (S K Ⅵ202)は地域の北側にある。立地条件は、V・ Ⅵ区は縄文時代後期以前に多数の流路

が流れ、これらの流路の浸食作用により地山が形成されるが、その際に両地区には残留物が堆積 し、

微高地となる。その上に第Ⅶ層明黄褐色シルトカS堆積し、貯蔵穴の坑底はこの第Ⅶ層に達 している。

貯蔵穴の切り合い関係は、土坑 Fと 土坑Dが切 り合い、貯蔵穴と他の上坑との切り合い (最多3回 )

が認められることから、短期間のうちに作 り替えがなされたことを示している。いいかえれば、 1基
の貯蔵穴が機能した期間は非常に短いものといえる。

② 分 類

検出した20基の貯蔵穴は、平面形態と断面形態により分類される。

まず、平面形態では、円形と楕円形の 2種類があり、それぞれをA類、B類 とした。次に断面形態

では、I～ Ⅲ類に分類し、I類は壁体が基底面から外傾して立ち上がり、土坑の中～下位で内傾して、

上位に続き、壁体全面がいわゅる「袋状」を呈するもの、 Ⅱ類は壁体が基底面から内傾 して立ち上

がり、壁体全面がいわゅる「フラスコ状」を呈するもの、Ⅲ類は壁体が基底面から直立気味に立ち上

がり、壁体全面がいわゅる「筒状」を呈するものである (第335図 )。

そこで、平面形態と断面形態とを合わせて、貯蔵穴20基は次のように分類し、表50に まとめた。
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第335図 貯蔵穴の断面形態分類

類 Ⅱ 類 Ⅲ 類

弥生時代前期末～中期初頭の上坑

表50 貯蔵穴一覧

番 号 平面形態 断 面 形 態 分類
規 模

長径×短径×深 さ (m)
出 土 遺 物 備 考 埋 土

SI(ヽ/465
円 形 筒(東壁逆台形) AⅢ 200× 200× 060 弥生・石 F

SIく /ヽ423 楕円形 筒(東壁フラスコ) BⅢ 1.40X O.90× 038 弥生・石 F

S KV463 円  形 袋(西壁逆台形) AI 166× (144)× 0.56 弥 生 E

S KM 172 円 形 筒(東壁フラスコ
) AⅢ 1.00× (094)× 0.63 弥 生 小 ピッ ト E

S KM202 円 形 フラスコ(北壁袋) AⅡ 1.17× 1.16× 040 弥生・石 D

SIく 「ヽ424 円 形 筒(西壁逆台形) AⅢ 1.90× (0.90)× 060 弥生・焼土・炭化物 D

S KⅥ 143 円 形 筒 (北壁フラスコ
) AⅢ 1.30× 1.24× 060 弥 生 小 ピッ ト D

S KM 178 楕円形 フラスコ(北壁逆台形) BⅡ 0,90× (070)XO.35 弥 生 D

SI(V427 楕円形 筒 BⅢ 164× ■44× 048 弥生 。石 D

S区♂Υ304 楕円形 袋(東壁逆台形) BI 1.82× 108× 0,93 弥 生 D

S KⅥ  104 円 形 袋 (西壁不明) AI 140× 130× 060 弥生,焼土・炭化物 C

S KM 162 円  形 袋(北壁逆台形) AI 120× 1.00× 080 弥生,石・焼土・炭化物 焚火 C

S KM 160 円 形 袋(東壁逆台形) AI 100× 090× 0,90 弥生・炭化物 C

SKヽ/201
円 形 筒(東壁フラスコ) AⅢ 1.64× 1.62× 050 弥生・加工斧 C

S KV1144 円 形 筒 (東壁フラスコ) AⅢ 0.90× 080× 0.70 弥生 。加工斧 C

SIく たヽ437 楕円形 筒(東壁フラスコ
) B lll 180× 1.50× 085 弥生・石・焼土,炭化物

基底面再 利 用
小 ピ ッ ト

C

S KM 183 円 形 筒(東壁フラスコ) AⅢ 1.00× 090× 060 弥生・伐採斧 小 ピッ ト B

S KV460 不整楕円形 筒 (西壁フラスコ) BⅢ 168× 0.60× 0.50 弥生・石・炭化物 B

S KⅥ 167 不整円形 フラスコ AⅡ 1.00× 0.90× 090 弥 生 A

S KV417 不整楕円形 袋 BI 1.34× 090× 0.66 弥 生 A
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調 査 の 成 果

AI類 :平面形態が円形で、断面形態が袋状のもの

AⅡ 類 :平面形態が円形で、断面形態がフラスコ状のもの

AⅢ類 :平面形態が円形で、断面形態が筒状のもの

BI類 :平面形態が楕円形で、断面形態が袋状のもの

BⅡ 類 :平面形態が楕円形で、断面形態がフラスコ状のもの

BⅢ類 :平面形態が楕円形で、断面形態が筒状のもの

③ 分 析

i)形態 と変遷 (第336図 、表51)

上記の分類によると、平面形態ではA類 (円形)が13基、B類 (楕 円形)が 7基 となり、断面形態

では I類 (袋状)が 6基、Ⅱ類 (フ ラスコ状)が 3基、Ⅲ類 (筒状)が 11基 となる。

平面形態をみると、土坑 E段階を除き、いずれの段階にもA類 とB類が共存する。

断面形態をみると、最 も古い段階の上坑 Fに、筒状を呈するⅢ類が 2基 (AⅢ ・BⅢ類)み られる。

ただし、この 2基は、壁面の一部がフラスコ状や逆台形状を呈 している。

次に、土坑 Eの段階で壁面の一部が袋状を呈する I類が 1基 (AI類)出現 し、つづ く、土坑Dの
段階になり、壁面の一部がフラスコ状を呈するⅡ類が 2基出現するが、壁面の一部は逆台形状になっ

ている。土坑 Cの段階には、壁面の大半が袋状を呈する I類が 3基 (AI類 )み られるようになるが、

壁面の一部は逆台形状 となる。土坑 Bの段階には、筒状を呈するⅢ類が 2基 (AⅢ ・BⅢ類)存在す

るが、壁面の一部はフラスコ状になる。その後、土坑Aの段階には 2基の貯蔵穴がみられ、両者は、

壁面全体が袋状 とフラスコ状を呈するものになっている。 したがって、断面形態ではⅢ類が最も早 く

出現 し、その後、Ⅱ類、 I類の順で作 られることになる。

平面形態 と断面形態をあわせみると、断面形態が筒状を呈するⅢ類のものは、A類、B類共に、土

坑 Fか ら土坑 Bの段階にほぼみられる。ただし、これらは、壁面全体が筒状 となるものではない。

また、壁面全体がフラスコ状 と袋状になるものは、土坑Aの段階になり、A類、B類共にみられて

いる。これらのことから、平面形態と断面形態との間には、あまり規制はないものと判断される。

表51 貯蔵穴分類

AI AⅡ AⅢ BI BⅡ BⅢ 計

土 坑  F 0 0 0 0 1
９

留

土 坑  E 1 0 1 0 0 0 2

土 坑 D 0 ９

留 1 1 6

土 坑  C 3 0 2 0 0 1 6

土 坑 B 0 0 1 0 0 1
９

２

土 坑  A 0 1 0 1 0 0 ９

μ

計 4 ９

留 7 ９

２ 1 4 20

-496-



第336図 貯蔵穴一覧

弥生時代前期末～中期初頭の土坑
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調 査 の 成 果

il)分 布

検出数と分布との時間的変化をみてみることにする。

土坑 Fの段階には、環塚内地域のほぼ中央部に、AⅢ類とBⅢ類 とがそれぞれ 1基存在する。

土坑 Eの段階には、土坑 F段階と同様に、ほぼ中央部にAI類が 1基、地域の北側にAⅢ類が 1基

存在する。

土坑 Dの段階になると、貯蔵穴以外の土坑 も増加 してくる。 6基の貯蔵穴が存在 し、土坑 Fや Eの

段階に比べ広が りをみせ、地域のほぼ中央部に 2基 (AⅢ 類・BⅢ類 )、 地域南側に 1基 (BⅢ 類 )、

地域北側に2基 (AⅢ類・BⅡ 類)が存在する。

土坑 Cの段階には、土坑 Dと 同様の分布状況をなすが、地域北側に集中する傾向がある。地域中央

部に 1基 (BⅢ 類 )、 地域南側に 1基 (AⅢ 類)、 地域北側に4基 (AI類3基・AⅢ類1基)が存在する。

上坑 Bの段階になると、地域中央部から北側に2基 (AⅢ類・BⅢ類)が存在する。

土坑Aの段階では、地域中央部に 1基 (BI類 )、 地域北側に 1基 (AⅡ 類)が存在する。

�)規 模

次に、規模をみる。ここでは、床面積に着目して整理をしていく。

円形土坑13基では、床面積0.5～ 0。9♂のものが 6基、床面積1.0～ 1.4♂のものが 4基、1.5ぽ以上の

ものが 3基 となる。 S KⅥ 144(土坑C:AⅢ 類)は床面積0.50♂ を測 り、本調査検出の貯蔵穴のう

ち、最 も規模の小 さなものである。次いで、 S K Ⅵ167(土坑A:AⅡ 類)が床面積0.58ギ となる。

一方、 S K V465(土坑F:AⅢ 類)は床面積3.14rと なり、最 も規模が大きなものである。

楕円形土坑 7基では、床面積1,0～ 1.2ドのものが 5基、1.6～ 1.8♂ のものが 2基ある。ただし、床面

積1.0～ 1.2『の土坑のうち、全体像の不明なもの力�基あり、本来は、規模がやや大 きくなるものと考

えられる。床面積の最 も大きなものは、S K V427(土坑D:BⅢ 類)と S K V437(土坑CIBⅢ 類 )

で、床面積 1.65♂ を測る。最 も小さなものは S K Ⅵ178(土坑D:BⅡ 類)で、床面積 1.0だ となる。

�)内部施設

20基の貯蔵穴のうち、基底面と壁体にピットを検出したものが 4基ある。

土坑 Bは 1基 (AⅢ 類 :S K Ⅵ183)、 土坑 Cは 1基 (BⅢ 類 :S K V437)、 土坑 Dは 1基 (AⅢ

類 :S K Ⅵ143)、 土坑 Eは 1基 (AⅢ類 :S K Ⅵ172)と なる。

土坑 Bと 上坑 Eでは、径 5 cm大 の小 ピットが 1基、基底面中央部付近にあり、土坑D(S K Ⅵ143)

では、短径10～ 30cm、 長径30～ 50cmの精円形状のピット3基が基底面壁体沿いに並ぶ。土坑C(SK

V437)で は、遺構中央部に埋土中位から掘 り込まれたピットが 1基あり、径20cm大のピット1基が、

遺構南西部の壁体上位に、斜め方向に掘 り込まれている。

v)出土遺物

貯蔵穴から出上 した遺物は、土製品が多数を占め、少量の石器もある。

土坑 B(S K Ⅵ183)と 土坑D(S K V427)か らは、復元すると完形になる土器が出土 し、土坑B

と土坑 Fか らは、外来系土器 (東北部九州地方)の出上がある。

石器は、土坑 Bか ら伐採斧の破損品が 1点、土坑 Cか らは加工斧の破損品が 2を点出上 している。

このほか、埋土中と基底面から焼土や炭化物を検出したものが 6基ある。土坑 Cでは、埋土中に炭

化物や焼上が層をなしている土坑や、坑底に焼けた痕跡を残す土坑があることから、基底面の再利用

や、土坑内での焚火を推測させる。

-498-



弥生時代前期末～中期初頭の上坑

④ 小 結

20基の貯蔵穴は、平面形態にA類 (円形)と B類 (楕円形)と があり、この 2つが弥生時代前期末

～中期初頭における貯蔵穴の平面形態 と考えられる。規模は、土坑 Fと 土坑 Dの段階には、床面積

1.6ぽ前後のものや、 3♂ を越えるものがあり、大型土坑が多 くみられるのに対 して、土坑 Cか ら土

坑Aの段階には、床面積0.5ギ前後のものが多 くみられ、時期が下がるにつれ、規模が小さくなる傾

向がある。断面形態では、 I類 (袋状 )、 Ⅱ類 (フ ラスコ状 )、 Ⅲ類 (筒状)の 3種類の形態が存在す

る。整理の結果、Ⅲ類が最 も古い段階で出現 し、次いでⅡ類が出現 し、 I類がやや後出するようであ

る。そして、壁面全体が I類 とⅡ類のものは、土坑Aの段階に限られていた。

出土遺物をみると、わずかに2基の土坑内からは復元完形品となる土器が出土しているが、本稿で

貯蔵穴と判断したもののうち、明らかに貯蔵用として使用された痕跡を残すものは見当たらない。

(2)その他の上坑

① 立 地

調査では、貯蔵穴20基以外とこ165基の上坑を検出している。すべて、調査地北側、第 3エ リアのV

区・Ⅵ区にて確認 したもので、V区では90基、Ⅵ区では75基を検出した。内訳は、V区第 2地区で20

基、第 3地区で17基、第 4地区で53基、Ⅵ区第 1地区で70基、第 2地区で 3基、第 3地区で 2基となる。

ここでは、埋土と切 り合い関係をもとに、平面形態や断面形態、堆積状況について、165基の土坑

を整理 し、検討する。

② 分 類

165基の上坑は、平面形態を基軸に断面形態 と堆積状況をも分類 してみた。なお、前項の貯蔵穴と

の比較をするために、記号化は貯蔵穴の分類に準 じ、新たに加えたものもある。

平面形態には、円形A類 と楕円形B類 に加え、方形 C類、長方形D類、不定形 E類の5種類がある。

断面形態は、逆台形状 と皿状をⅣ類、舟底状 とす り鉢状をV類 として大別した。

堆積状況は、単一堆積をa類、放物線型凹堆積をb類、水平堆積をc類、斜堆積をd類 として、4

分類した。

なお、記述では平面形態が円形 (A類)で、断面形態が逆台形 (Ⅳ類)の ものをAⅣ類、平面形態

が楕円形 (B類)で、堆積状況が単一堆積のもの (a類)を Ba類 と呼称する。

③ 整 理

i)形態と変遷 (表52・ 53)

平面形態は、A類が51基、B類が58基、C類が17基、D類が37基、E類が 2基 となり、A類 とB類

とで全体の65%を 占めている。

断面形態では、Ⅳ類は151基 (逆台形状 :97基、皿状 :54基 )、 V類は14基 (舟底状 :■基、す り鉢

状 :3基)と なり、Ⅳ類が全体の92%を 占める。

平面形態 と断面形態 とを合わせみると、BⅣ類が最 も多 く51基 (31%)、 次いでAⅣ類が47基

(280/0)、 DⅣ類力湘6基 (22%)、 CⅣ類が15基 (9%)と なる。

堆積状況では、 a類が141基あり全体の85%を 占める。次いで、 b類が12基 (7.3%)、 c類が■基

(6,7%)、 d類が 1基 (1%)と なる。
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AⅣ AV BⅣ BV CⅣ CV DⅣ DV EⅣ 計

土 坑 F 0 0 4 0 2 0 0 0 0 6

土 坑 E 5 0 0 2 0 ９

“ 0 0 10

土 坑 D 9 ９

“ 10 0 3 ９

留 10 1 1 38

土 坑 C 15 1 17 5 5 0 2 0 0 45

土 坑 B 0 12 ９

留

９

留 0 18 0 1 46

土 坑 A 7 1 7 0 1 0 4 0 0 20

計 47 4 51 7 15 2 36 1
９

留 165

調 査 の 成 果

表52 断面形態別一覧

表53 推積状況別一覧

時間的変遷をみると、最も古い段階に出現する土坑 Fに はBⅣ類とCⅣ類がみ,ら れ、次の上坑E段

階以降には、A～ D類の4種類がすべてみられるようになる。そして、A類 とB類とは土坑の増減に

伴い、検出数も変化する。一方、D類は土坑Dと 土坑Bの段階には全体に占める割合が高くなってく

る。

断面形態では、Ⅳ類は土坑 F段階から、V類は土坑D段階から出現 し、土坑D段階以降はⅣ類 とV
類 とが共存することになる。

�)分 布

分布は、最 も古い段階に出現 した土坑 Fは V区第 4地区、つまり、環壕内地域の中央部にほぼ集中

する。土坑 Eの段階では、地域中央部と地域北側のⅥ区第 1地区にほぼ同数が点在する。土坑 Dの段

階になると前段階に比べ検出数が約 4倍になり、分布は地域全域に散在する。上坑 Cの段階では、前

段階より検出数がやや増加するが、分布は土坑 Dと ほぼ同じ状況を示す。特に、土坑 Dと 切 り合うも

のが多数みられる。

引き続 き、土坑 Bの段階では前段階とほぼ同数の検出数で、分布は地域中央部から北側に集中する

傾向がある。特に、平面形態がD類 (長方形)の上坑が地域中央部付近に集中し、土坑の長軸方向を

北西一南東に向け、列をなすものが 5基みられる。最 も新 しい段階に出現する土坑Aは、前段階に比

べ約半数になるが、分布は地域南側では検出されず、中央部から北側に点在するようになる。

Aa Ab Ac Ba Bb Bc Bd Ca Cb Da Db Dc Ea 計

土 坑 F 0 0 0 4 0 0 0 2 0 0 0 0 0 6

土 坑 E 5 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 10

土 坑 D 9 ９

留 0 10 0 0 0 5 0 10 0 1 38

土 坑 C 13 1
９

留 19 0 3 0 5 0 つ
々 0 0 0 45

土 坑 B 10 1 0 10 3 0 1
９

留 0 15 1
９

留 1 46

土 坑 A 7 0 5 1 1 0 1 0 3 1 0 0 20

計 44 5 2 48 4 5 1 16 1 31 2 4 2 165
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弥生時代前期末～中期初頭の上坑

�)規 模

規模でみると、平面形態の違いで大小の差異がみとめられる。

まず、A類 (円形)では径1.0～ 1.3mの 上坑が全体の約50%を 占め、径1.6～ 1.8mと 、径0.6～ 0.8m

の土坑がそれぞれ200/Oず つある。また、径 2mを越える大型のものが100/O程度存在するが、土坑Aと

土坑 Bの段階に多 くみられる。

B類 (楕 円形)では長径1.0～ 1.4mと 、長径1.6～ 1.9mの 上坑 とがそれぞれ35%あ り、長径2.0～ 2.2

mの上坑が150/O、 2.4mを越える大型土坑が10°/O存在する。土坑 Dか ら土坑Aの段階には、これら長

径の異なる土坑が先の比率で共存 している。

D類 (長方形)では、長軸1.6～ 1.8mの上坑力ⅥO%と 最 も多 く、長軸1.2～ 1.3mのやや小型、長軸が

2.0～2.3mの中型、長軸が2.5mを 越える大型土坑が、それぞれ200/Oずつある。なお、短軸長は、長軸

上6～ 1.8mで は1.1～ 1.3m、 2.0～ 2.3mで は1.3～ 1.5m、 1.2～ 1.3mで は0,7～ 0.9mと なる。

これを床面積でみると、以下のようになる。

A類土坑は、床面積1.2～ 1.5ギが最 も多 く、0.5♂前後と2.0♂前後がそれに続 く。B類土坑では、床

面積1.6～ 2.0ぽ と0.8～ 1.0♂ とが同数あり、2.2～ 2.4だがそれに続 く。D類土坑では、床面積1.6～ 1.9ぜ

が最 も多 く、0.8～ 0.9♂ と2.1～ 2.5♂がそれに続 く。

�)内部施設

165基の土坑のうち、基底面にてピットを検出したもの力M3基ある。

ピットは径 5 cm大のものから、最大で30cm前後のものまでがある。埋土別にみると、土坑Aに は8

基、土坑 Bには16基、土坑 Cには8基、土坑 Dには 7基、土坑 Eには4基がある。土坑の平面形態と

ピットとの関係は、△類土坑の場合、基底面中央部にピットが位置するものが 5基、基底面壁体沿い

と中央部付近とに 5基以上のピットをもつものが 2基ある。B類土坑では、長軸の壁体 と基底面中央

部にピットをもつものが 3基、D類土坑では、長軸の壁体 と基底面中央部にピットをもつものが 2基

ある。このほか、基底面にて10基以上の小ピットを検出した土坑が 3基ある。

v)出土遺物

土坑内からは土製品のほか、石器や骨、炭化物や焼土が出土 した。

遺物の出土状況をみると、土坑 Cと 土坑Dでは、他の埋土の上坑に比べ、比較的大型の上器片が出

上 している。

また、土坑内からは他地域からの搬入品もしくは外来系 と考えられる土器が 3点出上 している。

搬入品は、土坑D(S K V215)か ら山口県地方の綾羅木Ⅲ式に相当する土器が 1点出土 している。

外来系土器は土坑A(S K V445)と土坑B(S K V218)か ら、城ノ越式上器に類似する土器が 1

点ずつ出土 している。

石器は土坑 Eを除 く土坑から、様々なものが出上している。

器種は石鏃、石庖丁、加工斧、伐採斧、砥石があり、出土量は石鏃 4点 (土坑Al点、土坑B2点、

土坑Cl点 )、 石庖丁 6点 (上坑A3点、土坑B2点、土坑Cl点 )、 加工斧 5点 (土坑B2点、土坑

C2点、土坑Fl点 )、 伐採斧 1点 (土坑 B)、 砥石 2点 (土坑 B、 土坑D)である。
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調 査 の 成 果

165基の上坑のうち、動物遺存体 (骨)が出土したものは4基 (土坑B3基、土坑Cl基)あ る。

分析の結果、種別は猪と鹿であることが判明している。このうち、土坑Bの S K V309出 上の骨は鹿

で、表面が焼けており、土坑Bの S K Ⅵ204出上の骨は猪の歯で、埋土中位付近に列をなして出土し

ている。動物遺存体の詳細は、本章の「X 動物遺存体」で記述する。

このほか、18基の土坑内からは、焼土や戊化物が検出された。

④ 小 結

貯蔵穴以外の土坑165基には、平面形態にA類 (円形)、 B類 (楕円形)、 C類 (方形)、 D類 (長方

形)、 E類 (不定形)の 5種類がある。このうち、A類 とB類をあわせると全体の 6割を占め、この 2

者が主体をなしている。

断面形態はⅣ類 (逆台形状・皿状)と V類 (舟底状・すり鉢状)の 2種類があり、Ⅳ類が全体の 9

割以上を占めている。

一方で、平面形態と断面形態との関係では、規制が弱いことが分かった。

土坑の存続期間は、 a類の単一堆積をなすものが全体の8割以上を占め、さらには各土坑の切り合

いが数多くみられることから、短期間の掘削や埋め立てがなされたものと判断される。

時間的変化では、いずれの平面形態をなす土坑にも、床面積 1♂未満の小型土坑と、1.5r前後の

中型土坑、 2♂ を越える大型土坑があるが、時期が下がるにつれ、やや大型土坑の割合が増加する傾

向にあった。

注目すべきは、土坑B段階でみられるD類 (長方形)土坑である。この段階にはD類の割合が他の

段階に比べ多く、しかも、土坑の長軸方向が一定している (北西―南東方向)も のが 5基存在してい

る。これは、他の段階にはみられない事象であり、特異な性格をもった土坑の可能性がある。現時点

では、機能や性格は保留しておく。

3。 まとめ

今回の調査では、貯蔵穴を含む185基の土坑を検出したが、切り合いが多数みられることや、調査

期間の関係上、すべての上坑を厳密に調査することは非常に困難であった。ここでは、貯蔵穴とその

他の土坑とに分けて、平面形態・断面形態・堆積状況・規模などをまとめてみた。

その結果、貯蔵穴では平面形態に円形と楕円形の2種類がある。法量では、小型 。中型・大型の 3

者があるが、床面積1.0～ 1.4ドの中型が主体をなしている。断面形態では筒状・フラスコ状・袋状の

3種類があり、最初に筒状のものが出現し、その後、フラスコ状、袋状と形態が変化するようである。

断面形態からは様々な状況がみえてくる。北部九州地方の弥生時代前期にみられる貯蔵穴と比較す

ると、壁面全体ではなく、一部が筒状やフラスコ状をなすものが非常に多く、壁体の崩落があったに

しろ、本調査検出の貯蔵穴の形態は、伝播による地域的な特色のあらわれではないかと考えている。

その他の上坑では、円形・楕円形のほかに、方形 。長方形・不定形をなすものがある。法量をみる

と貯蔵穴と同様、中型が主体をなす。

断面形態では、逆台形状・皿状・舟底状・すり鉢状の4種類があるが、逆台形状と皿状のものが大

半を占めている。
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貯蔵穴とその他の上坑 との共通点は、両者共に単一堆積をなすものが大半を占めていることである。

つまり、個々の上坑の存続期間が非常に短いことがわかる。

一方、両者の差異は、平面形態と法量変化にある。

貯蔵穴には、平面形態が方形や長方形をなすものはみられない。法量をみると、両者共に小型 。中

型 。大型の上坑があるが、貯蔵穴は時期が下がるにつれ、小型化するのに対 し、その他の上坑は、や

や大型化する傾向がある。

課題は、貯蔵穴以外の土坑にみられる長方形土坑の性格や、土坑基底面検出のピットの性格付けが

あげられる。また、本稿では、断面形態を基準に貯蔵穴を設定 してみたが、それ以外の165基の土坑

の中にも、貯蔵穴とすべき土坑が存在 しているものと考えている。

今後は、弥生時代前期末～中期初頭に時期比定されている土坑の資料収集を重ね、構造や機能を明

確にし、松山平野における当該期の貯蔵穴形態や推移を考えていきたい。

〔参考文献〕

山本一朗 「弥生時代の食糧貯蔵形態をめぐって」『周防古王国の研究』
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Ⅷ 弥生時代前期末～中期初頭の集落変化

1。 は じめ に

第Ⅶ節までに、弥生時代前期末～中期初頭の遺構 と遺物について、個別に整理と分析を進めてきた。

ここでは、これ等の成果を用いて、同時期の細かな集落変遷を考えてみることにする。

まず、論考を進めてい くうえで、 3条の溝 (S D V202・ S DⅥ 104。 S DⅥ 105)と 土坑 との関係

が重要になるが、この点は発掘調査 と整理作業により、両者は密接な関係にあることが明らかになっ

てきた。つまり、本調査検出の 3条の溝は、土坑構築のために掘削されたものと考えられ、土坑は埋

土や切 り合い関係から土坑 Fが最 も古 く、土坑E→土坑 D―・→土坑Aの順に構築されるという変遷

力斗J明 している。したがって、集落変遷は土坑の時間的変化 (変遷)を基軸としてみていくことにする。

2.集 落変遷 (第 337・ 338図、表54)

]期 =土坑 Fの段階

調査地北側、第 3エ リアのV区 とⅥ区では、縄文時代後期に第Ⅶ層明責褐色シル トが堆積 し、基盤

面を形成する。その後、弥生時代前期末～中期初頭には、V区第2地区に滞 S D V202、 Ⅵ区第 1地区

に溝 S DⅥ 104が掘削される。両者は溝幅 5m前後、深さは1.3～ 1.5mを測 り、規模の大きな遺構になる。

両者の掘削により、調査地内には溝で囲まれた地域 (以下、「環壕内地域」 と呼称、溝 と溝 との内

径100m)が出現する。そして、環壕内地域中央部付近 (V区第 4地区)と 同地域南側 (V区第 2地

区)と には、灰オリーブ色土を埋土にもつ土坑F6基 (貯蔵穴 2基、土坑 4基)が構築されることに

なる。

1期 には、土坑 と溝から搬入土器 1点 (綾羅木Ⅲ式)と 外来系土器 2点 (高槻式 。城ノ越式古相 )

が出上 し、東北部九州地方～山口地方との関係が認められる。

表54 集落変遷と土器編年

溝 土 坑 土 器 搬入品 ・外来系土器 九  州 畿 内

1期 環 壕 掘 削 F

ゼF 本日

綾羅木Ⅲ(S D V202下 層 )

高槻式(S D Ⅵ104下層 )

城ノ越式古相 (S K V465)

式

式

槻

越ノ

一局

城

(飴 )

第

Ｉ

様

式

新

段

階

2期
::Υ I髭 )下

冊
再

::好 I14)中

嫌
　
脂

　

雉

臀

　

胴

　

　

冒

E

3期 D

中 相

綾羅木Ⅲ(S KV215)

4期
ミn、汀1∩氏規 彗‖

C

5期 認子翻上雅積

SD Ⅵ105下 `中 .上 層
堆積

B

名F オロ

綾羅木Ⅲ(S D Ⅵ105中 層 )

高槻式 (S K V218)

城ノ越式古オロ
は呈サ;!:中

層
)

第
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弥生時代前期末～中期初頭の集落変化

2期 =土坑 Eの段階

その後、灰オリーブ色土と明黄褐色土との混合土を埋土にもつ土坑Eが、環塚内地域中央部と北側

(Ⅵ 区第 1地区)に 12基 (貯蔵穴 2基、土坑10基 )構築される。切 り合いがV区第 4地区であり、土

坑Eが土坑 Fを切っている。ただし、土坑 Fと 土坑 Eと は埋上が比較的類似することから、両者の構

築にはあまり時間差がないものと考えている。両土坑が存在 している間、溝 S D V202と S D Ⅵ104は、

溝中位付近から壁体付近まで、砂を含む灰黄～灰オリーブ色土 (下層)が堆積 し、溝幅と深さは縮少

する。滞の縮少化に伴い、両溝は二次的な掘削 (再掘削)が施されることになる。

3期 =土坑 Dの段階

オリーブ褐色土を埋土にもつ土坑 D41基 (貯蔵穴 5基、土坑36基)が、環塚内地域のほぼ全域に構

築されるが、地域の外側にも土坑は構築され、Ⅵ区第 2地区に貯蔵穴 1基、Ⅵ区第 3地区に土坑 2基

が存在する。前段階に比べ、検出数のうえでは約4倍 に増加する。このなかには、土坑 Fと 切 り合う

ものが 2基存在する。 3期 には、 S K V215か ら綾羅木Ⅲ式に比定される搬入土器が 1点出上 し、山

口地方との関係が認められる。

4期 =土坑 Cの段階

続いて、オリーブ褐色土と明黄褐色土との混合土を埋土にもつ土坑 C49基 (貯蔵穴 6基、土坑43基 )

が、土坑Dと 同様に、環塚内地域全域に構築され、地域外のV区第 2地区とⅥ区第 2地区とにも、 1

基ずつの上坑が存在する。検出数のうえでは、 3期 よりやや増加 し、この中には土坑 Dと 切 り合うも

のが 8基存在する。なお、V区第 2地区検出の上坑 S K V221は 、 S D V202下 層部分を切つている。

土坑 Cと 土坑 Dは、土坑 E・ Fと 同様に、埋上が比較的類似することと、切 り合いが数多 くみられ

ることから、両者の構築には、時間差が少ないものと推測される。

5期 =土坑 Bの段階

その後、褐色土を埋土にもつ土坑 B48基 (貯蔵穴 2基、土坑46基 )が構築されるが、 4期 に比べ、

地域中央部から北側に比較的多 く分布するようになる。溝 S D Ⅵ105と 土坑 Bと の切 り合い関係はな

く、S D Ⅵ105の構築時期は明確にはわからない。ただし、S D Ⅵ 1051ま 土坑 Cを切つていることから、

土坑 C埋没以降に掘削された溝になる。おそらく、土坑 B構築に伴い、それと前後 して掘削されたも

のと推測される。

注目されるのは、 5期 には地域中央部のV区第 4地区で長方形土坑が数多 くみられ、一部が長軸方

向を北西―南東にとるものが列をなしていることである。

土坑Dから土坑Bが地域内に存在する間、 S D V202と S D Ⅵ104は 中層～上層部分、 S DⅥ 105は

土坑 C構築以降、上 。中・下層部分が徐々に堆積 している。滞の埋上をみると、 3条共に上層埋土は

類似 してお り、 3者はほぼ同時期に埋没 したものとみられる。 5期 には土坑と溝から搬入土器 1点 と

外来系土和 点が出上 し、山口地方及び東北部九州との関係が認められる。

6期 =土坑Aの段階

溝が埋没 した後、黒褐色土を埋上にもつ土坑A20基 (貯蔵穴 2基、土坑18基)が構築されることに

なる。土坑Aは 、地域中央部から北側に分布が限られる。 6期には S K V445か ら城ノ越式上器の模

倣品 1点が出土 している。この上器はやや新 しい要素をもつものであり、中期初頭から前葉に時期比

定される可能性がある。

L
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調 査 の 成 果

3.画 期

土坑からみた集落変遷は、 1期 と2期では土坑数はわずかであるが、 3期、つまりS D V202・ S

D Ⅵ104再掘削後に土坑数が急激に増加 し、その分布も環壕内地域全域に点在する。続 く、4期におい

ても、 3期 と同様の分布状況がみられる。 5期 には、おそらくS D V202と S D Ⅵ104の ほかに、SD
Ⅵ105が掘削されているものと考えられる。環塚内中央部付近には長方形土坑が集中し、さらに、 S

D Ⅵ 104と S DⅥ 105と で囲まれた地域には、円～楕円形状土坑が比較的多 く分布する。その後、6期、

つまり、 3条の溝が埋没 した後は、環壕内地域の北側に土坑が比較的多 く分布する。

土器による相対関係では、 3条以上を 1組 とする工具を使用する技法 cは土坑D段階にみられるこ

とから、中相の上器群は3期、クシ状工具を使用する、いわゆる技法 dは土坑B段階にみられること

から、新相の上器群は 5期 に所属することになる。さらに、溝出土品では、中相が S D Ⅵ104中 層、

新相は S D V202中 層・S D Ⅵ104上層、 S D Ⅵ105下層堆積時にみられる。

4。 ま とめ

調査では、弥生時代前期末～中期初頭に道後城北地区において環壕集落が存在することが明らかに

なった。しかも、竪穴式住居址は未検出であり、土坑のみを伴った環壕である可能性が高い。

S D V202と S D Ⅵ104は形状や断面形態、埋土、堆積状況から、同一の溝と判断され、両溝が環塚

としての機能を持ち、両溝で囲まれた地域内には土坑を構築 している。一方、 S D Ⅵ1051ま SDV
202,S D Ⅵ104と は断面形態や堆積状況、掘削時期が異なってお り、環壕内を区切る仕切溝としての

機能を持つ可能性がある。

環塚内で検出した土坑は、時期が下るにつれ、その数は増加 し、分布範囲も地域全域に広が りをみ

せる。ひとつの上坑が存在 した期間は比較的短 く、頻繁に埋め立て、掘 り直 しがなされている。土坑

の中には断面形態より、貯蔵穴と類似されるものがあるが、本来、貯蔵穴としての機能を有 していた

ものが、廃絶時には「ゴミ捨て穴」 として使用されたものもある。土坑内から出上 した遺物をみると、

溝と同様、大幅な時期差は認められない。

溝 と土坑からみた集落変遷では、S D V202・ S D Ⅵ104を再掘削する時期と、 S DⅥ 105を 掘削す

る時期、つまり、 2期 と3期、 4期 と5期 との間に、集落の画期が認められる。

また、出上 した土器からみると、以下のように整理できる。

S D V202。 S D Ⅵ104掘削後+下層堆積時=土坑 F十土坑E=1期 +2期 =古相

S D V202。 S D Ⅵ104再掘削後+中層堆積時=土坑D+土坑C=3期 +4期 =中相

S D V202・ S D Ⅵ104上層堆積時+S DⅥ 105掘削 。埋没時=土坑B+土坑A=5期 。6期 =新相

つまり、 1。 2期では 2条 1組の工具が使用され、 3期になって、 3条以上を 1組とする工具が出

現 し、さらに5期 になると、クシ状工具が使用されはじめることになる。

この現象を畿内編年と比較すると、クシ状工具の出現する 5期 に画期が求められ、 1～ 4期が畿内

の前期新段階、 5期以降は中期となる。しかしながら、畿内のクシと松山平野のクシとは手法のみが

同じであり、工具や開始時期が同一であるかは断定しえない。そのため、畿内第Ⅱ様式期が必ずしも

本調査の 5期 に一致するとは限らない。

一方、九州編年と比較すると、搬入土器及び外来系土器 (模倣品)か ら判断すれば、 5期 までは高

槻式上器 (前期末)と 城ノ越式上器 (中期初頭)の両者があり、 6期になり、やや新 しい要素をもつ
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弥生時代前期末～中期初頭の集落変化

城ノ越式土器 (中期初頭～前葉)がみられる。つまり、 5期以前には前期末～中期初頭、 6期段階に

は、中期初頭～前葉の上器が出土 したことになる。九州編年との対比では、搬入土器が含まれている

ことから、松山平野との土器編年上の併行関係は、概ね間違いないものと考えている。

これらのことから、土坑B構築段階 (おそらくS DⅥ 105も 掘削済)、 つまり5期 に、集落は前期か

ら中期への過渡期にあり、 6期 には集落様相 も土器様相 も変化 し、中期化することになる。

〔参考文献〕

岩井龍彦 1984「高槻式上器について 」『西部瀬戸内における弥生文化の研究』
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Ⅸ 古 代 の 土 器

1.は じめ に

本調査では、古代に時期比定される遺構や遺物が数多 く検出された。出上 した遺物の中には、暗文

を施す土師器や施釉陶器 (緑釉陶器・灰釉陶器)が含まれている。これ等の土器は、松山平野におい

て近年資料数が増加 しつつある。

本稿では、松山平野における古代土器研究の基礎資料を提示することを目的として、古代の土器を

分析する。具体的には、暗文土師器は器種・形態 。調整技法・暗文手法、施釉陶器は釉調・胎土・焼

成について整理を行うことにする。なお、出上 したこれらの上器は、第339・ 340図 と表55。 56に まと

めた。

2.暗 文土 師器 (第339図、表55)

本調査では、暗文を施す土師器が14点 出土 した。内訳は、V区検出の古代の溝 S D V201か ら11点 、

Ⅲ区検出の第Ⅲ層中から1点、第Ⅳ層中から2点である。このうち、畿内産とみられる土師器は3点

出上 し、他は、畿内産土師器に類似するものである。

(1)畿 内産土師器 :Ⅲ 区第Ⅲ層中から1点 (Ⅲ 079)、 V ttS D V201か ら2点 (V451,V465)が
出上 している。Ⅲ079は郭の口縁部片で、口縁端部を丸 くおさめた後、内側に沈線を施すものである。

調整方法は、口縁部外面にヘラミガキを施す。内面には、口縁端部付近を除き、放射状の暗文がみら

れる。V451は 杯の底部片で、外面は手持ちのヘラケズリにより平 らである。内面には、放射状文と

ラセン文を施す。V465は 高杯の杯部片で、日縁端部を丸 くおさめた後、内側に沈線を施す。調整方

法は、口縁端部付近を除きヘラミガキを施す。内面には、放射状文と連弧文を施す。

これら3点は、形態や調整方法、暗文手法から、畿内産土師器とみられるものである。Ⅲ079と V
451は不A形態を呈 し、飛鳥・平城編年ではV451は平城 I期、Ⅲ079と V465は平城Ⅲ期に相当するも

のであろう。

(2)類似品 :畿内産土師器 3点 を除 く■点のうち、暗文手法は畿内産土師器に似ているが、調整方

法や色調、形態がやゃ異なるものが 9点ある。

S D V201出 上の有台杯 7点 (V452・ V454～ V459)は、底部の形態や暗文手法は似ているが、調

整方法が畿内産土師器とは異なっている。一般に、畿内産土師器の場合、底部外面は手持ちのヘラケ

ズリ、もしくは削らないが、これら7点はすべて回転ヘラケズリを施 している。また、 S D V201出

上の高杯 2点 (V464・ V466)で は、V464は 杯部内面に斜格子目状の暗文がみられるが、色調が赤

橙色を呈 している。 V4661よ 、柱部を面取 りし、外部内面にはラセン状の暗文を施すが、畿内産土師

器の中には、このような低脚のタイプはみられない。

このほか、Ⅲ区出上の杯 2点 (Ⅲ 108・ Ⅲ109)イま、形態は畿内産土師器に類似するが、暗文が沈線

状の凹みにより表現されている。在地の上師器にはあまりみられない形状であり、畿内産土師器を真

似た土器が搬入された可能性がある。近年の調査では、松山大学構内遺跡 3次調査地において、同タ

イプの出土例がある (参考文献 1)。
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古 代 の 上 器

表55 岩崎遺跡出上の暗文土師器一覧

遺物番号 区 出土地点 器 種 部 位 暗  文 調 整 備 考 時  期

Ⅲ079 Ⅲ 第Ⅲ層 郭 口縁部 放射状文 (1段 ) 口縁部外面‐ヘラミガキ 畿内産 8世紀中葉

Ⅲ108 Ⅲ 第Ⅳ層 不 口縁部 放射状文(沈線状)
7～ 8世紀

Ⅲ109 Ⅲ 第Ⅳ層 郭 口縁部 放射状文(沈線状)
7～ 8世紀

V451 V SDV201 杯 底部 放射状文十ラセン文 底部外面‐手持ヘラケズリ 畿内産 8世紀前葉

V452 V SDV201 郭 底部 ラセン文 底部外面―回転ヘラケズi' 8世紀中～後葉

V454 V SDV201 杯 底部 ラセン文 底部外面‐回転ヘラケズリ 8世紀中～後葉

V455 V SDV201 郭 底部 ラセン文 底部外面―回転ヘラケズリ 8世紀中～後棄

V456 V SDV201 杯 底部 ラセン文 底部外面―回転ヘラケズリ 8世紀中～後葉

V457 V SDV201 郭 底部 ラセン文 底部外面―回転ヘラケズリ 8世紀中～後棄

/ヽ458 V SDV201 不 底部 ラセン文 (2列 ) 底部外面―回転ヘラケズリ 8世紀中～後葉

V459 V SDV201 杯 底部 ラセン文 (2列 ) 底部外面―回転ヘラケズリ 8世紀中～後葉

V464 V SDV201 高郭 イ部 斜格子目文 8世紀中～後葉

V465 V SDヽ/201 高郭 郭部 放射状文+連孤文 タト面―ヘラミガキ 畿内産 8世紀中葉

/ヽ466 V SDV201 高郭 脚部 ラセン文 8世紀中～後棄

Ⅲ079●

器 i学
V465●

①
v464

Ⅱ1108

耶
ツｖ
心
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V451●

V466

第339図  岩崎遺跡出上の暗文土師器
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調 査 の 成 果

3.施 釉 陶器 (第340図、表56)

調査では、施釉陶器が12点 出土 した。緑釉陶器 9点 と灰釉陶器 3点である。

ここでは、形態・胎土・焼成 。施釉 。調整方法から、産地と時期を想定する。

(1)緑釉陶器

調査で出土 した緑釉陶器は、すべて破片であり、報告では 6点の実測図を掲載 し、残 りの 3点は小

片のため、巻頭図版にて写真のみを掲載 した (写真図版 3、 A・ BoC)。

緑釉陶器は、調査地中央部Ⅲ区とⅣ区、調査地北側V区で出土 した。すべて、古代の遺物包含層に

なる第Ⅲ層中から出土 したものである。実測図を掲載 したものは、すべて椀の底部片であり、削 り出

しによる輪高台を有するもの 5点 (Ⅲ 081、 Ⅳ048～ 050、 V541)と 、円盤高台を呈するもの 1点 (Ⅳ

051)と がある。

Ⅲ081と V541の 2点は硬質で、底部内外面共に釉を施す。京都産で、 9世紀後半頃に比定される。

Ⅳ051は 、削 り出しの円盤高台をもち、ゃゃ軟質で、底部外面に釉を施 し、底部の回転糸切 りを 2

次調整で消 していることから、京都産で、 9世紀後半～10世紀前半のものと考えられる。

Ⅳ048～ Ⅳ050の 3点は、削 り出しの輪高台をもち、底部外面に施釉をしないことと、底部外面の回

転ヘラケズリの範囲が狭いことから、京都産で、10世紀前半に比定される。これら3点の緑琴由陶器は、

京都洛西古窯跡群の前山 3号窯出土品に類例を求めることができる (参考文献 2)。

写真図版で掲載 した小片 3点 (A・ B・ C)は、焼成がAは軟質、BoCは やや軟質である。胎土

は精良で、色調はAが責灰色、B,Cは 灰白色を呈する。釉調はすべて薄緑色を呈する。小片のため

産地や時期は特定できなかった。

表56 岩崎遺跡出上の施釉陶器一覧

遺物番号 区 出土地点 種 類 器 種 部 位 胎 土 焼 成 罪由 弓同 珈伍  罪由 備 考 時  期

Ⅲ081 Ⅲ 第Ш層 緑釉 椀 底部 灰色 硬質 薄緑色 内外面施釉 削出輪高台 9世紀後半

IV048 Ⅳ 第Ⅲ層 緑釉 椀 底部 灰色 硬 質 淡貰緑色 底部外面なし 削出輪高台 10世紀前半

Ⅳ049 Ⅳ 第Ⅲ層 緑釉 椀 底部 灰白色 やや硬質 薄緑色 底部外面なし削出輪高台 10世紀前半

Ⅳ050 Ⅳ 第Ⅲ層 冷設禾由 椀 底部 黄灰色 軟質 薄緑色 底部外面なし削出輪高台 10世紀前半

h1051 Ⅳ 第Ⅲ層 緑釉 椀 底 部 灰白色 やや軟質 薄緑色 タト雇三ケι不山 円盤高台
9世紀後半～
10世紀前半

V541 V 第Ⅲ層 緑罪由 椀 底部 灰 色 硬質 深緑色 内外面施釉 削出輪高台 9世紀後半

A V 第Ⅲ層 緑釉 不 明 体部 黄灰色 軟質 薄緑色 内外面施釉 巻頭図版掲載 不 明

B V 第Ⅲ層 緑 釉 不明 体部 灰白色 やや軟質 薄緑色 内外面施釉 巻頭図版掲載 不 明

C V 第Ⅲ層 緑釉 不明 体 部 灰白色 やや軟質 薄緑色 内外面施釉 巻頭図版掲載 不 明

Ⅱ042 ] 第Ⅲ層 灰釉 椀 底部 灰 色 硬 質 灰白色 底部内面のみ 貼付輪高台 9世紀後半

凸「056 Ⅳ 第Ⅳ層 ラ〔メ由 皿 口縁部 灰白色 硬質 灰白色 内外面施釉 9世紀後半

V540 V 第Ⅲ層 灰釉 士霊 日縁部 灰色 硬質 灰白色 内外面施釉 不 明
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Ⅵ048▲

｀
予 嘗

″

M049▲

Ⅱ042■

飩m

(s=1:3)

第340図 岩崎遺跡出土の施釉陶器

(2)灰釉陶器

調査では、 3点の灰釉陶器が出上 した。すべて破片であり、調査地南側Ⅱ区、中央部Ⅳ区、北側V

区で出上 したものである。Ⅱ区とV区では第Ⅲ層、Ⅳ区では第Ⅳ層中から、それぞれ出土 している。

器種は椀・皿・壺の 3種類である。

Ⅱ042は椀の底部片で、断面三日月状の高台を貼 り付け、底部内面にわずかに釉がみられる。Ⅳ056

は皿の口縁部片で、口縁端部はやや外反する。内外面共に釉を施す。これら2点は、形態や施釉方法

から、猿投の黒笹90号窯式に類例を求めることができる (参考文献 3)。 時期は、9世紀後半である。

V540は壺の口縁部片で、口縁端部は内傾する。内外面共に釉を施す。産地や時期は不明である。

4。 ま とめ

調査では、暗文土師器と施釉陶器が古代の遺構や包含層中から出土 した。

近年の調査では、暗文を施す土師器は、松山平野内で出土例が増加 しているが、畿内産土師器の出

土は報告例は少ない。岩崎遺跡が所在する道後城北地区では、松山大学構内遺跡 3次調査地において

2点 (杯 C形態 :飛鳥Ⅱ期、杯A形態 :平城Ⅲ期)が報告されている。

今回の調査では、畿内産土師器、畿内産土師器と調整方法や形態がやや異なる土師器、他地域で作

られた畿内産土師器を模倣 したと考えられる土師器の 3種類が出上 したことになる。現在までのとこ

ろ、平野内における古代の上師器編年は確立しておらず、これらのことをふまえながら土師器編年を

考えていかねばならないであろう。

施釉陶器は分析の結果、ほとんどが京都産であることが判明した。このうち、緑釉陶器は1998年 7

月現在までに、岩崎遺跡を含め愛媛県内では25遺跡から出上 しているが、その大半は集落跡からの出

上である (表 57)。 25遺跡のうち、19遺跡は京都産の緑利陶器で、近江産が 7遺跡、東濃産 4遺跡、

畿内産 2遺跡が報告されている。器種では、椀が主体を占め、皿、段皿、耳皿、小重がみられる。松

山市内の遺跡に限ると14遺跡から出土 しているが、来住廃寺を含む来住台地周辺では全体の半数とな

る 7遺跡で出土が確認されている。

今回出土 した畿内産土師器と施釉陶器は、畿内から松山平野への搬入時期が知られる資料であり、

古代における畿内と松山平野との交流 。交易を考えるうえで貴重な資料となるものである。

Ⅳ056日
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退 跡 名 所  在  地
遺跡
種類

椀 皿 小
　
士霊

器
種
不
明

文 献
椀

小
椀 皿

耳
皿

段
皿

岩崎遺跡 松山市持田町1丁目。岩崎町2丁目 集落址 Q

久米窪田森元遺跡 (3次 ) 松山市久米窪田町856-1 集落llL
Ｏ

Ｏ 5

古照遺跡 (8,9次 ) 松山市南江戸 3丁 目912他
1可ナll・

集落llL
0 ● 6

座拝坂遺跡 松山市谷町甲325-1他 集落址 0 ，
ｒ

石井幼稚園遺跡 (1次 ) 松山市西石井町 9番地 集落址
①
Ｑ
０

0 0 0 8

川附遺跡 松山市福音寺町567-11 集落址 ● 9

一副 I 遺跡 松山市南久米町 集落址 Q 10

素鵞小学校構内遺跡 (1次 ) 松山市小坂 1丁 目4-48 集落址 0

樽味高木遺跡 (2次 ) 松山市樽味 4丁 目239他 集落址 0 つ
々

樽味四反地遺跡 (1次 ) 松山市樽味 4丁 目204-1他 集落l■
０

●
0 ●

つ
じ

辻遺跡 松山市朝 日ヶ丘 1丁 目1376他 集落l■ ● 14

道後今市遺跡 (9次 ) 松山市道後北代1292-1他 集落址 ● 15

南久米才歩行遺跡 (1次 ) 松山市南久米町503-1他 集落l■

０
０
０

0 ● 0 ● 16

南久米片廻 り遺跡 (2次 ) 松山市南久米町534-1,3 集落址 0 ７
Ｊ

郷桜井八反地遺跡 今治市桜井 3丁 目 集落址 ●

四村額ヶ内遺跡 今治市四村 集落llL 0 18

四村 日本遺跡 今治市四村 集落l■ 0 0 19

糸大谷遺跡 今治市砂場町 2丁 目 集落址
０
●

０

● 20

中寺馬之泰遺跡 今治市四村 集落址 0 0 0 ９

留

日高19地点 今治市小泉 1丁 目625-4 集落l■ 0 つ
々

入町 1号遺跡 今治市八町西 3丁 目606-1 集落址

０
０
●

Ｏ
Ｏ
Ｏ
●

● つ
０

つ
々

八町遺跡 今治市中寺 集落llL

Ｏ
０
０
●

つ
々

天神山遺跡 西条市下島山 集落址 0 0

火内遺跡 越智郡吉海町椋名 集落址
Ｑ

０ 25

赤岸鼻遺跡 越智郡吉海町大字名1462-2他 集落llL ● 26

※産地―一N=畿内 K=京都 O=近江 G=東濃  ※記号の大小―― ●=1～ 9イ固数 ●=10個 数以上

調 査 の 成 果

表57 緑釉陶器一覧
(日 本三彩と緑釉 :愛知県陶磁資料館編 1998よ り引用)
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X動 物 遺 存 体

1。 は じめ に

本調査では、遺構や包含層中より各種の動物遺存体 (骨)が出土 した。ここでは、時代別に動物遺

存体の出土地点や種別、種類についてまとめてみる。調査で出土 した動物遺存体は表58に まとめた。

なお、種別や部位の鑑定には、奈良国立文化財研究所 松井章氏にご助言を賜った。

2.分 析

(1)弥生時代前期末～中期初頭

弥生時代前期末～中期初頭では、遺構内より8点の動物遺存体が出上 した (NO.1～ 8)。 すべて、

調査地北側、V・ Ⅵ区から出上 したもので、溝内 3点、土坑内 5点である。

溝 S D V202か らは、 3点の動物遺存体が出上 し、(NO.1～ 3)すべて、猪の臼歯であった。

土坑内からは、猪 と鹿の骨が出土 している。埋土別にみると、土坑 Bが 4基 (NO.4～ 7)、 土坑

Cが 1基 (NO.8)と なる。特に、 S K Ⅵ204(土坑B)か らは、猪の下顎第一～三日歯が列をなし

て出土 した。また、 S K V473(土坑B)か らは、鹿もしくは猪の頭蓋骨の破片が出土 し、 S K V309

(土坑B)か らは、表面が焼けた鹿の骨が出上 した (部位は不明)。

(2)弥生時代中期～後期

弥生時代中期～後期では、調査地北側、Ⅵ区の包含層である第V層 中より、猪の臼歯が 1点出上 し

た (NO.9)。

(3)中  世

中世では、調査地南側、 I区の第ⅡA‐③層中より、馬の臼歯が 1点出上している (NO.10)。

(4)時期不明

時期の特定できないものが 3を点ある。調査地中央部、Ⅲ区検出のNO.11は 、近現代坑から出土した

もので、種別は判断できなかった。また、調査地北側、V区のピット内より2点 (NO.12・ 13)の種

別不明品が出土し、NO.12は表面に切り傷が残っていた。

3。 まとめ

本調査では、弥生時代～中世の遺構や包含層中より、動物遺存体が 8点出土した。注目されるのは、

弥生時代前期末～中期初頭の溝や土坑内から出上した猪や鹿の骨である。松山平野内では、これらの

資料は最も古い時期のものとなり、愛媛県内でも、阿方・片山遺跡出土 (注 1)の ものとならび、弥

生時代最古の資料となる。

松山平野内では動物遺体の遺存例は少なく、今回の資料は各時代の基礎資料になるものである。

(注 1)

杉原荘介 1994 「平成 6年度速報展とその資料より」 (財)愛媛県埋蔵文化財調査センター
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表58 岩崎遺跡出上の動物遺存体一覧

No 区 地区 出 土 地 点 種 別 部 位 年齢引生別 備 考 時 期

1 V 2
S D V202

下層
猪

第三大臼歯

(上顎・左 )

不  明
弥生前期末
～中期初頭

つ
々 V ９

Ｐ

SD 「ヽ202

下層
猪

第三日歯

(左 )

不  明
弥生前期末
～中期初頭

3 V
９

留

S D V202
中層

猪 臼 歯 不  明
弥生前期末
～中期初頭

4 V ０
じ

S K V309

(土坑 B)
鹿 不  明 表面が焼けている

弥生前期末
～中期初頭

5 V 4
S K V473

(土坑 B)
鹿or■ 頭蓋骨 不  明

弥生前期末
～中期初頭

6 Ⅵ
９

留

S KⅥ 204

(土坑 B)
猪

第一～三日歯

(下顎 。左 )

成年・雄 列長7.53cm
弥生前期末
～中期初頭

7 Ⅵ 2
S K Ⅵ204

(土坑 B)
猪

第三日歯

(下顎・左 )

不  明 未摩耗
弥生前期末
～中期初頭

8 V 4
S K V474

(土坑 C)
不 明 不  明

弥生前期末
～中期初頭

9 Ⅵ l 第V層 猪 臼 歯 不  明 弥生中期～後期

10
９

２ 第ⅡA―③層 馬 臼 歯 不  明 13～ 15世紀

Ⅲ
９

留 近現代坑 不明 不 明 不  明

９

留 V 4 S P V008 不 明 不  明 切 り傷あり 不  明

13 V 4 S P V106 不 明 不 明 不 明

動 物 遺 存 体
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第■章 お わ り に

岩崎遺跡の調査は、道後城北遺跡群東部地域における、弥生時代から中近世までの集落構造解明と

古地形復元を主目的として実施 した。

1.古 地形復元

調査地内には、堆積物 。堆積環境 。検出遺構の違いにより大 きく3つ のエリア (第 1～ 3エ リア)

が存在 し、それぞれのエリアで時代毎に地形環境 と集落様オロが異なっていた。

調査では、約 4万年前の石手川の洪積礫層を全エリアで検出した。この礫層上面には、砂や砂礫層

が堆積 し、第 1エ リアでは石手川の本流が流れ、第 2。 第 3エ リアでは石手川の氾濫に伴う堆積物が

残 り、その上面を多数の流路が流れている。砂や砂礫層上面には、第 3エ リアのみに明黄褐色シル ト

が堆積 し、この土層は、道後城北遺跡群内でみられる縄文時代後～晩期の包含層となる黄色シル トに

対応 している。明黄褐色シル ト堆積時点で、第 3エ リアは地盤が安定化 し、岩崎遺跡一帯には弥生時

代前期の集落が営まれるようになってくる。

弥生時代以降の集落立地をエリア別にみると、北側の第 3エ リアでは弥生時代～中世に居住地とし

て集落が営まれることになる。第 2エ リアでは古墳時代後期になり集落活動が始まり、古代になると

集落遺構が散見され、その後、中近世を通 して集落が営まれることになる。

一方、第 1エ リアは12世紀頃になり、土地が安定化 し、人々は水田や畑を営むようになる。ただし、

第 1エ リアからは建物址や土坑などの居住に関する遺構は検出されていない。

したがって、中世には第 1エ リアは生産域、第 2・ 第 3エ リアは居住域 として、土地利用法が明確

に区別されていたことがわかる。

調査・研究の結果、集落の立地と地形環境とが密接に関係することを明らかにした。

2.集 落変遷

(1)縄文時代

縄文時代は、明確な遺構は検出されていない。ただし、弥生時代前期末～中期初頭に時期比定され

る遺構や包含層中から、当該期の遺物が出土 している。遺構はないが、遺物の出土状況から、調査地

北東部、石手川上流域に居住域が存在するものと推測される。

(2)弥生時代

1)弥生時代前期～中期初頭

弥生時代では、集落構造とその変遷及び土器様相の変遷を追うことができた。道後城北遺跡群内で

は、該期の遺構の検出例は少ない。竪穴式住居址は、文京遺跡 4次調査地にて 2棟 (前期前半)が検

出されているにすぎず、この時期の道後城北地区の集落構造は不明な点が多い。

今回の調査では、竪穴式住居址は検出されなかったものの、道後地区における溝を伴った集落址の

存在が明らかになった。溝は 3条あり、幅 5m前後、深さ1.3～ 1.5mを 測る大型のものである。この

うちの 2条は、同一の溝 と思われ、環壕としての機能を持つことになる。他の 1条は、 2条の溝で囲

まれた地域内を仕切る溝 と考えられた。

環壕内地域では、検出遺構は土坑に限られる。その数は貯蔵穴力認0基 と、性格が判断しえない土坑

は165基を数え、埋土から6種類の上坑に区別できた。
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溝と土坑 との時間的関係では、埋土や切 り合いから6段階の遺構変遷が追えた。

溝と土坑から出土 した遺物をみると、土器と石器には形態の著 しい変化はあまり認められない。た

だし、土器に施文される沈線施文技法には様々なものがみられ、沈線文技法からは大きく2つの画期

が認められた。

そこで、遺構の変遷と、土器施文技法の変遷とを対応させると、最初の画期はS D V202・ SDⅥ

104再掘削時、 2回 目の画期は S DⅥ 105掘削時にある。

S D V202・ S DⅥ 104再掘削時以前、つまり下層堆積時には土坑 Eと Fが環塚内に存在 し (集落変

遷 1,2期 )、
ヘラ状工具 (技法 a)と 2条 1組の工具 (技法 b)に よる沈線文技法がみられる (上

器群―古相)。

次に、S D V202・ S D Ⅵ104再掘削以降、中層堆積時には土坑 Cと Dが環塚内に存在 し (集落変遷

3・ 4期 )、 2条 1組の工具に加え、 3条以上を 1組 とする工具 (技法 c)に よる沈線文技法がみら

れる (土器群―中相 )。

その後、 S DⅥ 105掘削後、 S D V202・ S D Ⅵ104中 ～上層堆積時に、土坑 Bが環壕内に存在 し

(集落変遷 5期 )、 クシ状工具 (技法 d)に よる沈線文技法がみられるようになる (土器群一新相)。

この結果、施文手法に注 目すると、弥生時代前期末～中期初頭には沈線文技法に技法 a～ dの 4種

類があり、時間の経過とともに、その組合せは多 くなり、最終期には、これらの 4種類が同時に使用

されるにいたる、いわゆる中期化の経緯が詳細にわかつてきた。

一方、他地域 との併行関係では、山口県 。東北部九州地方からの搬入土器や外来系土器の出上があ

り、山口県からは綾羅木Ⅲ式に相当する土器が集落変遷の 1・ 3・ 5期 にみられ、東北部九州地方か

らは高槻式上器と城ノ越式上器模倣品が集落変遷の 1期 と5。 6期 とにみられる。

土器編年に照らし合わせると、 1期にみられる高槻式土器は前期末、 5,6期 にみられる城ノ越式

土器は中期初頭に時期比定されるものであり、これらは、松山平野と九州地方との上器の編年的研究

及び交流・交易を知るうえで貴重な資料といえる。

ところで、松山平野内の同時期の溝 (環壕)には、調査地南東 4 kmの 来住台地上に久米高畑遺跡25

次調査地、西方 5 kmの丘陵上に斉院鳥山遺跡があり、平野内には同時に幾つかの環塚集落が存在 して

いたことになる。

高知県では、田村遺跡において土坑のみを伴った環塚集落が存在 してお り、松山平野においても、

このような機能をもった環塚集落の存在がクローズアップされる。

2)弥生時代中期～後期

弥生時代中期から後期では、中期前葉と中葉の遺構は検出されず、中期後葉になり集落遺構が調査

地北側に展開するようになる。道後城北遺跡群内では、遺跡群中央部から西部地域に、文京遺跡をは

じめ、松山大学構内遺跡や松山北高等学校遺跡などが所在 し、該期の集落址が多数検出されている。

本調査では、遺跡群東部地域においても、これらと同時期の集落存在を新たに確認 したことになる。

竪穴式住居址は、全体像のわかるものが 2棟検出されている。 S B Ⅵ101は後期前葉、 S B Ⅵ102は

後期後葉に時期比定される住居llLで、平面形態は前者が円形、後者が長方形を呈するものである。松

山平野内において、後期の住居址は円形と長方形の 2者があり、今回検出の竪穴式住居址にも同様の

状況がみてとれる。

出土遺物には、前期末～中期初頭と同様に、他地域からの搬入品もしくは外来系土器の出土がある。
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中期後半では吉備地方 (外来系 )、 後期では讃岐地方 (搬入品)や 山陰地方 (外来系)か らの ものが

あり、当時の他地域 との交流を知るうえで好資料といえる。

また、包含層中からは、炭化種実 (コ ナラ属堅果)が出上 している。コナラ属の堅果は優良な食物

であり、当時の人々の食生活を考えるうえで貴重な資料といえる。

(3)古墳時代

古墳時代の遺構・遺物は、古墳時代後期、 6～ 7世紀に限られる。竪穴式住居址は検出されなかっ

たものの、溝や土坑及び当該期の遺物の検出は、調査地周辺に居住域が存在することを物語つている。

道後城北遺跡群内では、道後今市遺跡や文京遺跡、松山大学構内遺跡などで、該期の集落遺構が多数

検出されている。遺跡群東部地域においても、該期の集落が広 く展開しているものと推測される。

(4)古 代

道後城北遺跡群内では、古代の遺構検出例は少なく、集落様相は不明な点が多い。岩崎遺跡が所在

する道後地区には、白鳳期の寺院址である内代廃寺や湯ノ町廃寺が古 くから知られているが、詳細な

調査は実施されておらず、全容は定かでない。

今回の調査では、奈良時代の「 L」 字状に折れ曲がる溝 S D V201・ S D V401が 特筆すべ き遺構で

ある。両溝からは、硯の破片をはじめ、畿内産土師器や土馬などが出土 してお り、単なる区画溝とは

考えがたい。平野内では、来住台地上に展開する古代の官衡・寺院施設に伴う方形区画溝の存在が、

近年の調査で明らかになっている。このことを考慮すると、今回検出した溝 も官街や寺院に伴う可能

性は高 く、来住地区と同様、道後地区においても官衛施設が存在 した可能性は充分考えられる。古代

における道後城北遺跡群の集落様相を改めて考えていく必要があろう。

平安時代の遺構は掘立柱建物址 1棟を検出し、遺物には 9世紀後半から10世紀前半の京都産緑釉陶

器、灰釉陶器、平安期の瓦片が出上 している。したがって、奈良時代だけでなく、平安時代にも官衡

や寺院に伴う施設が、調査地や周辺地域に展開している可能性は高い。

(5)中 世

中世においては、湯築城築城時に関連する資料は得ることができなかったものの、築城以前、16世

紀前半以前の道後城北遺跡群東部地域の集落様相が、多少なりとも判明してきた。

最大の成果は、中世における調査地内の土地利用方法が確認されたことである。調査地南側は生産

エリア、北側は居住エリアとして、土地利用がなされていたものと判断される。

なお、水田や畑土壌の分析から、当時の生産体制は二毛作を取 り入れていた可能性が高い。

微高地上に展開する建物址は、 1× 2間の比較的小規模のものが点在 している。遺跡群東部地域で

は、中世の遺構はこれまでに、調査地北西0.5kmの道後今市遺跡において検出例がある。同 4次調査

では、12～ 13世紀の建物址が検出され、 S B01は桁行 8m、 梁行45mを 測る大型の建物址になり、

同10次調査では、13～ 16世紀前半の建物址が検出され、桁行 7mを越える建物址 も存在する。岩崎遺

跡検出の建物址 と比較すると、大型の建物址が道後今市遺跡内にみられることから、当時の集落の中

心は道後今市にあったと推測され、岩崎遺跡近隣には一般民衆、もしくは農村集落が営まれていたの

であろう。

(6)近 世

近世の遺構は溝 1条 を検出した。東西方向に延びる溝で、遺物の出土状況から石組み溝とみられる。

溝内からは 陶磁器 (備前焼)が出土 しており、時期は18世紀頃になる。道後城北遺跡群内では、近
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世遺構の検出例は少なく、集落の全容は未だに判明しない。

岩崎遺跡の調査では、弥生時代前期末～中世における地形形成と、集落変遷との関係が明らかにな

った。弥生時代、古墳時代～古代、中世の各時代における集落の立地には、地形環境が多大の影響を

与えることになる。

弥生時代では、明責褐色シルトの堆積が集落形成に大きく起因し、中世では、低地部に生産域、微

高地に居住域という、目的の異なった土地利用がなされている。このうち、中世の水田や畑は、区画

や形状が確定することができず、今後に課題を残す結果となった。

また、今回の調査では最大の成果として、弥生時代前期末～中期初頭における集落様相と、その変

遷の解明があげられる。松山平野内では、来住台地上に該期の集落遺構は多数検出されているが、そ

の様相は判然としない。もちろん、道後城北遺跡群内においても、前期末～中期初頭の集落遺構はこ

れまで希薄であり、道後城北遺跡群の集落変遷を補充する資料になっている。

一方では、土坑の性格、居住域の位置、環壕内に設置された溝で区切られたエリアとその使用方法

などは課題を残すものになった。

土器については、ヘラ状工具と2条 1組の工具、 3条以上を1組とする工具、及びクシ状工具によ

り施文された土器が併存することから、ヘラ描きからクシ描きへと変化する施文方法の転換期や、時

期区分 (編年)論に課題を投げかけるものとなった。

今後は、道後城北遺跡群内における弥生時代～中世までの詳細な遺跡の様相を明らかにし、集落論

を充実していかねばならない。

〔参考文献〕

財団法人 高知県文化財団埋蔵文化財センター 2000『 田村遺跡群現地説明会資料』
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一凡 例 ―

1.付図に使用した岩崎遺跡の遺構は、最終検出面でみつかったものを掲載している。 IoⅡ 区は主

に中世、Ⅲ oⅣ 区は古墳時代から古代、V・ Ⅵ区は弥生時代前期末から中期初頭の遺構である。

2.分布・立会・確認調査は、愛媛大学が実施した『愛媛大学構内遺跡調査集報 I(愛媛大学埋蔵文

化財調査報告V)』 より引用したものである。

【参考文献】

1.愛媛大学埋蔵文化財調査室 1997 『愛媛大学構内遺跡調査集報 I』

2.愛媛大学埋蔵文化財調査室 1995 『愛媛大学構内遺跡調査集報 I(図版編)』

3.愛媛県教育委員会 1963 愛媛県埋蔵文化財調査カード

4.西田 栄 1957 「道後土居窪弥生遺跡の発掘報告」『伊予史談会 150』

表59 分布・立会・確認調査一覧

番号 遺 跡 名 調査種別 所 在 地 調査年度 備 考 参考文献

① 持田・岩崎遺跡 確 認 持田町 1丁 目5番22号 平成5年度 1993年度愛媛大学構内遺跡確認調査 1・ 2

② 持田・岩崎遺跡 立 会 持田町 1丁 目5番22号 平成4年度
愛媛大学附属小学校給水設

備工事に伴う調査
1・ 2

③ 立 会 道後町 2丁 目815 平成59年度 調査データの詳細は不明 ９

留

④ 道後公園山麓遺跡 分 布 道後湯築 昭和38年度 平形銅剣出土推定値 1・ 2・ 3

⑤ 持 田 遺 跡 分 布 南町 1丁 目2・ 3番地 昭和38年度 弥生中期の上器が出土 1・ 2・ 3

⑥ 持 田 遺 跡 不時発見 持田市営アパート北側道路
弥生前期の木葉文重が井戸

掘り中に出土
1・ 2・ 4

⑦ 道後南町2丁 目遺跡 不時発見
岩崎町 2丁 目7

NHK道後寮敷地内
弥生前期～後期の土器が出土 1・ 2・ 4
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